


” '臼 Oゞ--震災直後の空撮写真
赤く塗りつぶした所は、倒壊及び大きな損壊家屋青く見えるのは、雨よけのためのピニールシート。（川面3・ 4丁目付近）
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--→----大きな被害を受け解体される長尾中学校の校舎

f.

,
 

•• • 

転石の撒去作業 （宝塚届櫃線）
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避難所での炊き出し （宝塚第一小学校） 給水mには長蛇の列が （仁川小学校）

自衛隊による炊き出し

全国から救援物費が届く

オーガスタよりおもちゃが届く 自衛隊家屋解体終了式
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市災害対策本部

避難所 （美座小学校）

野坂建設大臣視察

震災1ヶ月後の黙穣

長野県湯田中温泉より湯が届けられる
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久しぷりに出会った友だち 」事-

胃空の下、元気に巣立った卒業生 （良元小学校）

タカラヅカ再開。公演を終え挨拶をする安寿ミラさん
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合同慰霊祭 (1995年3月5日）

呈太子殿下 ・同妃殿下が避難所を慰問

仮設住宅

（高司4丁目）
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弟 3早

応急対策の実施

1 災害対策本部の設置

(1) 災害対策本部対策部長の初動活動

21世紀を担う若人の成人式も終わり、松の内も開

け正月気分も一掃し、本格的に市民サービスにと心

新たにしていた矢先の平成7年 1月17日（火）の早

朝 • 5時46分、突然の物悽い横揺れと、立て揺れが

するや停砲し、真っ暗やみの中でドスーンというタ

ンスらしきものの倒れる音、ガチャーンという人形

のケース等の割れる音………がする中で言葉になら

ない声を発しながら起き上がろうとしたが、どうし

ても起き上がれなかった。

我に返り、自分自身に落ち滸かなければだめと心

に言い開かせ、市長、助役に砲話をするも通じず、

一刻も早く市役所に行かなければと防災センターに

電話を入れる。

薄明かりの中、はやる気持ちを押さえ、異様な振

動を身体に受けながら、車のヘッドライトを点滅さ

せて走り、市役所に 6時頃に箔いた。

(2) 宝塚市災害対策本部の設置

午前6時をもって「災害対策本部」を設骰する旨

を伝えるため、市長、両助役に砲話するも通じない。

箆災を気造って早朝に出勤した職員と当直怨備員の

協力を得て、ひっきりなしに嗚る他話の対応にあ

たった。

午前6時30分、助役からの電話が入り午前6時に

災害対策本部設個の了解を得、「災害対策本部」を

庁舎グランドフロアーに設.,_此した。

9時過ぎ、正司市長が出勤し陣頭指抑をとるとと

もに、市立病院他、救急指定病院が負衛者を収容で

きなくなったと本部に連絡が入り、総合体育館に臨

時の診療所を設けた。

また、亡くなられた方の仮安齢所を武道館とし、

本格的な活動が始まった。

被災地の状況がテ レビの映像で、全国に伝えられ

たこともあり、午前10時頃からさらに、災害対策本

部の電話は嗚りっぱなしとなった。

(3) 宝塚市災害対策本部会議

第1回の災害対策本部会識を開いたのが1月17El 

12時50分で、本部貝からの被害状況等の報告を受け、

ただちに災害対策本部長の指揮のもと 、本部貝に対

し、地域防災計画の事務分担に基づく任務を確実に

遂行するよう指示されるとともに、各部に対し様々

な指示がだされたのである。

以後、災害対策本部会識が3月31日まで延べ27回

剃かれ、①被害状況の確認、②応急復旧事業の進捗

状況の報告、③今後の応急対策の方針等が決定され

t •• `• O 

(4) 宝塚市災害対策本部の活動

応急対策としてやらなければならないことはIllほ

どある。まず、人命救助を最極先として、戦貝の動

貝と建設業協会への救助要硝、市民及び関係機関等

から1fi報収集とその対応、避難所の状況把握、 自衛

隊への応援要訥、救助物査の受け入れとポランティ

アヘの対応、飲科水の供給など次々と緊急を要する

業務ばかりである。

この緊急を要する業務の対応に追われ、災害対策

本部とその各部門の職貝は不眠不休の活動を続けた。

以降、 5月21日の避難所を閉鎖するまでの間、 24

時間体制で対策本部窓口を開設し、各部局の本部業

務やプロジェクトを組んだ被災証明の発行及び家屋

の公牧解体等の業務が続いた。

宝塚市災害対策本部条例

昭和38年6月21日

条例第17号

（趣旨）

第 1条 この条例は災害対策基本法（昭和36年法律

第3章 応急対策の実施 75



76 

第223号）第23条第 6項の規定に基づき、宝塚市

災害対策本部に関し必要な事項を定めるものとす

る。

（粗織）

第2条 災害対策本部長は、災害対策本部の事務を

総括し、本部の戦貝を指挿監督する。

2. 災害対策副本部長は、災害対策本部長を助け、

災害対策本部長に事故があるときは、その戦務を

代理する。

3.災害対策本部員は、災害対策本部長の命を受け、

災害対策本部の事務に従事する。

（部）

第3条 災害対策本部長は、必要があると認めると

きは、災害対策本部に部をおくことができる。

2.部に屈すべき災害対策本部員は、災害対策本部

長が指名する。

3.部に部長をおき、災害対策本部長の指名する災

害対策本部貝がこれに当る。

4.部長は部の事務を掌理する。

（委任）

第4条 前各条に定めるもののほか、災害対策本部

に関し必要な事項は、災害対策本部長が定める。

付則

この条例は公布の日から施行する。

宝塚市災害対策本部設置要綱

（趣旨）

第1条 この要綱は、 宝塚市災害対策本部条例 （昭

和38年条例第17号）第4条の規定にもとづき、災

害対策本部（以下「本部」という。）の設骰およ

び運営について必要な事項を定めるものとする。

（本部の設骰）

第2条 本部は、災害対策基本法（昭和36年法律第

223号。以下 「法」という。）第23条の規定により 、

市の区域に災害が発生し、又は災害が発生するお

それがある場合において、特にその対策又は防災

の推進を囮る必要があると胞めるときに設悩する。

（組織）

第3条 本部は、本部長、副本部長、本部貝および

その他の必要な職貝をも って組織する。

2.本部長は、市長がこれにあたる。

3.副本部長は、助役、収入役をもってあてる。

4.本部員は、市長事務部局の部長、病院長、消防長、

教育長、水道事業管理者、議会事務局長をも って

あてる。

5.市長は、前項に定めるもののほか、必要と認め

るときは、 市長事務部局の戦貝のうちから本部貝

を任命することができる。

（本部会識）

第4条 本部に本部会議を悩く 。

2．本部会識は本部長、副本部長および本部貝をもっ

て構成し、本部長がこれを招集する。

3.本部会識は、次の事項についてその基本方針を

決定する。

(1) 災害予防に関する こと。

(2) 災害応急対策の実施ならびに調整に閾するこ

と。

(3) 配備態勢の決定に関すること。

(4) その他本部長が必要と認めること。

4.本部の庶務は、総務部総務課において行なう 。

（活動および組織）

第5条 災害活動は、別表のとお り部、班を骰き、

それぞれの活動にあたる。

（配備態勢）

第6条 本部員は、本部長の命令にもとづき、次の

各号の区分による配備態勢をとらなければならな

い。ただし、本部長の命令がない場合にあっても 、

その状況に応じてその配備態勢をとることができ

る。その場合は、ただちにその旨を本部長に報告

しなければならない。

(1) 第1号配備 （水防指令第2号の場合とする）

災害発生のおそれがあるが、その時刻、規模

等椎測困難な段階および小規模の災害が発生 し

た場合において、少数の人員を配骰して主とし

で情報連絡にあたる態勢。

(2) 第2号配備 （水防指令第 3号の場合とする）

中規模の災害の発生が予想される段階および

中規模の災害が発生した場合において、所属職

貝の1割から 5割までの人貝を配骰し、防災活

動にあたる態勢。

(3) 第 3号配備

大規模の災害の発生が予想される段階および

大規模の災害が発生した場合において、所属職

貝全貝を配爵 して防災活動にあたる態勢。

2.本部貝は、前項の規定にもとづき所屈職員を配



似したときは、直ちにその人員を本部長に報告し

なければならない。

（雑則）

第7条 この要綱に定めるもののほか、本部の活動

に関し必要な事項は、その都度本部長が定める。

(5) 宝塚市対策本部の組織等

1月17日午前6時災害対策本部対策部長（総務部

長）の出勤後、直ちに災害対策本部を設骰するとと

もに、全職員を配備する体制を敷いた。

災害対策本部組織図

対策部

（総務部）

企画調椛部

（ 企匝i部）

財 務 部

（財務部 ）

福 祉 部

（福祉部）

医 務 部

（市立刹院 ）

救 設 部

（健tIt1i(；進部）

本部会訊 | L」 閑境部
（斑校 ・経済部）

＊ 湖 日 技術第 1 部

部
本 （下水近部 ）

部

艮 艮 I I l技術第 2 部
（誼路部）

技術第 3 部

（都市 整俯部 ）

技術第 4 部

（都市 IJ/1発部）

食柑制達 Y沿
（ 市 民部）

議 会 部

（餓会事務局 ）

梢 防 部

(rj!j ~-Ji 本部 ）

教脊委且会

災む対策部

（教'ff至上i会 ）

水 道 部

（水道）n｝）

防災班（総務課 ・爾チitゆ課 ・検究課）
総務班（人事課）

符理班 （理Iけ課）
・K／．も班（長厖支所）
直谷班（西谷支所）

裳雀丘班（成雀丘．il'，張所）
寂塚駅前班（宝塚駅前サーピスステーシ ョン）

協力班 (1悶委 ・選笠 ・搬ft公平委）

秘料班（秘・1澤 ）
情報班（企辿i濶整担当 ・よ1,.:f11施策担当 ・

まちづくり研究所担当 ・コミ ュニティ謀）

広報班 （広報広聡課）

財政班 （財政課）

•E 鐸班（会1tl•課）
f狐1在班（税務f甥Il課・市民税課 ・ft派税課）

救U)J総務班（福祉推進課）
福祉班（匝生課 ・保行捌！）

保設班 (iij年福祉課 ・1咲む福祉課・1itffセンター）

医根班（市立刹院）

救渡班（健康椛進部）

衛生班 （環挽保全課 ・牛活閃洸課 ・都市美化推進課）

斑境班（クリーンセンター）

閾究班（総務担当 • 土地改良課・農政課 ・ 商工謀 ・

勤労対策課・観光課 ・泉i原温泉利川施設担当）
水防班 （総務担当 ・下水逍業務課）

工作班（水政課 ・ド水道建設課・ ド水迎岱J!I！課）

管J!I！班（総務担当 ・辺蹄調ィt課 ・交通安全課 ・
用地第 1課． ifl地第2課）

工作班 （街路建設課・追路建設課 ・道路管理課・

道路計画課・道路交通企画謀）

竹理班 （総務担当 ．l開発指祁課・建築指i§也）
J．作班（公園緑地課 ・建築課 ・住宅謀）

工作班 (#佑Ii|｝り発部）

食税閾迷班（市民部）

議会班 （議会事務I,-;i）

，，懇務班（総務課）

給水班 (‘i；t棠課 ・配水課）
工事班 (i,（9水課・ エ務課 • 水質検究課）
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宝塚市災害対策本部及び水防本部設置に関する事務分担表

部 長 班 艮 事 務 分 袢

I.災害・対策本部の股骰及ぴ1射鎖に関すること。
2. 本部会議に関すること。

3.配Viij体制その他災出ヴ対策本部長命令の伝述に関する

こと。

4.避難勧告に関すること。

5.気象情報の収集及び伝達に関すること。
6.その他災也応急対策全般の瀾整に関すること。

7.水防木部設骰時における技術第］部水防班への協力

防 災 班 に関すること。

（次 艮） 8.各部の対策実施状況のは梱に関すること。
9.被害状況及び対策実施状況の記録及び参考脊料の収
躯に関すること。

10.県本部その他関係楼I剥への報告、連絡に関すること。
II.災乳；：に関する議会との述絡に1剥すること。
12.各部各班への連絡調整に関すること。

13.民rIll団体への協力要訥に1対すること。
1'1.災寓に関する文料のi争料印刷及び収受発送に関する

こと。

1.戦員の動貝配凶に1対すること。
総 務 班 2.配骰に関する各部との辿絡に関すること。

対 ＊^ is: 部 （人 事 課 長） 3.労務者の雁JI4にl渕すること。

（総務部艮） 4.給与に関すること。

l.砲話噌侶及び交換手の確保に関すること。
夕l.l,,: 理 班 2.災審対策の配車計画及ぴ巡行に1刈すること。
（理 財 課 長） 3. m有財産の被告のとりまとめに関すること。

4.応急脊材及び物脊等の他j達に関すること。

長 尾 班 ］．所管区域の災普情報の収集及ぴ連絡に関すること。

（支 所 長） 2.所怖区域における各部の活動への協力に関すること。

西 谷 班

（支 所 ii) 
g;• 雀 丘 班

（出 張 所 長）

宝 塚 駅 前 班

（所 長）

協 力 班 I.他音I¥への協力に関すること。

(事11!I: 
槃 委 貝

長会） 
務 局

（ー選挙箭理委貝

事務局
会艮） 

（監査 ・ 公 平委貝会）
iji 務局艮

秘 もt 班 I.災告視察者及ぴ見舞者の応援に1娼すること。
（秘 む 課 長） 2.本部長、副本部lもの被災地視察に1剥すること。

］．隣接都市の相互応援協力及び他槻関との重要な渉外

企画他1整部 梢 報 班 に1渕すること。
（企画部長） （企画 調 整 担当主 幹） 2.避難命令勧告その他市民に対する必要事項の伝達に

関すること。

）公 報 班 l.報迫機関との連絡及び災害公報に関すること。
（広 報 広 聴 課 長） 2.災審状況の写真記録に関すること。

財 政 班 1.災省に関する予n．措骰に関すること。
財 務 部

(lけ 政 課 長） 2.国県からの災甚1剥係脊金に1対すること。

（財務部長）
会 ii ・ 班 ］． 救助脊金及ぴ見舞金の出納に関すること。

（会 針・ 課 長） 2.災＃に関する物品（用品等）の払出に関すること。
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部 長 班 艮 事 務 分 掌

財 務 音II 閻 木」」． 班 ］．人家の被魯ii1査に関すること。
（財務部艮） (Tl了 税 担 当 参 事） 2. iu:1査部への応援連絡に関すること。

救 助 総 務 班 1.災祖救助対策全般の訊り整に1剥すること。
（福 祉 推 進 課 艮） 2. 日赤等社会福祉団体への連絡に関すること

1.被災証明世の発行に関すること。
2.災杏救助法に関すること。

福 祉 班 3.社会福祉施設の被店閾査及び応怠対策に関すること。

福 祉 部
（匝 生 課 長） 4.応急物脊及び食粗の配分に関すること。

（福祉部長）
5.応急食糧の調達に関すること。
6.応急たき出しに関すること。

］．避難誘祁及び避難者の救出移送に関すること。

保 設 班
2.避難所の股偽箭理に関すること。
3.収容避難者のl斬活及ぴ池］在に1剥すること。

(7；:j 年 福 祉 課 長）
4.避難者及ぴ遭難者の名簿作成並ぴに氏名の掲示に1111
すること。

医 療 班
l.負傷者、その他被救助者の応怠医療に関すること。

医 務 部 2.医楽材科の調逹供給に関すること。

（病院長）
（問I) 院 艮）

3.救急．息者収容に関すること。
（事 務 同 蛉）

4．救t役所における救護に関すること。

救 殿 部 救 護 班
］．現地医根班との辿絡調整に関すること。

2.応援、救設に1刻すること。
（他J;閻i：進部） （総 務 担 当 主 幹）

3. Ii-;療関係槻関との連絡及ぴIl墳J要庸りに関すること。

J.死体の捜索及ぴ狸火非に1対すること。
衛 生 班 2.防疫に関すること。

（月！撹経済部参平） 3.行政無線の活JIlによる全般的な被宙瀾究に関するこ
と。

環 淡 部
環 培 班

］．災沓による一般廃梨物の収集及ぴ処理に関すること。

（閉境 ・経済郎長）
（クリーンセンター所艮）

2.滑掃業者との辿絡に関すること。
3.衛生班への応援協力に捌すること。

製 究 班
I.公共土木施設の披甚濶査に関すること。

（次 lと）
2. その他の被船慨究に関すること。
3.他部への応援協力に関すること。

］．応忍土木夜材の確保に関すること。

水 防 班
2.災店介材祁の管理に関すること。
3.水防本部股齢及ぴIU・l乳'iに関すること。

（次 長）
4.配伽体制その他水防本部長命令の伝達に関すること。

技術第］部 5.自動車の借 I・.、人夫の招狼、記録に関すること。
（下水逍部長）

］．公共下水道埼の水路の梢報収集に関すること。

工 作 班 2. 1l1iili梢報の収狼に関すること。
（次 長） 3.公共下水迎等の拍壊の応忌措骰に1剥すること。

4. Lll柑くずれの応怠措骰に関すること。

l.道路情報の収集に関すること。
外I1： 理 班 2.通行止及ぴ危険の掲示工作に関すること。

技術第 2部 （次 長） 3.貧材等の肩鉛送にl具］すること。

（追路部長）
4.技術第3、第4部との述絡閾整に関すること。

工 作 班 1.応急防備工作に関すること。

（追 路 整 備 室 長） 2.発生災古の応急工作に関すること。

技術第 3部 タI4A: 理 班
J. {主宅造成等開発行為箇所を巡視し、被街状況を濶究
報皆すること。

（都iii整備部［~) (|｝｝J 発 指 祁 課 艮）
2.被祖宅地、危険宅地等応急桔船に関すること。
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部 長 班 長

技術第 3部 工 作 班

（都市整備部R) （次 長）

技術第 4部 工 作 班

（都市復興邪長） （宝塚駅前再開発室長）

食柑岡達粁11 食 粗 調 達 班

（市民部長） （市 民 部 次 長）

議 会 部 議 会 班

（議会事務局長） （次 長）

消 防 部

（消防艮）

教育委貝会

災也対策部

（教脊長）

庶 務 班

（事 務 担 当 次 艮）

給 水 班

水 道 部
（りi 務 担 当 次 長）

（水道邪栗管理者）

工 事 班

（技 術 担 ョヽL9 次 艮）

(6) 職員の出動状況

宝塚市地域防災計画では、突発的に災害が発生し、

勤務時間外に緊急に班貝を召集するときは、本部長

の命に基づき、本部長吟各部長→各班長→各班貝の

順序で伝達する。この伝達方法は、電話、軍報その

他速やかに行われる方法による。

ただし、緊急事態発生の楊合は、各課長以上の職

貝は状況判断し伝達がなくとも自発的に登庁する こ

とになっている。

平成7年1月17日（火）午前5時46分、災度6

の地箆があったと発表されたので、「全市防災指令

第3号」が適用され全職貝出勤体制に入った。しか

事 務 分 掌

I. iii裳住宅の被雀濶査及ぴ応急対策に関すること。

2.応急仮設住宅の予定地計画及び応急対策に関するこ

と。

3.災害住宅の緊急対策に関すること。
4．応急仮設住宅の建設に関すること。

］．技術第1部との辿絡調整及び協力に関すること。

1.応急食租（従事者）の調達に関すること。
2.福祉部への応援協力に関すること。

l.議会の災者対策活動のための1fl報の収集及び連絡に
関すること。

2.議会の災省調査活動の補佐に1渕すること。

1.水、火災等の災唐防御及ぴ密戒に関すること。
2.災也に関する翌報の伝達に関すること。

3.消防器材に関すること。

1.宝塚市教脊委員会災密対策要綱に定める事項

J. 各部団体との連絡にl関すること。
2.賭脊材の閥達に関すること。

3.被得地との応急辿絡に関すること。

1.被者地への応怠給水に関すること。

j. 浄送水施股の被也状況調査に関すること。

2.配給水施設の被唐状況調査に関すること。

3.浄送水施設の応急復旧計画に関すること。
4.配給水施設の応愁復1日計画に関すること。

5.緊急送配水工事に閲すること。
6.水質検査に関すること。

し、交通機関をはじめライフラインは全て途絶、そ

のうえ市職貝家族の死亡したほか、家屋の損壊を含

め被災した職員も多数あり、 十分な戦員数の確保が

困難であった。

このような状況のなかで、 1月17日の職貝の出勤

状況は次のとおりであった。

① 市職員、消防の出勤体制

1月17日 職貝出勤状況

（市立病院の医師 ・看渡婦除く）

9時現在 2.041人中914人出勤 （出勤率45%)

17時現在 2,041人中1,219人出勤

（出勤率60%)



② 消防本部（上記に含む）

9時現在 215人中157人出勤 （出勤率73%)

17時現在 215人中197人出勤 （出勤率92%)

(7) 戦員の配備体制

従災当日は午後10時まで全貝配備した。長期化の

対応に備え夜間は、 2分の 1体制から12分の 1へと

漸次減らし、また避難所に宿泊職員を配備した。

(8) 他団体からの応援職員受入状況

他都市からの応援職員は、従災当日から北は北洵

道、南は施児島県に至るまで全国の都道府県及び市

町から延べ3.449人 （平成 7年1月17日～3月31日）

に及んだ。

主な業務として、倒壊家屋廃材搬送や被災証明発

行業務等であった。（次頁表参照）

職員の配置体制

日 時 911寺ー17:15 9時～22時 17: 15-20時 17:.15~ 9時 22時～24時 24時～ 9時

1117 全貝配備 884名 J/2 557名 1/6 414名

20時～ 9時
l / 1 8 全貝配備 J/2体制

1/6 278名

1/19 
| ，1 ，， ，， 

J/20 

1/21 
（土 • El )

I 
1/2体制

l/6体制
1/22 

1/23 

I 全貝配備 l/6体制
l /26 

1/27 ，， 

1/12体制
1/28 ＋ 避難所
I 1/2体制 宿泊職貝
1/29 

1/30 70名
| 全貝配備 ＋ 避難所

2/2 宿泊職貝

2/3 ，， 40名＋避難所

宿泊腺貝

2/4 
1/2体制 ク

2/5 

※各対策班で業務がある場合は残業等で対応
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災害復旧等に係る他団体からの応援職員受入状況 (l/17~3/31)

問 1本名 期 間 延人数 相当部 業 務 内 容

北 海 追 3/j3~3/31 38人 福 祉 部 援護佼金貸付事務等

札 胤 市 1/31-2/3 20人 都市整Mii部 応怠危険度判定閻査

栃 木 l'「"I 211-3/22 100人 福 祉 部 被災証明発行、援渡脊金事務等

栃 木 I Ii 2/2~2/1 1 65人 福 祉 部 被災証明発行事務

東京都文京区 2/1-3/1 29人 都市整備部 建築確認稲査、現地臥抒査

2/1-215 35人 1 |i 民 部 避難所への食程等物夜搬送
府 中 TIi 

2/23-3/31 73人 E！境経済部 倒壊家屈廃材搬送及びダンプ梢み込み等

東 村 I LI 市 2/20-3/1) 74人 環境経済部 倒壊家／丞廃材搬送及ぴダンプ梢み込み等

瞑 木 T| J. l /25-2/2 18人 者1;rlI翌をitili音II 応愁危険疫判定拙］査

群 馬 I’O ’̀. 4/10~4/28 30人 福 祉 部 被災証明発行事務

新 潟 県 2/6~3/21 88人 福 祉 部 援骰査金貸付事務等

上 越 市 1/28-3/27 1145人 閑悦経済部 倒壊家屋I~材搬送及びダンプfi’tみ込み等

長 野 Tli 2/21 ~3/2 10人 都市整備部 建築確認湘査、現地謳l究

諏 訪 市 3/3-3/13 22人 福 祉 部 油j齢者安否確認

3/3-3/12 10人 都市整備部 建築確認稲査、現地調査
伊 那 市

3/3-3/13 9人 都市整備郊 宅地防災相談、指i恥業務

塩 尻 市 2/21 ~3/2 22人 福 祉 部 翡齢者安否確認

更 埴 rli 2/24-2/27 8人 幅 祉 部 窃齢者安否確認

岐阜県 l医税同 1/20-1/29 53人 他1;lt1fi：進部 避難所の巡ITil,1鉗杖

名 —L+I • 届 I l』. 1/25-1/30 12人 者lli!T団を什ii脊II 応急厄険度判定調査

蝶: 田 ,Ii 1/28-1/31 33人 以t税経済部 倒壊家J承廃材搬送及びダンプ利'tみ込み等

‘女‘•・ 城 iii 1/28-1/31 12人 閑榜経済部 例壊家屋I~洛材搬送及ぴダンプ積み込み等

滋買県湖東 llII 2/5-2/28、3/6-3/15 136人 福 祉 部 日赤義援金支給事務

1/22~ 1/24、1/26~2/2 44人 者IIrli整備部 応愁．危険度判定調査
京 都 府

1/30-2/17 22人 下水道部 下水迎施設災4濯調査、設計

ノ＿ロI． ヽ 都 I I I ・ 1/23-1/24、1/26~2/2 32人 都市整備部 応急．厄険度判定調査

宇 治 叶i 2/2 1人 都 1“|i整備部 応忍危険度判定濶究

城 陽 I I J. 2/6-2/10 5人 下水追音II 下水逍施股災審濶．在、設計

井 手 町 2/ 1 4、2/15、2/17 3人 下水道部 下水道施設災笞閣査、設附

精 蔽 町 2/13、2/16 2人 下水追部 下水道施設災密脳査、設計

I /25-2/3 20人 打lliti翌をVfii肖II 応怠危険炭I:I]定批l究

1/30-3/31 305人 道 路 部 公共土木施設災紺復111事業査定設，11•i！ド作成
大 阪 府

1/26-2/16 37人 下水氾部 下水追施設災窮調ft、設計

3/13-3/16 8人 者IIrli整備部 既股改良住宅災密復1H事業査定uktii

水： 阪 I l』. l/27~2/2 21人 都市整備部 応急危険度判定濶査

邸 槻 ili 1/26~2/3 45人 閑榜経済部 ごみ収集運搬業務

松 原 r|i 1/26-1/27 10人 環榜経済部 ごみ収躯運搬業務

和 泉 rli l/26~ 1/27 10人 環境経済部 ごみ収集迎搬業務

藤 井 寺 市 J/26~ 1/27 10人 環榜経済部 ごみ収集遥搬業務

大阪狭山 rli 1/26-1/27 6人 環税経済部 ごみ収択運搬業務

能 勢 町 1/19-2/10 69人 市 民 部 避難所への食枇等物粁搬送
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l寸I1本名 j U l nil 延人数 担 当 部 業 務 内 容

河 悴j 町 2/1 I、2/12、2/18、2/25 24人 市 民 部 避難所への食fJil等物脊搬送及びコーヒーサーピス

奈 良 1̂口‘• 2/1-2/16 75人 下水迫部 下水道施設災屯調査、設計

和 歌 Il l l,「iI、. 3/13-3/16 4人 捐lrl了翌をりiii音ii 既設改良住宅災街復旧平業森定準備

島 根 I9FF9 ~ 2/6-3/29 104人 福 祉 部 援i悠代金貸付事務等

岡 111 県 2/l l~3/30 144人 福 祉 部 被災証明発行、援阻虻紆金等

岡 l l l TII 2/11-3/30 43人 福 祉 部 被災証明発行、援股賽金約

介 敷 市 2/11-3/30 33人 福 祉 部 被災証明発行、援訛脊金等

津 ill rli 3/1-3/5 5人 福 祉 部 被災証明発行、援護脊金等

総 社 1 |i 3/1 -3/5 5人 福 祉 部 被災証明発行、援渡脊金等

備 前 市 3/16-3/20 5人 福 祉 部 被災証明発行、援護脊金等

玉 野 rli 3/21-3/25 5人 福 祉 部 被災証明発行、援限預金等

脆 IIn し 島 県 2/27-3/11 38人 福 祉 部 被災証明発行、援股脊金等

施 児 島 Tli 2/10-2/18 27人 福 祉 部 被災証明発行、援泄ft金等

廊 ）柑 市 3113-3117 10人 福 祉 部 被災証明発行、援殴脊金等

名 瀬 市 3/19-3/24 10人 福 祉 部 被災証明発行、援股賓金等

l I I 内 1 |i 3/27-3/31 10人 福 祉 部 被災証明発行、援設査金等

姫 路 rl l. 3/13-3/31 38人 福 祉 部 援渡：紆金貸付事務等

2/13-3/27 82人 環校経済部 倒壊家届廃材搬送及ぴダンプ梢み込み等
相 生 rli 

2/l l ~2/20 10人 福 祉 部 裔齢被災者対応

1/28-1/31 32人 J;＂立経済部 倒壊家I!!>:／兎材搬送及ぴダンプ梢み込み等
豊 岡 Tli 

2/12-2/15 4人 船 祉 部 泊j齢被災者対応

}JI l 古 l l l 市 l /20-1122 30人 健康椎辿脊II 逃難所の巡且診根 （加占Ill市民病院）

簡 野 Tli 2/1 ~3/30 108人 閑校経済祁 倒壊家届廃材搬送及ぴダンプ積み込み等

1/24-1/31 24人 環榜経済部 ごみ収集巡搬業務
西 脇 rli 

1/24-1/26 27人 健康1i(；進部 避難所の巡回診税 （西脇市民刑院）

)/27-213 16人 斑桜経済部 ごみ収兆巡搬業務
＝ Fl・I 市

2/1-3/26 162人 市 民 部 避難所への食祝等物脊巡送搬送

1/20 8人 健康椎進部 避難所の巡lrrl診療 (1JI]西市民病院）

/Jll I肘 市 1/21-1/27 14人 環境経済部 ごみ収集運搬業務

2/12-2/20 9人 幅 祉 部 沿j齢被災者対応

家 島 II「J. 3/14-3/17 4人 福 祉 部 泊j齢被災者対応、

2/21 ~3/2 9人 都市整備部 宅地防災柑談、指祁業務
i夕It( 前 町

3/22-3/24 3人 福 祉 部 甜齢者安否確認

福 的 IIIJ― 3/18-3/19、3127-3129 7人 福 祉 部 泊j齢者安否確認

2/21-3/2 20人 福 祉 部 泊j齢者安否確認
揖 保 l l l 111r 

3/3-3/13 22人 都市整備音II 宅地防災相談、指祁業務

太 子 11,r 3127-3130 8人 福 祉 部 蒻齢者安否確認

佐 i[I 町 3/ 22-3/2~ 6人 福 祉 部 詞齢者安否確認

I ll 直窃 IIl]． 3/20-3/24 l0人 福 祉 部 芯j齢者安否確認

.山'-.9 • 町 3/22-3/23 4人 福 祉 音II 励齢者安否確認

千 種 IIII 3/20、3/22 2人 福 祉 部 邸齢者安否確認
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団体名 期 間 延人数

香 住 IIII 3/6-3/8 6人

出 石 町 I /30-2/8 20人

村 岡 町 2/2~2/4 6人

山 I材 町 2/13-2/14、2/16-2/17 4人

1/22-213 26人

ム―’ 
田 IIl [ 

1/30-3/31 61人

篠 111 Ill l. 1/21~2/3 22人

兵即食序Jil事務所 l /21-2/3 36人

県 立 尼崎瓶院 1/20-1/22 24人

県立塚 口 甜院 J/20-1/23 16人

北摂整備 局 1/25-1/31 7人

社 土 木事務所 1/28-1/30、2/2~2/23 25人

浜坂土人事務所 1/30-2/1 3人

2 被災者に対する救援 ・救助活動

(1) 災害救助法の適用

災害時において国が地方公共団体、日本赤十字社

その他の団体及び国民の協力の下に応急的に必要な

救助を行い、災害にかかった者の保渡と社会の秩序

の保全を図ることを目的に災害救助法が定められて

いる。この法律による救助は、都道府県知事が、政

令で定める程度の災害が発生した市町村の区域（指

定都市にあっては当該市の区域又は、当該市の区の

区域）内において行う こととされている。このたび

の袋災はこの基準を遥かに越えた比較にならない大

災害であったので、兵／庫県では 1月17日12時、神戸

市を皮切りに、被害の把握が可能となった市町から

順次10市10町の指定を行った。

担当部 菜 務 内 容

福 祉 部 ＇謁齢者安否確認

下水 迅部 下水誼施設災祝調査、設計

福 祉 部 裔齢被災者対応

都市整備部 建築指祁行政窓口相談、現地閾査

閑境経済部 ごみ収集迎搬業務

逍 路 部 公共土木施設災屯復111事業査定設計杏作成

閑榜経済部 ごみ収狼巡搬業務

市 民 部 避難所への食糧等物脊搬送

健））＇けi(i進部 避難所の巡11_11診療

健康椎進部 避難所の巡回診釈

都 ili整備部 建楔指祁行政窓口柑談、現地訊防究

者Iiih翌をiiii杵li 建築指祁行政窓口柑談、現地濶査

者liIII聾tiiii音i 建築指蔚行政窓口柑談、現地調査

同法の救助の種類は、

1.収容施設（応急仮設住宅を含む。）の供与

2.炊出しその他による食品の給与及び飲料水の

供給

3.被服、寝具その他生活必需品の給与又はi守与

4. 医療及び助産

5.災害にかかった者の救出

6. 災害にかかった住宅の応急修理

7.生業に必要な賓金、器具又は脊料の給与又は

抒与

8.学用品の給与

9.挫葬

10. 前各号に規定するものの外、命令で定めるも

の

と定められており、その本質は、

① 災咎に際しての応怠救助

宝塚市では、地域防災計画により 、災害の事態が

急迫して同法に基づく知事による救助の実施を待っ

ことができないときは、市長がみずから救助に滸手

するものとなっており、兵廊県が救助法発動を通知

して来るまでもなく、本震災に市の全組織を挙げて

取り組むこととし、午前6: 00対策本部を設骰した。

・災害に際して生活必fl,t品の欠乏、住居の喪失絆

に悩む被害者に対する1、も急的、一時的な救助であり、

災害復旧対策や生活困窮者に対する生活保股と性格

を異にする。

② 災害にかかった者の保護と社会秩序の保全

が目的

・個人の碁本的生活権の保護と全体的秩序の保全



が救助の二大目的である。

③ I翌lのi't任において行われる

• 災害は大規校なものであり、救助は国が行うべ

きものとされ、都道府県矧事は、国の機関として救

助の実施に当たる。

④ 地方公共団体、 日本赤十字社その他の団体、

国民の協力の下に行われる。

とされている。また、救助の実施機関については、

① 救助の実施については都道府県矧事に全面

的に委任

• 国の買任で救助は行われるが、 都道府県知事が

国の機関として救助の実施にあたる。そのための義

務（救助計画、救助組織、基金設低）と権限（医師

等の従事、近隣協力依頻、病院 ・旅館 ・飲食店の管

理 ・使用、物査の収用 ・保管）が付与される。

② 知事は救助の実施に関する権限の一部を市

町村長に委任

・知事は救助の実施を迅速に行うため、事前に市

町村長に対しその権限の一部を委任することができ

る。各種の強制権の行使、従事 ・保箭命令等の委任

は認められない。

となっている。

兵廊県においては、「市町長に権限を委任する規

則」で災害救助法による救助の種類のうち、宝塚市

では

1.避難所の設iti:

2. J心急仮設住宅の供与

3.炊き出しその他による食品の給与及び飲料水

の供給

4.被服、寝具その他生活必甜品の給与又は行与

5.医療及び助産

6.災害にかかった者の救出

7.災害にかかった住宅の！、も急修理

8.学用品の給与

9.埋葬

10.死体の捜索及び処理

11.災害によって住居又はその周辺に迎ばれた土

石、竹木等で、日常生活に著しい支僻を及ぽし

ているものの除去

が市長に委任を受けていた。

しかし、 1月17日付で「市町長に権限を委任する

規則」の一部改花を行い、今回の地従災害に限り 、

広域にわたるものについては、知事がこれを行うこ

ととなった。ただし、災害救助の実施の権限を市町

長に委任できるのはあくまで一部であり 、具体的な

救助の程度、方法、期間は匝生大臣の承認を受け、

都道府県知事がこれを定めることとなっている。ま

た原生大臣が過去の例から承認の基準 （一般基準）

を設定しているものは、知事がこの基準にしたがっ

て程度、方法、期間を定める場合は大臣の承認があっ

たものとして取り扱う ことができるが、災害の種類、

態様によって一般基準で救助の万全を期すことが困

難な場合はその都度、厚生大臣に協識して個々に基

準を定める（特別基準）こととなる。

このたびの救助においては、被害の程度が大変大

きいため、期間について特別基準が各項目で認めら

れた。さらに程度、方法についても避難所設附、）、も

急仮設住宅の供与、食品の給与で認められた。

(2) 救出・救助・情報・消火活動

① 救助活動の概要

東西両署の救助隊2隊をはじめ笠防隊は、各受持

区域内の生き埋め現場へ出動し消防団、翌察、市民

とともに救助活動を行った。

木造家屋の倒壊においては、チェーンソーや

ジャッキ等の賓機材が役立ったが、その数屈は不足

していた。コンクリート造りのピルの崩壊は 1件発

生したが、要救助者はなかった。しかし、エレベー

ター内の閉じ込めには4件出動し、4人を救出した。

... - ---建物構造別救助活動状況

|区 I刀、 木造 コンクリート造 計・
件 数 43 7 50 

無 偏 者 10 4 M 

窟貨 似 者 20 

゜
20 

人
死 者 29 

゜
29 

員
むI• 59 4 63 

消 延出動車両 74 8 82 
防
隊 延出動人旦 323 3] 354 

② 救急活動の概要

地従発生直後から、救急要副が殺到し、 17日中に

は64件の出動をした。これは、通常の5~6倍の件

数であった。また、砥話匝l線の不通、混乱により消

防署近辺からの駆け込み通報が目立った。

しかし、通侶指令室勤務員の判断で軽症者と思わ
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れる事案については、近くの病院を紹介し、自力対

応させた。さらに、予備の救急車による救急隊 l隊

を増強し、 5台の救急車で対応した。

原因別救急搬送状況
5
 

）
 
い
3

30 

2
5
2
0
1
5
1
0
 

搬
n

芯
人
数

5

0

 

35 

15 

，
 

落
下
物
負
傷

家
倒
壊
負
偽

急

病

3
 

転 交

院

家
貝
で
負
偽 通

その他

時間 別 件数 時 |ll ~JIJ 件数

05: 46-06: 00 1 15 : 00-16 : 00 4 

06 : 00-07 : 00 7 16:00-11:00 1 

07 : 00-08 : 00 4 17: 00-18: 00 1 

08 : 00-09 : 00 5 18: 00-19: 00 

゜09 : 00 -10 : 00 ， 19 : 00-20: 00 2 
10: 00-11: 00 8 20: 00-21 : 00 1 

11: 00-12: 00 8 21 : 00~22 : 00 3 

12: 00-13: 00 2 22: 00-23: 00 5 

13: 00~14: 00 1 23 : 00~24 : 00 1 

14 : 00-15 : 00 I 計・ 64 

時間別救急出動状況

③ 情報活動の概要

地捉発生直後は、通信係員が4名で対応したため

119番の受信順に消防隊及び救急隊を出動させた。

したがって、多数の車両が災害現場で活動を展開

したため、無線が輻較し、出動隊の的確な情報が梱

めなかったが、5時58分に消防本部災害対策本部を

設悩し情報班による的確な梢報収集に努め、緊急度

の面い災害l消報を選別し、消防隊に出動指令すると

共に情報の把握に努めた。

また、大阪ガス、関西電力、水迫局等のライフラ

イン関係の正確な梢報による的確な情報収集がス

ムーズにできたため、 市民からの問合せの処理が適

切に行えた。

特に、水道が断水してから早期に人工透析を受け

入れてくれる病院を調査し把握していたため、市内

及び市街の病院からの問合せに対して、JOOパーセ

ント紹介できた。

また、 17時ごろからは、非番員及び節日勤務者等

で班編成を行い、市内の道路状況や溜池等の調査を

英施し、情報収集を行った。

④ 消火活動

消防体制

人貝 ・車両

宝塚市消防本部の職員数は215名であり、そのう

ち本部職貝を含む毎日勤務者は35名で、隔日勤務者

は180名であり 、i肖防車両は合計41台保有している。

また消防団員数は、191人で、消防車両は12台保有

している。詳細は下表と次頁にに示すとおりである。

ア

消防聴・団員定数の推移 •I,·,,£ 7年Ifl 171:1現在

区 分1H元年）文12年度13年度14年度15年度16年度

消防隊

消防団

200 

191 

199 

191 

201 

191 

205 

191 

209 

191 

215 

191 

ii 組織

宝塚市消防の組織は、本部 3課、2消防署、6出・

張所、］分造所がある。また消防団は、1団本部、 11

分団があり 、それぞれ次頁の1翌1に示すとおりである。

震災当日の消防体制

地捉発生時の各署の部隊編成は、 16小隊、当直勤

務貝59名で初動対応した。非番戦貝等は大半が自主

参集により、発生から約 3時間後の 9時00分には、

対象職員156名中100名 (64.l%）が12時00分には138

名 (89%）が参集し、総勢197名で災告発生時の消

防隊を編成し 、 各大隊長の指揮のもとで消火 • 四戒

活動に従事した。

イ

ウ 消防団の活動

地従発生から14分後の6時00分に消防団長は、I四

谷分造所に到滸した。i肖防団の配骰されている市北

部の西谷地区は幸いにも大きな被害は発生しなかっ

たが、市街地の大きな被害状況が判明したため8時

15分に有線放送で消防団貝の招批を行った。

消防団貝は、 8時15分発令の非常招集により分団

器具J庫に参集し、消防団長の指抑のもと、 1月17日l8

時40分までに火災tl:l動 (9件）及び岩戒出動(4件）、

広報活動 (1件）の災害活動のため、車両延べ13台、

64名が出動した。

さらに、 1月28日までに 6日間にわたって市街応
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-- --

配骰楊所 西消防署 東消防署・ 泄I坊けl
合 消

防 本 出怜i 出栄 出宝 分西 本 出忠 出米 出中 )) 

本 張 張 張松 逍 張雀 張 張111 分

配似車両
計• 部

培・ 所部 所 Ill] 所苑 所谷 署 所丘 所谷 所台 団

m'，心i‘ 数 41 ， 8 3 3 2 I 8 2 2 3 12 
ボンプ単 ， I l I I I I I I I 5 

タンク車 7 I I I I I I I 

消 はしご車 3 I I I 

スノーケル車 I I 
防 化 学 車 I I 

) 0 救 J1）） 工 作車 I I 

指 揖！ 叶I: 3 I I I 1 
車 査察広報車 4 2 I I 

両 人 貝搬送III I I 

；仕機材搬送車 2 I I 6 

救 急 Iii 5 2 I J I 

防火広報車 l J 

防災指祁車 I I 

その他 乗用 車 I I 

の車両 粟務連絡III I I 

消防車両等配置状況 .,!.／成7年 1月17EI現在

宝塚市消防団の組織

宝塚市消防の組織
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援活動に車両延べ21台、90名が出動した。また、市

内避難所へ支援物品配付活動に延べ6台、 30名が出

動した。

他都市への応援状況

1月17日、被害の大きい西宮市及び芦座市の応援

要請を受けたため、消防相互応援協定に基づき、10

時30分にタンク車、ボンプ車、救急車、ク レーン車

各l台の応援出動を行った。

以後1月28日までに応援出動は、常備消防及び消

防団を合わせて、車両延べ33台、人貝延べ149名に

工

務防

2
 

のぼった。
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市 17日 l8日 19日 20日 21日 28日 計
隊別

車両！人貝 車両：人貝 車両 ：人貝 車両：人貝 車両：人貝 車両：人貝 車両 i人只別

消防隊 j : 4 l : 4 2 ! 8 
→p 上？ 救急隊 l i 3 1 : 3 1 : 3 3 : ， 
屋 救助隊 J i 4 1 : 4 l l 4 3 : 12 

市 消防団 3 I ] 4 7 : 32 4 ; 16 3 : ， 3 : 14 20 I 85 
小計 I : 4 4 ; 18 9 : 39 6 I 23 5 ; 16 3 ; 14 28 I l 14 

消防隊 3 I 11 3 I 11 
西
救急隊 I I 3 I I 3 

・呂4 ・ 

消防団 I : 5 1 : 5 
市
小 計 s ! l 9 r 3 ， ＇ 19 

合 酎• 6 I 23 4 : 18 9 : 39 6 : 23 5 : 16 3 I 14 33 i 133 

市外応援活動

(3) 二次災害の防止

① 避難勧告発令、解除

阪神 ・淡路大裳災により、市立逆瀬台小学校グラ

ンド南側擁壁（長さ110m、嵩さ7m)の継手部分

2箇所で大きな段差が生じ、グランドにも地割れが

確認された。直ちに応急措置を実施するとともに、

土木工学的な分析を実施し、二次的災害の回避が必

要との判断により、 1月21日午前11時30分に関係の

73世帯の人たちに対して災害対策基本法に基づき、

避難勧告を行った。また、同日午後7時から避難場

所である市立総合体育館において避難者への説明会

を開催し、現地の被害の程度、今後の対策等の説明

を行った。

その後、 24時間体制で醤備、パトロール等を行う

とともに、被災箇所の観測、測紐等を実施し、復旧

方法の検討と観測結果に基づく避難体制の見直しを

行った。その結果、避難勧告の解除を含めて、対象

地域を次のように分割し、各ゾーンの危険度合いに

応じた避難体制をとることにした。

(1) 避難勧告の解除・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ • ..9世帯

(2) 避難体制の見直し

OAゾーン （終日避難） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・10世帯

OB ゾーン （昼間一時掃宅可能） … • ••12世帯

OC ゾーン（終日帰宅可能）..……… •42世帯

勧告翌日より避難者に現地状況を報告するととも

に、 1月27日午前10時に避難者に対して、避難勧告

の解除地域及び避難体制の変更についての通知を

行った。また、これと併行して、 H型鋼による擁壁

転倒防止及び仮設通路設置等の応急仮設工事を施工

した。

その後、観測データや現場状況等を熟慮する中で、

緊急の危険性はなくなったと判断して、 2月12日午

前10時をもって、避難勧告の全面解除に至ったもの

である。

なお、当所の敷地復旧工事は平成8年3月末に完

了した。

ア 1月21日 逆瀬台6丁目

(73世帯 242人）避難勧告

1月27日

2月12日

ん‘ク

(9世帯 30人） 一部解除

ん
'ク

(64世帯 212人）全面解除

急傾斜地崩壊危険区域に指定されている 5番街区

においては、人家の下部の斜面が崩壊し、上部並び

に下部にある人家が極めて危険な状態となっている。

小規模な落石や、土砂の崩壊が続いており、周辺家

屋の倒壊も多く、住民のほとんどが避難した。

イ 1月22日 紅葉ガ丘(87世帯 242人）避難勧告

2月1日 ，，， (16世帯 44人）一部解除

2月14日 ク (43世帯 119人）一部解除

2月23日 ク (28世帯 79人）全面解除

② 危険宅地巡回

ア 宅地防災相談所の開設

平成7年2月6日から 2月15日までの間、市役所

グランドフロアにおいて宅地防災相談所を開設した。

相談窓口は市職員以外に県職貝及びアドバイザーの

立場で、住宅・都市整備公団職員が担当し、相談内
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容把握のため市職員、県戦貝及び公団職貝がチーム

を組んで現地調査を行い、 2月28日までにすべてを

完了した。

イ 宅地防災バトロールの実施

梅雨期を控え宅地や防災パトロールを実施した。

期 間 ：平成7年5月15日～平成7年5月19日

参加機関 ：宝塚市（市 ・消防本部）、兵庫県阪神

目的：

県民局、宝塚野察署、陸上自衛隊伊丹

第36普通科連隊

a.危険宅地の点検及び改善指沿

b.降雨時期までの応急措協の点検及び技術指

磁

c.避難の必要な箇所の選定と避難順路等につ

いての啓発

d.監視の必要な宅地について、監視方法、異

常の発見

ウ 宅地防災相談所の設置

期 間 ：平成7年5月15日（月）～ 5月19日（金）

相談担当 ：市職貝及び県職員

相談内容

a.宅地防災工事の各種融脊制度の案内

b.宅地防災工事の技術相談（復旧方法、応急

措lJ1の方法等）

c.設計事務所の紹介

d. 避難の必要性、避難のタ イミング、避難場

所の紹介。避難時の心得

工現地調査

宅地防災相談所にて相談のあった宅地のうち、調

査が必要なものを対象に次のとおり実施した。

期 間 ：平成7年5月18日～ 5月26|」

調査内容 ：

a.当該宅地の調査

b.要監視宅地の確認

C. 避難路の確認

d.避難所の確認

0逆瀬台地区及び青葉台地区の一部で地滑りと思わ

れる被害があり、調査を実施。

当地区は、兵肱県南部地鹿によって多くの箇所に

揺壁の変位や構造物に亀裂が発生した。この地区は

傾斜地を造成した土地であり 、継続的な地盤変動や

地滑りのような大規模な土砂移動が懸念されたため、

現地踏査を行って地盤変状の現況について把握する

とともに、重点箇所については地質状況の確認及び

継続的な地盤変動の有無について委託調査を実施し

た。その結果、各変状は切 ・盛土の特性の迎いを反

映したものが支配的であり 、地滑り性の地盤変状は

発生していないということが判明した。

0集中袋雨に伴う避難勧告等を必要とする危険宅地

への対応

千種地区2カ所、野上地区 1カ所、仁JII旭ガ丘地

区 1カ所、紅菓ガ丘地区 1カ所の計5箇所を誼点的

密戒を要する対象地区として、必要に応じパトロー

ルを実施するとともに防災無線を設置した。

③ 被災建築物応急危険度判定調査

ア 第一次被災建築物応急危険度判定調査

余綬等による二次災害防止のため、他府県からの

応援を得て、平成7年1月19日から 1月24日まで特

殊建築物を対象として第一次被災建築物応急危険度

判定調査を実施、建物調査件数141件のうち、9件

に対して立入禁止の貼り紙をする措似をとった。

続いて平成7年1月25日から平成7年2月3日に

かけて、他府県からの応急危険度判定士の応援を得

て、共同住宅、長屋住宅を対象に第二次被災建築物

応急危険度判定調査を実施し、被災建築物に、「危険」

179件 ・ 「要注意」389件 ・ 「調査済」 l、490件（調

査件数2.058件。従事者延べ人数205名）の赤 ・黄 ・

緑の貼り紙をした。

一方、戸建住宅については地元建築士事務所協会

や他府県の建築業協会等のボランティア（建築士）の

協力により 、平成7年1月25日から 2月10日にかけ

て、調査希望者に対 して）』も急危険度判定調査を実施

した。（調査件数2.463件、従事者延べ人数631名）

この応急危険度判定調査は、今回の地従で初めて

実施したものであり、被災建築物が余震などにより

今後倒壊の恐れがあるかどうか、仕上材等の落下の

危険性があるかどうかを応急的に判定して当該使用

者に対して注意を促し、二次的な災害を防止するも

ので、従災直後建築指祁室として最極先に実施した。

イ 総合住宅相談の開設

続いて平成7年4月24日から、兵服県が被災市町

と合同で県内9カ所に「総合住宅相談所」を開股（宝

塚会場は栄町のソリオ 3の5階）し、住宅一般、法

律相談、税金相談、建築技術、宅地防災等の相談に

応じている。
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(4) 迫体の安骰・埋火葬

① 辿体の安骰

死体収容所（逍体安置所）として、市立スポーツ

センター武道場へ搬送、安骰された追体は17日に30

体を超える状況であり、棺は全く不足していた。し

かし、葬儀社の協力を得て、逃18日にはドライアイ

ス、骨壺等と一緒に補う ことができた。

その後も辿体が安骰所へ搬入されるなか、引き取

る追体の搬送車両ができない辿族に代わって市職貝

が公用車で市内、近隣の市の追族の家までの追体の

搬送も行った。また、病院で死亡した人の辿体につ

いても棺を調達して引き取りに行き安骰所までの搬

送も行った。

②《埋火ゑF〉

造体の火葬受付 ・業務は速日の18日より開始され

た。通常市民課で行われている火葬受付は、合Ilりな

く来る件数のため生活環境課で行われた。合わせて、

職員と公用車による追体安i凶所から火葬場までの逍

体搬送の手配も受け付けた。このため撤夜による時

間外の受付業務が数日続く こととなった。従災によ

る死亡が確認出来たものについては市民、市民外と

も火葬手数料は減免と した。

火葬場においても、部l芍職員の応援対応により辿

族の世話等を含めて火葬業務はフル稼働であった。

大人用の火葬炉は大型炉を含めて7基の設骰状態で

死亡日 ・死因別死者数（個表） 兵暉県宝塚市

クこ 総 9 1 • 
（人） 1月17口 1 H18U l H 19LI 1 }) 20 I」以降 不詳及びイ；明

リ｝ 20 20 

窒息 ・圧死 女 45 45 

4ヽR1• 65 65 

リ）
焼 死

女
( •酸化炭索11哺i·含む）

4噌•,.

男 3 3 

頭・頸杵Iitlli筋 女 5 4 I 

Ilヽ;tl• 8 7 1 

男
I I 

外俗性ショ ック （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
（火傷、打撲、挫傷、
Ill lfllなど） 女

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
＊挫滅症候群は （）に
内数で記人すること。 4ヽii..!・

I I 
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

男 2 2 

lJ、j臓机傷 女 2 2 

小a1・ 4 4 

易 17 I I 15 

その他 女 23 I 22 

小i-l• 40 I I I 37 

拐

不詳及ぴィ<l!fl 女

Il噌I・

男
43 25 2 l 15 
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

合 ,lI• 女
75 52 23 
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

IlヽRI・
118 77 2 I 38 
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 



あるが、普段の使用状況は、 1日3~ 4体の火葬、

過去に 1炉で数阿続けて火葬したことがないため、

火葬炉の破壊という不安もあったが、緊急のため l

炉4回転までの実施が決定された。初1318Elll件の

火葬からはじまり、ピーク時には 1日26件の火葬を

行い以後このような状況が26日まで続いた。18日か

ら26日の火葬は震災による死亡109件、普通死亡34

件の計143件の火葬業務となった。火葬炉の稼働6

年目であったが、幸い、この炭災による建物、火葬

炉への被害がなかったためこのような業務が行えた。

③ 災害救助法に基づく狸葬q・靭の救助

災害救助法の規定では、災害の際に死亡した者に

ついて、その辿族が滉乱期のため、脊力の有無にか

かわらず、逍体の埋葬（通常は火葬）を行うことが

困難な場合又は死亡した者の辿族に代わって行うこ

ととしている。

この楊合の火葬内容としては、①柁の支給、②件

壺の支給、③火葬等の役務提供となっている。

しかし、災害規校が大きく、 一時に多くの死亡者

が発生し、それに加えて社会経済の混乱もあってrh

だけでは、辿族が火珍靭のI禾I難なケースの全てに対し

て、対応できる状況でなかった。

そのため、追族に対して、逍体の引取りと火葬業

務を、止むを得ず依頻することが多かった。

そこで、辿族が実施した火葬に要した経府につい

ても市が埋火診胆を実施したと同様に、災害救助法の

対象とし、骰用弁伯が受けられるように、国、県に

対して要裟活動を行い実骰弁fi団が可能となった。

宝塚市の災害救助法に基づく埋葬経骰は280万

1000円であった。

(5) 避難所の設・i競

① 被災直後から避難所閉鎖まで

夜が明けると地震による家l屋の倒壊等により住む

べき住居を失ったこと、やむことのない余震の発生

やライフラインの途絶に伴う生活への不安から、避

難所へ避難する市民は、急激に増加し、ビーク時の

］月18FIには55カ所の避難所に 1万5.945人が避難

した。宝塚市の地域防災計画では、良元水防区で28

カ所、海塚水防区で22カ所、長尾水防区で20カ所、

西谷水防区で3カ所の学校施設や市立施設を合わせ

計73カ所を収容避難所として指定していた。大規嵌

な災害であったため避難者が1カ所では避難しきれ

ず、周辺の避難場所へも避難した。最大避難所の設

四数は、 1月20日の65カ所であった。

しかしながら、砥気、ガス、水道などライフライ

ンの復1日、仮設住宅への入居開始とともに避難者は

徐々にではあるが減少していった。

こうした中でライフラインの復旧や近隣の商店

スーパー埒の再開が進み避難所も縮小していった。

最終的に避難所を 5月21日で閉鎖することを 4月17

日に発表した。大きな非難があったが、仮設住宅へ

の入居等を話し合うとともに、理解を求め、予定と:

おり 5月21日をもって避難所を閉鎮することになっ

た。完全に避帷者が去ったのは 5月2911であった。

避難者 ・避難所数の推移
（人）

160007 A 15.945人(l/18)
M.000帆、65カ所 (l/20) 
12000」、‘
避
程10.000
者
救 8.000

＇ 
ヽ

------苅＂所
‘̀̀ 

（力所）
70 

60 

50430 0. , ． 
| 20 

10 

6000 

4.000 

2000 

0-~」。
11'7 1127 216 2116 2126318 3tl83t28417 4/"•74127 517 51175131 

1月17日から 5J-j 29日までの避難所を利用した人

たちの椎移を表にまとめると次頁のとおりとなる。

② 避難所開設当初の対応

早朝の災害であり 、交通機関の途絶や職貝の多く

も被災したことから避難所開設に当たって市役所災

害対策本部から職貝を派造することが出来ず、 学校

などの施設箭理者へ避難所の符理迎党の而で協力を

お頻いすることになった。

想像を越えた大規模な災害のため、これまでのマ

ニュアルや経験といったものが役立たず、次から次

へと連び込まれる難問に対し、職貝同上がII論しな

がらも、高ぶる気持ちを抑え 「正 ・ 反 • GO」を繰

り返し、手さぐりで避難所の巡営 ・管理が進められ

ていった。

厳寒の中、 24時削絶え1iりなく届いた救援物脊の受

け取り、交通渋滞のため到沿時間の定まらない食事

の配付などのほか、病気、けがの他話や高齢者、防

宮者など弱者の介助に地域の住民や施設管理者の

方々の献身的な協力、全国から集まったボランティ

アの多方面での活躍が大きな力となった。

③ その後の巡営

徐々にではあるが、避帷所の人たちに少しでも暖
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避難者数集計

避難所の名称 開設期間 延人n1月 延人貝 2月 延人貝 3月 延人貝 4月 延人貝5H 総合計

良 元 水 防 区

仁 /II 小 、＋こゾ． 校 I. 17-5.2] 3.992 4 ̀  359 3.026 1.666 278 13,321 

良 元 小 学 校 1.17-5.21 7,404 12.039 8,845 3.10/4 750 32 . 1~2 

末 成 小 母―’→ 校 I. 17-3.8 4. 4 03 l. 8 4 6 88 

゜ ゜
6,337 

宝塚第 一 小学校 I. 17~5.5 4. 134 3.350 1.512 829 43 9.868 

西 Ill 小 ど＋・ 校 1.17-3.17 4,792 563 47 

゜ ゜
5,402 

逆 瀬 台 小 学 校 1.18-2.14 270 177 

゜ ゜ ゜
447 

光 明 小 学 校 1.17-2.8 1.252 234 

゜ ゜ ゜
4,486 

末 広 小 学 校 I. 17-5.5 1.606 754 489 328 40 3.217 

芥：j 司 小 母→-・• 校 1.17-4.21 4,671 2.771 1.933 947 

゜
10.322 

宝塚第 一 中 学校 1.17-4.25 1.650 578 296 250 

゜
2.774 

硲 司 中 た＋l. 校 1.17-5.8 3.201 1.636 72 l 392 22 5.972 

宝 梅 中 ,子、:!• 校 1.17-4.1 1,820 375 113 2 

゜
2.310 

光 ケ 丘 中 学 校

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜宜 塚 （阪神 ） 競馬場 1.17-4.27 7.020 5.571 292 170 

゜
13.053 

第 隣 保 館 1.17-5.7 4.761 5.950 2.672 1.561 77 15.021 

共何利用施股福井会館 1.19-1.21 29 

゜ ゜ ゜ ゜
29 

共 圃利 用施設小林会館 1.17-4.15 369 333 105 30 

゜
837 

共伺利用施設美 幸 会館 1.17-5.8 970 1.168 621 451 24 3.23/4 

共同利用施設（し井会館 1.17-1.21 260 

゜ ゜ ゜ ゜
260 

共同利用施設廊塩会館 1.19-3.21 165 112 63 

゜ ゜
340. 

共同利用施設翡司会館

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜共同利用施設高松会館 1.19、3.10-3.28 15 

゜
76 

゜ ゜
91 

共IHJ平l」lll施設伊了・志会館 I. 17-1. 20 36 

゜ ゜ ゜ ゜
36 

共lii)利JH委施設御所の前会館

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜共 lnl利用施設仁川会館

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜共 lril利用施股悴jEl会館

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜F 玉 塚 ゴ ル フ 場 1.20-1.29 100 

゜ ゜ ゜ ゜
100 

中 央 公 民 館 l. l 8 ~ 1. l 9 30 

゜ ゜ ゜ ゜
30 

西 八ム、 民 館 1.17-5.21 7.165 7,333 4.460 2.881 594 22.433 

光 明 会 館 l.17-1.21 360 

゜ ゜ ゜ ゜
360 

幼きイエズス修辺会 1.20-2.7 780 210 

゜ ゜ ゜
990 

N T T 宝 塚 寮 1.17-J.19 104 

゜ ゜ ゜ ゜
104 

宝 塚 水 防 区

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜C .:Ii 塚 小 ,.,:.Cf,→ . 校 1.17-/4.29 3.782 2.719 1.322 785 

゜
8.608 

小 浜 小 学 校 1.17-4.30 2.010 2, 4 1 5 1.571 1.002 

゜
7.028 

売 布 小 子ヽヽ •9. 校 1.17-5.19 3.326 2.926 2.435 I. 795 252 10,734 

安 店 小 学 校 l.17-4.10 1.957 57J 357 61 

゜
2.946 

美座小学校 ・美座会館 1.17-5.5 1.862 ¥.509 671 292 40 4.3711 

安 ＾ μ 北 小 }子’‘・ 校 1.17-4.22 2.012 I,447 877 216 

゜
4.552 

すみれが丘小学校 1.17-2.11 1.376 80 

゜ ゜ ゜
1.456 

r3-i. 探 1 1J 学 校 1.17-4.1 630 626 274 3 

゜
1.533 

安 紅 中 心-i--•• 校 1.20~ 1.24 15 

゜ ゜ ゜ ゜
15 

御 殿 ILL 中 学 校 1.17-5.15 3.130 1.378 1.045 555 1 4 4 6.252 

妥 渡 A＋ ¥・ 校 1.17-3.31 423 3 l 3 273 

゜ ゜
1.009 

スポーッセンター 1.17-5.21 8.520 3.165 2.179 1.474 229 15.567 

rli 民 会 館 1. 17-I. 25 1.260 

゜ ゜ ゜ ゜
l, 260 

勤 労 福 祉 会 館 1.17-4.28 440 l.003 735 184 

゜
2.362 

宝塚ファミリーランド

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
92 



避難所の名称 開股拇J Ill! 延人貝］ H 

総合福祉七ンタ ー 1.17-5.21 7.926 

第 隣 保 館 1.17~5.5 2.290 

共同利 JI:)施設安む会館

゜共liil禾IJJI]施設小浜会館

゜共liil利JI-J施設売布会館 1.17~4.l2 910 

共同 利JI]施股川 1l1i会館 1. 17-4. 10 1.030 

共圃利H;J施設泉 IIIT会館 1.17-3.7 1,080 

1 1 1 央 図 f̀l i l・ 館 1.17~5.7 1.580 

米 谷 会 館 1.17-2.19 ~10 

但 篤 J至 1.19-4.2 520 

l .sII-J '. 荒 神 白 i・ムロ、 館 I. 19-4.24 1,289 

あ けぽの狼会所 I. l9~2.12 729 

鍋 野 会 館 1.20-2.13 600 

教 ff総合七ンター I. 19-2.11 362 

[< 尾 水 防 区

゜屈 尾 小 }子‘・• 校 I. 17-5.9 I./407 

艮 尾 lトj 小 ::lf,-: • 校 I. 19-1.24 15 

りI l|l 桜台小学校 I. 19 4 

•L< 尾 .Lrl 、 小 学 校 1.17-1.18 6 

丸 柏 小 ＇子ゞ•・ 校 I. 17-1. 29 153 

中 山五月 小学校 I. 20-1. 24 10 

ll l 手 台 小 }-7.、—． 校 1.20-1.24 25 

長 尾 I_1_1 学 校 1.17-3.5 693 

南ひば り 中学校 1. 17-3.24 2.250 

I I.I 山 n:H 中学校 1.18-1.21 31 

111 手 台 中 底―’―• 校 1.17-1.21 183 

:,;,．;、•• 雀 丘 学 園

゜I l] l l l 寺

゜第 隣 保 館 1.17-1.24 162 

共Inl禾ll/rl施設中 Ill寺会館 1.17~4.30 1.380 

共同利用施設中筋会館 1. 17-1.21 125 

共•同禾IJ 川施股長尾南会館

゜共岡禾lj/Tl施設 III本会館 1.17~4.20 1.300 

共lril手IJH]施設111本台会館 （） 

東・ 公 民 館 1.17-5.20 2、130

111 本 文 化 会 館 1.17-2.11 975 

哭． 雀 丘 ＾ 云

館 1.17-3.21 140 

゜良元水防区 Ilヽ nt 6~ .359 

宝塚水防区 小 計 49,499 

長尾水防区小 fI・ 10.989 

lf.竹¢‘. ai・ 12'1.8'17 

かい食事をと、全職貝が役割分担を決め、食料•や物

賓供給の調達や計画をたてた。

途中、学校等の施設管理者とともに泊まり込みで

対応したり、他都市からの応援職貝や避難所の世話

役の協力も受け、その管理 ・辿営にあたるように

なった。

延人貝2月 延人貝 3月 延人貝4J-J 延人貝 5月

3.855 3,269 J.592 l 97 

1.665 740 167 6 

゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜1.25/4 445 130 

゜1,290 478 113 

゜651 42 

゜ ゜2.285 J, 185 56l 94 

316 

゜ ゜ ゜934 789 36 

゜1.20] 742 442 

゜380 

゜ ゜ ゜260 

゜ ゜ ゜48 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜1.930 84 1 249 18 

゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜476 44 

゜ ゜664 171 

゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜1.265 930 424 

゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜618 705 300 

゜゜ ゜ ゜ ゜1.820 1.630 1,299 161 

295 

゜ ゜ ゜237 159 

゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜49.359 25,359 12,611 1.828 

32,291 19.429 9. 408 962 

7,305 4、480 2,272 179 

88.955 49.268 24.291 2.969 

④ 中央図書館での避難所の状況

（地元住民の要望 避難所開設）

総合計

16.839 

4、868

゜゚
2.739 

2.911 

1.773 

5.705 

726 

2.279 

3,674 

1.109 

860 

410 

゜4.445 
15 

4 

6 

153 

10 

25 

1.213 

3,085 

31 

183 

゜゚
162 

3,999 

125 

゜2.923 
゜7,040 
1.270 

536 

゜153.516 
111.589 

25,225 

290.330 

1月17|」午前 6時、地裳直後、地域の避難所であ

る宝塚小学校が無人であったため、緊急措悩として

避難者の受入れを行った。しかしながら、図密館自

体が避難所に指定されていないため、同日、午前10

第3章 応急対策の実施 93
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時30分の段階で、所定の避難所に移動するよう要腑

したが、住民より避難所として開放して欲しい旨、

強い要望がなされた。直ちに、教育委貝会災筈対策

本部と協議し、全公共施設は可能な限り避難所とし

て対応するよう決定された。しだいに、被害規模の

大きさが判明されるにつれ、所定の避難所だけでは

絶対数が不足した状況下にあって、比較的早い時点

で適切な措置がとられたものと考えられる。

避難場所の設定

1’}架の約30％が倒れ、嬰多しい1及I瞥が床に散乱する

なか、 一般開架室カウンタ ー周辺部、児窟室入LI周

辺部等、科架のない比較的安全と思われる場所を個

別に指定、しだいに避難者が培えるにしたがって、

型光文｝車前も開放した。裔齢者、1村人等の求めに応

じて、開架室のソファーで即席のベッドを設骰した

り、床がPタイルとなっている場所には、段ポール

紙を敷く等、採暖のための工夫を行った。

職員の体制

1月17日、従災当日は火曜日であったため、中央

図柑館では、正規職貝15人中 9人が出勤予定となっ

ていた。このうち、通常どおり勤務時間前に出勤出

米た者は、 3人であり、後刻、休日の職員も含めて

2人が出勤してきたが、他の者は交通機関の途絶の

ため、出勤出来ない状況であった。この日は、中央

図啓館職員ベガ ・ホール職員の計5人が宿直し、

余袋の評戒にあたるとともに、避難者の動向把握や

外部からの照会等に対応した。今後、避難所として

の運営は、長期間続いていくものと予測されたため、

翌日からは、2名の面直とし、24時間避難所業務に

対応出来る体制をとった。

従災2日後である19日には、神戸市で被災した 1

名を除き全員が出勤出来る通常の職貝体制を回復す

ることが出来た。

避難所の様子

霊気、ガス、水道が停止する中で、 1月の厳寒期、

天井の高い中央固掛館の梢造は、避難者につらい寒

さであった。中央図柑：館周辺地域における関西電力

の復旧工事は捉災当 1:1に完了するが、地下迎設高圧

線が切断されたため、館内では暗やみと寒さ、余震

の続く中で130名の避難者は不安な夜を過ごさざる

を得なかった。避難者かその知人か、外部から自動

車のヘッドライトで館l内に光を送る申し出があった。

ガソリンの確保も定かでない状況下において、非‘常

にi喜しい申し出であった。翌18日午後10時より地下

高圧線の代替に仮股高圧ケープル設骰工事が始まる。

19日午前3時30分に通電、明かりを取り戻すことが

出来、いくばくか不安が解消される。復旧工事の交

渉を顧った建築課の職貝や11改夜で復旧工事をして頂

いた人々に感謝した。漸く電気の恩恵に浴するめど

がたち、暗やみから解放されたが、個人持ち込みの

砲気暖房具等の使用は遠慮していただき、不十分な

がら採暖は配給の使い捨てカイロと毛布のみに頻る

こととなった。

従災直後から水道は停止したが、高架水梢に水が

残っていたため、館内では曹くのllりは、通常どおり

水道を使用出来た。寒さのためト イレの使用が頻繁

になるためか、残水がなくなったころより館l-)1に悪

臭が襟う。使用後のペーバーを便器に放骰せず、ゴ

ミ袋に入れるように対応すべきであったが、機転が

きかず特別な対応をとらなかったため、水洗便所が

つまり、うち数箇所を使用禁止にせざるを得なく

なった。18日午後11時に2.000リットル、 ドラムカ

ン1本の生活用水が届く、浮遊物が混在しており、

池かプールからの水のようである。飲料水はミネラ

ルウォータのペットポトルが配給されているので、

何の支齢もない。多くの人々の支援に感謝。各便所

にバケッと柄杓を佃き、紙はコ＇ミ袋に捨て、使用の

つど、排泄物のみを流すよう協力を要甜する。19日

午後2時に水道が復旧、ほとんどの地域が未復旧と

いう状況の中では奇跡的という気すらしないでもな

い。早期に水の苦労、悩みから解放される。21日に

なって、仮設トイレ 2碁が届くが、水道が未復l13の

避難所に回すように巾し入れ、辞退する。

2月6日には、ユニット式の仮設風呂 2基を開設

することが出来た。完全予約f|illとし、避難している

人々以外の方の利用も認めていくこととした。風呂

の設骰に伴って、使用中を示す札や利用予定表など

とタオル干し場を作る。また、 トラプルが発生しな

いように利用に当たっての最小限度のルールを決め

る。毎：日の風呂掃除はNTTから派造されていた青

年が担当してくれていたが、その後は、避難者自身

の自主的な運営をお願いすることとなった。

避難所の生活、不満

避難者の多くは、ほとんど珀のみ祐のままという

姿であり、寒さと食料すらままならない空腹感の中

で、頻繁に余震が発生するという、従災前まで想像



も出来なかった非現実的、非日常的な状況下におい

て、茫然と時を過ごさざるを得なかった。およそ震

災前の生活とは比べようのない、まさに非常事態と

いう状況であった。

従災当日の食料配給は、冷えたおにぎりだけだっ

たが、日が経つにつれ、ポーイスカウトやめぐみキ

リストの教会など多数の団体が、豚汁、味噌汁、か

す汁、 カレーなどたくさんの炊出しを実施、また、

近所の佛光Ill大阪道場、梢荒神市場や参道の源店、

露天商の人たちをはじめ、多くの企業や遠方にお住

まいの個人の人たちが、食料や生活物脊を持ってき

てくださった。

食料や生活物脊の配布方法としては、まず、各個

人に確実に行き渡るよう配布場所と時間を定めると

ともに、果物、お策子類やカイロ、下箔など生活物

脊で余裕のある品目については、所定の場所にt社き、

誰でもが、いつでも、気がねなく自由に利用出来る

ように配慮した。

避難者の生活形態としては、午前7時の朝食配給、

午後6時の夕食配給時以外は当然ではあるが、全く

の自由であり、家の片付けに帰る人や仕事に行く人、

親戚の家に行く人、ずっと館内に留まる人など様々

であった。消灯は午後10時としていたが、 1月23日

の無科公衆電話の設齢、同24日のテレピ設四後にお

いても遵守されるなど、整然とした避難所の運営が

出来ていた。

また、図料館という性格上、暖房器具、地気使用

の禁l|：：や喫姪区域の指定等の制限事項を設けたが、

避難者からの不平や不満の声はほとんどなかったと

記臆している。

インスタント食品用のお湯は軍気ポッ トで、冷え

た食品の再加熱用にはカセットコンロを使用した。

災害対策本部から送付されたこれらの合料具が大変役

立った。ガスの復旧は 3月11日であり、さらにガス

を熱源とする暖房設備が復旧したのは 3月13日のこ

とである。

⑤ 避難所の生活環境 ・保健衛生閥査

El あらまし

避難所の現境とそれに影靭される人々の健康状態

を明らかにする目的で、宝塚市内43カ所の避難所の

管理人又は世話役等を対象として而接調査を実施し

た。回答の得られた38人からの情報に基づいて次の

事項が明らかにされた。

(1) 早急に改善を必要とする、健康に影靱を及ぽ

す環檄因子の存在は認められない不自山な生活の1.,.1

で、多くは個々がそれぞれに工夫と努力を重ねなが

ら、比較的良好な衛生状態を保っている。管理人や

自主組織のある避難所においては、Wi・掃や炊出しを

避難者やボランティアの当番制にするなど、棗境維

持のための取り紐みを行い、生活への不平不満は少

ない。一方では個々の努力では補いきれないことを

十分承知しながら、住民感梢の不一致により、その

ような動きがとれない避難所もある。

(2) 今後は、避難者の自立の支援をしながら、本

当に必要な人にどれだけ瞑く対l、もしていけるかが行

政の課題である。

ア 避難所の管理について、 自主組織のある避難

所においては、枇話役やポランティアの疲労が目立

っところもあることから、今一度息の長い支援体制

づくりがなされているか見直しが必要である。つま

り、 自主糾織とポランティアが役割分担について十

分話し合いと調整を行い、なるべく地域で支え合う

という意：識がそれぞれに共通理解されることである。

イ 管理人や自主組織のない避難所については、

数家族を 1プロックとして区切り 自分たちのテリト

リーをつく り、その中でルールや規則づくりを期待

したい。

ウ 高齢者世帯、身寄りのない独居老人、要介護

老人を持つ家族については、ポランティアや避難者

同士の助け合いにより何とか生活できているが、今

後の生活設計については福祉分野でのきめ細かな手

助けが必要である。

工 避難者は早く安心して咎らせる仮股住宅を切

実に要望している。 これは、先の見通しを持ち、自

主的に立ち上がるきっかけをつかむための梢神的慈

味も大きい。

オ 地縦への不安感から、ひとりより梨団でいる

方が良いと夜のみ避難所へ来る者がいる。これらに

は時間的解決とともに心の相談も必要である。

力 今後、避難所の統廃合もあると予測されるが、

その移動に心の準備もいるため、避難者へは早めの

連絡が必要である。

国 調査の目的とその背景

災害発生時より避難所でのインフルエンザ等の蔓

延や伝染病の発生を防止するための個人への健康相

談は、 市健康椎進部や宝塚保健所において実施され
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てきた。しかし、健康上の問題は一見、個人個人の

問題のように見受けられるが、 実は各個人に共通し

た場としての生活集団の問題であり 、集団の中で各

個人の協力によ って初めて解決される性質のもので

ある。また、避難所での生活も 1カ月を超え、避難

者の肉体的 ・精神的疲労はピークに達しているもの

と思われる。このような悪条件の下では、健康の維

持も個人の管理では限界と考えられる。しかし、避

難所全体を対象とした広域的な健康状態をとらえる

客観的なデータは比較的乏しい。そのようなデータ

の若干をこの調査によって明らかにし、今後の施策

の一助となることが本調査の目的である。

回 調査の方法

宝塚市内のすべての避難所(2 16現在、43カ所）

の管理人、世話役又は避難者（以下管理人とする）

を調査対象とした。調査日は、平成7年2月16・ 17 

日の両日であ り、面接法によ って調査した結果38カ

所から回答が得られた。管理人がいない避難所につ

いては、ボランティアや避難者との而接を行った。

また、 日中、対象者が不在のところもあり 、調査方

法に限界があった。調査事項は次のとおりであった。

(1) 健康に影評するだろうと思われる斑税因子

(2) 生活環境維持のための管理人又は自主糾織の

果たす役割

(3) ボランティアの活動状況とその役割

(4) 避難所における嵩齢者や乳幼児をもつ家族、

院害者や1検性疾患をもつ者、独居老人の状況

(5) その他、 問題点

困 調査のまとめ

ア 現時点では早急に改善しなければならない環

境問題、あるいは避難所ごとの大きな格差はみあた

らなかった。また流感、食中糊等の感染症のきざし

はなかった。しかし、 このような集団生活が続く限

りこれらの予防対策は今後とも必要である

イ 管理人又は自主組織があり、うまく運営出来

ているところは生活への不平不泌は少ない。このよ

うな避難場所では、 トイレの掃除当番などが決めら

れ当番表が張り出してある。ただし管理人に疲れが

みえるところもある。（脊料l- ランクA)

一方では個々の利害や感梢が複雑な人間関係とな

り、生活への不平不満が続出し、 自分の生活のこと

だけで精一杯という避難所も数力所ある。（脊料l

—ーラ ン ク C)

しかしほとんどの避難所は、個々のレベルでお互

いに住みやすく心がけている。例えば、身の回りの

掃除は自分でするがそれ以外の所は気づいた人がす

るなど、生活問題の解決にあたり個々の自助努力が

なされている。 （脊料• 1 —ランク B )

管理人又は自主組織の有無は、 生活の不平不満の

大小に関連し、これが大き くなるにつれてストレス

は増大し、個々の健康に大きく関与していると思わ

れる。

管理人または自主組織の役割として、行政との辿

絡調整、救援物査の管理、規則（掃除、換気、ゴミ

処理、消灯時間等）や当番表の作成などが考えられ

る。

一方では、避難所の管理が学校の職貝や市からの

ボランティアで運営されている所は長続きしないだ

ろうと危惧される。また、ポランティアが徐々に引

き上げつつある中で、ボランテ ィアに頼っていた作

業がうまく引き継がれていくだろうかという懸念も

ある。

ウ ポランティアの役割は、個々の避難所あるいは

個人のレベルでどんな援助をして欲しいのかお互い

に十分な話 し合いが必要である。主な役割としで炊

き出し、話し相手、 子どもの遊び相手、高齢者の散

歩介助、通院介助、入浴や洗湿ボランティアなどが

考えられる。

ポランティアと地域住民との役割分担については、

それぞれの避難所の実情に合わせて、避難者や地域

住民ででき ないところをポランティアが補うことが

望ましい。息の長い支援体制づくりのため、なるべ

く地域で支え合うことが必要と考える。また、自ら

の生活の始末（ト イレ掃除など）を避難者自身です

ることは、生活の自立へのステップになると考えら

れる。今後は個々の生活の自立に向けての支援が必

要である。

工 高齢者世帯、身寄り のない独居老人、要介護老

人を持つ家族は、ポランティアや避難者同士の助け

合いでどうにか生活できている。介設力の低下や翡

齢者本人の自立を促すためにも、今後とも積極的な

ポランティアの介入が望ましい。さらに、今後の生

活設計には行政が関与していく必要があるだろう。

オ その他の問題点として、とにかく安心して住め

る家が欲しいと仮設住宅への要望は多い。また、今

後の生活設計の不安は大きく 、将来に対するめどが



現在の状況

生活環境状況の結果と解釈

問題点 提 首

管理人 ・1Uー・話人I避難所の39カ所に決まった人が
いた。

学校長、学校の先生、会館等の

事務貝、自治会長、ポラ ンティア、

市の戦貝、避難者の代表などさま

ざまである。

暖房方法

ライフ ラインI水道、電気はほとんど復IAして
いる。

ガスのみ復旧していない所は21

カ所。

ガスの復旧により避難者数が減

少した所もある。

暖房がない施設はなかった。

エアコ ンの所は12カ所で、他は

石ill1ストープであった。

リーダーシップをとる人がいな

い所では各自に任され、ルールづ

くり、役割分担に格差が生じてい

る。

地笈より 1カ月が経過しリー

ダーに疲れがみられる。

リーダーの職場復廂、家庭復焔

によりリーダー不在になった所も

みられる。

学校の1本脊館ではガスが復IRし 1 避難所としては、ガス ・咆気等
ても使用できず、電気も砲力の制 が使用出来る施設が望ましい。

限があり、1秘除機、ポットなどあっ
ても使用数に限りがある。

共同生活をスムーズに行うには

ルールや役割分担が必要でありま

た正確な情報を公平に伝えるため

にも行政との述絡、要餡を行う中

心的人物が必要である。できるだ

け避難者の中で選出し、避難者の

中で協力し合い運営していくのが

望ましい。

体脊館のような広い場所では、

ストープの閻囲は暖かいものの、

離れると寒さを感じる。

換気状況 定期的に換気をしている所は20
カ所、各自に任されている所は13

カ所。

体育館ではすき削風が多いとも

聞く 。

各自に任されているところでは

どこまで実施できているかは不明。

体育館など広い所では各自の換気

は困難である。さらに体脊館では

匂いの気になるところもあった。

窓を開けたいが建物の周囲がエ

事中のため換気ができない所が

あった。

体脊館のような広い場所を効半

良く暖房するのは困難であり、特

に乳幼児、裔齢者はエアコンのあ

る避難所で生活できるよう配胞が

必要である。

体育館などでは搭除II寺など一斉

に換気が必要である。

入 浴 方 法I避難所に入浴設備または仮股風
呂がある所はI4カ所。しかし各自
で銭湯に行ったり、近所の方にも

らい湯をしたり、自宅の風呂を

使ったり、送迎ポランティア付き

のお風呂を利用されている方がほ

とんどである。

入浴は 「iifi契」という視点から
重要であるとともに、梢神的緊張

を利らげるうえで重要な役割を染

たしている。

より多くの人が入浴できるよう

送迎ポランティアの利用の呼びか

けが必要である。

洗濯方法I洗濯機のある所は2J力所。
洗濯ポランティアが入っている

所もある。

また、自宅で洗濯したり、コイ

ンラ ンドリーの利用、近所でして

もらっている人もいる。

仮股風呂だけでは物足りないと

いうな見も多い。

乳幼児辿れで仮設風呂の利用は

困難である。

銭湯は近くになく行く手段もな

いという人もいる。

甜齢者の中には送迎ボランティ

アを遠［紋される方もいる。

洗濯しても干す場所に苦應して

いる。（特に下滸類）

洗濯しなくても死なないという

考えの人もいる。

避難者同士の話し合いにより、

干し場を考える。特に下滸干し場

は、スクリーン、カーテン等の利

用も検討すべきである。

トイ レの状況I30ケ所で定期的に消掃され梢潔
であった。不定期で気づいた人が

するという所でも汚れが目立つと

いう所はなかった。

炊き出しの状況 1 34カ所で炊き出しはあるが、 4耳
（食 事） 13という所は少ない。

避難者が役割分担を決め突施し

ている所が多いが、中にはポラン

ティアや学校の先生が実施してい

る所もあった。

ポランティアに頼り受け身的な

所もあった。避難者で炊き出しを

する場合、夜避難所に戻って来る

時間が迩うため一斉にできない。

又、コンロが少ないため全日の分

を作ることは困難である。

話し合いの中で当番を決め、定

期的にil'i・掃をする。

グループ単位で炊き出しが出米

るような佛きかけをしたり 、閻理

室等のある施設の有効利用をすす

める。
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現在の状況 問 題 ・ロ.1-.. • 提 言

調理 ・｝JII熟方法 オープントースター、カセット 器具の数が少ない。1じ力制限が

コンロなどは29カ所にある。 あり使llit1＼来ない。
なお、詳細なtlJil]状況はつかめ
ていない。

食品の管理 各自で稽理している所が多い。 詳細な問題点は不明。 冷蔵眼もなく、暖房も人ってい

るので生ものの個人管理は困難で

ある。 必要以」••に取り込まないよ
うにあるいは、古くなった物は随

時破梨するよう指邸する必要があ

る。

梢掃状況 29カ所で定期(Iりに実施されてい 体育館のような広い所では自分 掃除逍具が揃っていても避難者

る。 の所だけ実施するのも気がひける。 のお互いの協力、消掃に対する慈

掃除ポランティアが人っていても 識がないと定期的な消掃は難しい。

布団をひいていたりして、何もな 広い場所では時間を決めて・斉に

い空間のみしかhIt掃できない。 するか、グループ征にエリアを区

掃除機があっても、地i}原がとれ 切って実施するのもよい。
ず使／廿出米ない。

ゴ ミ 処理 糾織的に処理されている所はII 詳細な問題点は不明。
カ所。

他は各自に任されているが汚れ

のH立つ所はなかった。

裂具の干しJJ）/ 25カ所で干す楊所がある。 リーダーを中心に一斉に干す所 必要に応じてポランティアの協

もあったが、ほとんどが各自に任 力を得ながら定期的に実施してい

されている。夜裂るだけに戻って く。

くる人が多くなかなか干せていな

し‘゜
ポランティア 21カ所でポランティアがかか ポランティアに頼り過ぎている ポランティアと避難者とのltlで

わっている。 所もあれば、ポランティアとうま 十分な話し合いを持ち各々の役割

その内容は炊き出し、保育ポラ くいかずォ＜滴のでている所もある。 を確認する。場合によっては第三

ンティアなどさまざまである。 避難所の貸理が地域住民で支えら 者が濶整を行うことも必要である3

れている所は良いが、ポランティ 又、地域住民でできないところを

アによってなされているところは ボランティアが補うような、地域

今後の運溢にイ召安が残る。 で支え合う体制づくりが昭まれる。

体批1の悪い人 23カ所でイ本批lの悪い人がいた。 i秘性疾，也 ('t,J趾IL圧、糖尿射等） 定期的な受診を奨励する。

以前からの持病をもつ人がほと の自己管理は避難生活では困難で

んどである。 あり、悪化することも考えられるッ

就寝時間 定時あるいは概ね定時のところ !!U明ゃ人の出入り等でゆっくり 就寝時間以外の閑榜を整える

が26カ所であった。 睡服がとれない。 ルールが必要である。

体育館などでは半分のii'i灯であ
る。

規則 ・ルー ル 何らかの規しIllやルールがあると 筒理人(Iり：話人）がリーダーシッ 共I司生活を行う．,-．で、ある程度
ころは、18カ所であったc プをとり 、話し合いが持たれてい のルールは必要と考えられる。追

る所はいいが、そうでないところ 難者1司士の話し合いの中で、熊理
は、ルールや役割分担が決まらず、 のないルールづくりが必要と思わ

人1!l]関係もスムーズにいっていな れる。

vヽ゜
全体の印象 整然としているところは、 14カ

所であった。

そ の 他 薬や援助物賓が余っており 、処 使用しないものは回収することも

分に困っているところがある。 検肘する。

室内で喫煙している人がいる。 喫煙場所を設ける。
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造難所における保健衛生調査表 (H 7. 2. 16-17) 無 ：0点
有 ：l点もしくは 2点 （ただし体湖不良は「無」→ 1点、「有」 →0点）

沸
3

蒻

召濁溢湖S渦苗

貸 ？ > 息
入
慮

卜 食二li状況

状目 >
ゴ

［ 
ポ

！ ！ 闘i 
面

浴

ぶ
ミ 多 唇 評 判

避 人 z i 仇 炊出 調理・ 食品
骨 ？ ル ： 悶

イ 況 状 状況 加熱 管理 況 I 象

避難所名
ン 況 ア ル 定

公 黒 有島 有晨 工 そ無
爾i 期
黒

[ 打
無 洗 そ

土施
定期 イ＜ 無 打無 有各自 たLヽ; 

吏施 轟虚期
黒 有各自

円
無 有 黒 布 無 打不 轟概 無 有 祖農行理人 ポテ？ ィ

＇ 
ア の

腐
の
傷 ， 轟 ねコi也 で 他 で で

盆ン で （こ
ア

宝塚中学校 25 I() J (J 12 B 
御殿山中学校 50 r ） | （ ） 16 B 
妥護学校 15 ） {)  ｛ l 15 B 
スボーッセンター 110 J 18 A 
勤労福祉会館 36 i I{ う i( う ［ 19 A 
裟：合福祉七ンター 120 ） （ （ 19 A 
笏2ほ保館 32 う l ＾ ll ］ ［ ［ 16 B 
光布会館 45 J ) （ I( う ） ） （ 11 C 
111面会館 40 J [ ） （ （ （ 17 B 
※泉町会館 II 

＾ 長尾小学校 71 J I( （ ） ） 21 A 
長尾中学校 20 （ （ （ ） ） II C 
附ひばりガ丘中学校 20 ） 14 B 
中山寺会館 55 ） ） 16 B 
山本会館 14 （ I( 17 B 
東公民館 60 ） l ） 17 B 
t.JII小学校 139 （ l l l ［ 15 B 
良元小学校 305 | （ （ う r-̀ 

8 C 
未成小学校 41 （ （ （ （ 19 A 
宝塚第一•小学校 106 I( （ 10 ） （ I （ 17 B 
西Ill小学校 3 I( I( （ ＼ 8 C 
末広小学校 27 J ） J ） J ｛ ） I(l 21 A 
高司小学校 88 l r 

゜
（ ） （ J ( （ （ （ 18 A 

※宝塚第・中学校 20 （ ） （ J 

絲司中学校 50 J J （ （ J I l I （ （ 16 B 
※宝悔IIJ学校 12 （ 

西公民館 243 ） ） （） ） ) （ （） II l r: J 17 8 
阪神競馬場 80 （ (J （ ［） J （ I I ｛ （） J 15 B 
第一隣保館 200 J J J ｛ (I (I 14 B 
小林会館 II J ） （ l2 B 
美幸会館 20 J （ （ J 18 A 
※鹿ほ会館 3 I ） 

宝塚小学校 邸 （ う ） ） （） ） 16 B 
小浜小学校 81 I J ） （） ） ） l J 19 A 
売布小学校 88 l l 一、 （） I I ＼ ) 15 B 
安倉小学枚 13 （ l l l ） 16 B 
美座小学校 54 ） J ＼ r r I ） r ） 15 B 
安倉北小学枚 35 l l 【） I ） 15 B 
ペガホール 75 （ ） ） し 1 ( ） 18 A 
米谷会館 10 （ ) ( ） r J う 13 B 
但馬届 20 l I ） ） 18 A 
祈荒神自治会館 35 （ C （ l(_ l ） 16 B 
※ひぱりガ丘会館 12 l （ 

計 2.583 4 36 21 20 12 30 I 20 13 14 25 17 21 2 30 6 4 34 3 29 11 6 I 29 8 24 1 II 10 25 II 21 16 23 4 17 9 13 18 5 14 汲I I 9 15.7 

※f.flは、聴取できなかった避甦所 (A=18以上、B= 12-17、C=II以下）
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9
 



立つ対策が必要である。

また、昼II胆家で風呂に入れても、夜は避難所に戻っ

てくるなど地従に対する不安をもつ者は多い。これ

らには時間的解決とともに心の相談も必要である。

小、中学校の体育館はガスが復旧してもガスが使

用できない、暖房が不十分など避難所として不適当

である。体育館を避難所として使用する場合は数家

族 (10家族以下）を 1プロックとして区切り 、自分

たちのテリトリーをつくり 、その中でルール ・規則

づくりに期待したい。なお、避難所の移動には移動

する者の心の準備が必要である。

さらに、避難者には個々の残された能力に応じて、

自らの力で立ち上がる努力を始める決意が必要であ

り、また、それを行政が支援していく体制が望まれ

る。

⑥ 被災住宅健康調査

この調査は、阪神 ・淡路大従災で被災した市町及

び仮設住宅が建設された13｛呆健所とその管内計20市

町で行われた。

宝塚市では、仮設住宅に住む800人と、成人病検

診等を受診した768人と面接して調査を行った。

調査結果

女

性別

リJ

619 

77.4% 

181 

22.6% 

総計・

800 

100.0% 

調査対象者は、 7割以上が女性である。

年齢

~ 19歳 20~29歳 30-39歳 40~49歳

32 62 73 94 

4.0% 7.8% 9.1% 11.8% 

50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以1:.

150 198 137 50 

18.8% 2/4.8% 17. 1% 6.3% 

無仙答 総 itI•

4 800 

0.5% 100.0% 

対象者の年齢構成は、 60歳代が24.8%、50歳代が

18.8%、70歳代が17.l％で50歳から79歳が全体の

60％以上である。

職業

家事に従事 1商工要・サーピス茨 1事務・技術に従！lt|f隣に従llt

267 

33.4% 

50 

6.3% 

45 

5.6% 

籾邸舘房船l名I農林水肱業

％
 

]

4

 
• 

2 

0.3% 

その他

56 

7.0% 

無回答

， 
1.1% 

総計

800 

100.0% 

1 4 

1.8% 

なし

346 

'13.3% 

職業は「なし」が43.3%、r家事従事・」33.4％で76%

以上の人が職業をもたない人たちである。

避難前住所

尼~I~．．伶Fiit1外0iitI 神戸市 無l!!I答 総計

798 I l 800 

99.8% 0.1% 0.1% I00.0% 

避難前住所（神戸市）

液 非該当 無l!!I答 総 Ii，1•

798 I 800 

0.1% 99. 8% 0.1% 100.0% 

避難前住所（尼崎市、神戸市以外の市町）

宝塚l|i 西宜IIi 三11ITli | 川西rli

785 6 5 | 

98.1% 0.8% o.6% 1 0.1% 

その他 | 非該当 無回答 翫4公、へill． 

I 
800 

0.1% 0. 1% 0.1 % 100.0% 

避難前の住所は宝塚市内の人が98.l％である。

避難所生活の有無

有

408 

51.0% 

なし

362 

~5 .3% 

1.I!ri|!!l答

30 

3.8% 

裕 n·l•

800 

100.0% 

避難所生活の経験者は51.0％であり約半数の人が

避難所生活を経験している。

仮設住宅の入居期間

~14Ll 1 15LI~ 1か月料i|1~2かH未満12 ~3 Ll未滴

19 

2.~% 

6 

0.8% 

28 

3.5% 

10~ 

13.0% 

3 ~ 4か月未.満|4 ~ 5かH氷悩i| 5 ~ 6かH未il14| 6 か月以」 ••

244 

30.5% 

213 

26.6% 

105 

13. l % 

39 

/4.9% 

100 



無皿答

42 

5.3% 

総 3|・

800 

100.0% 

仮設住宅入居期間は 3~4か月が30.5%、4~5

か月が26.6％であわせて入居後 3~ 5か月の人が

57.1 %となっている。

家族数

1人 3人 4人

1 64 156 120 

20.5% 19.5% 15.0% 

6人 7 人以 l•• 舟！！回答

10 4 3 

1.3% 0.5% 0.1¥% 

家族数は、 2人が36.8%、1人が20.5%、3人が

19.5％であり、一方4人以上の家族は23.2％である。

老人

1人 2人 3人以 I・. 非該当

280 93 2 423 

35.0% 11.6% 0.3% 52.9% 

無回答 総，ii・I・

2 800 

0.3% 100.0% 

65歳以上の高齢者のいる家族は46.9%となってい

る。

親子

387 

'18.4% 

.l!！[l国答

0.1% 

まあまあよい

393 

49. I% 

同居の家族の状況

夫婦のみ | tp． 身

184 

23.0% 

総計

800 

100.0% 

健康状態

161 

20. 1% 

その他

67 

8.4 % 

ょぃ Iあまりよ〈ないIょくない
240 

30.0% 

131 

16.4% 

32 

4.0% 

無Ir.ii答

4 

0.5% 

総計

800 

100.0% 

健康状態は、「よい」「まあまあよい」合わせて

79.l%、「よく ない」「あまりよくない」合わせて

20.4％である。

症状

Jj男がfiiむ 関節が痛む 訂がこる 夜よ〈llしれない

10~ 87 87 82 

13.0% 10.9% 10.9% . 10.3% 

if•段より疲れやすい 筋がす('ilf、t,Jき［し加 仔段よりイうイう愁がある めまいがする

67 53 51 4 6 

8.4% 6.6% 6.4% 5.8% 

肖が痛む 食欲がない 頭痛がする 筋況ki吠．9出ぅでれ

45 43 43 41 

5.6% 5.4% 5.4 % 5.1% 

使秘をする 動悸がする 咳がでる 息切れがする

36 3J 26 24 

4.5% 3.9% 3.3% 3.0% 

のはせ』削）がする 朗i（こしやる気がない 下1fllをする 手足のマヒがある

21 19 18 17 

2.6% 2.4% 2.3% 2.1 % 

社t村，没しならI!な• 吐き気がする 彩trをかく たばこの本故が埒えた

16 14 13 12 

2.0% 1.8% J.6% 1.5% 

手Jl!.がふるえる i膵7ル3-m炒駈I:生理不顛になった 性欲が落ちた

10 10 6 4 

1.3% 1.3% 0.8% 0.5% 

その他 非該当 無1且1答 総計

153 236 126 I.54 I 

9.1% 29.5% 15.8% 100.0% 

現在の症状としては「lj婆が痛い」「関節が痛い」

を合わせて23.9%、「夜よく眠れない」10.3% 「普

段より疲れやすい」 8.4%「気分がすぐれず、すっ

きりしない」 6.6%「普段よりイライラ感がある」

6.4％である。

第3老 応急対策の実施 101



震災後の症状 治療が必要な病気

夜よく眠れない 腰が痛む 俎分がすM.t，，きりしi・ぃ普段よりイうイう約がある ある ない 無厄l答 総計

57 45 35 34 4 1 3 383 4 800 

7.1% 5.6% 4.4 % 4.3% 51.6% 47.9% 0.5% 100.0% 

粋段より疲れやすい 関節が痛む 打fi吼：Kiちで，＇｝杓ぅでb; 府がこる 「治療の必要な病気のある人」が51.6%、「ない人」

30 29 25 21 が47.9％である。

3.8% 3.6% 3.1% 2.6% 病名

11が1ifiむ I食欲がない 1めまいがする ！頭痛がする

20 I I 8 I 17 I I 6 

整形外科疾患

115 

1'1.4% 

2.5% 2.3% 2. 1% 2.0% 

下瑚をする I私tttt北'‘⑮i硲1何讃にもやる気がないI咳がでる

10 

1.3% 

， 
1.1% 

， 
1.1% ％

 

8

0

 

心脇病

39 

4.9% 

勁t季がする I i更秘をする Iたばこの本致が附えた1のIfせ耳鴫りがする

8 

1.0% 

8 

1.0% 

7
 
0.9% 

6 

0.8% 

揺のマヒがある1酪71ン2匹和I;息切れがする 吐き気がする

6 6 5 4 

0.8% 0.8% 0.6% 0.5% 

税汗をかく 手足がふるえる 生理イ；り(iになった その他

3 3 3 97 

O.~ % O.~ % 0.4% 12.1% 

非該当 ・.f!ll,l!!l答 総計 ＇ 
251 274 1.064 

31.4% 3~ .3% l00.0% 

,¥'.:iJ/1L/王 眼科疾悲

105 48 40 

13.1% 6.0% 5.0% 

Jji••舷甜 糖尿術 歯科疾甜．

30 27 22 

3.8% 3.4% 2.8% 

脳lfll符I筏専・ 沿j)j旨lflL症 腎臓甜

17 16 ， 
2.1% 2.0% 1.1% 

耳鼻科疾患 反9岡科疾息 婦人科疾忠

， 8 8 

1.1% 1.0% 1.0% 

その他 非該当 熊回答

68 388 7 

8.5% '18.5% 0.9% 

これらの症状は、従災後に出現したと訴えている

ものが「JI要が痛い」「関節が痛い」 9.2%「夜よくII艮

れない」 7.l%「気分がすぐれず、すっきりしない」

4.4%「普段よりイライラ感がある」4.3%「普段よ

り疲れやすい」 3.8%「気分が沈みがちでゆううつ

である」3.1％であり 、農災の影靱が症状として出

現していることがうかがえる。

健康診断受診の有無

いいえ（受けていない） 1はい（受けた）1 ！懇回答

612 

76.5% 

181 

22.6% 

7 

0.9% 

総 計・

800 

100.0% 

「健康診断を受けた」のは、 22.6％で残りの76.5%

の人が受けていない。

「治療の必要な病気」は患を形外科疾患14.4%、蒻血

圧13.l%、眼科疾患6.0%、心臓病4.9%となってい

る。

希望する行政サーピス

1定期的な態咄l訣1ホームヘルバー割紐1代生活・栄養指ig|〖割磯臨磯1瀦
46 

5.8% 

40 

5.0% 

31 

3.9% 

29 

3.6% 

デイサーピスI12s師の往診 Iレク'bー：／3ンを中心3,I;〖叶老人の集い

2] 

2.6% 

19 

2.4% 

II 

1.4% 

11 

1.4% 

“たきI)tk等の畏詰ti復 l&!!~I；ついての講演会IU-H斗l公師i(/)利福到 ショートスティ

10 

1.3% 

， 
1.1% 

， 
I. I% 

7 

0.9% 

102 



給食サービス 専I"!（りなここ1）のケア 緊怠通報システム 訪問行跛

7 6 5 4 

0.9% 0.8% 0.6% 0.5% 

隣加町•IJ)奥＼・、 老人ホームの入所 ペピーシッター 迎動指群

3 3 3 2 

0.4% 0.4% 0.4% 0.3% 

その他 無ll_l1答 総計

69 572 918 

0.1% I 8.6% 71.5% 100.0% 

希望する行政サーピスとしては、「定期的な健康相

談」5.8%、「ホームヘルパーの派造」5.0%、「食生活 ・

栄養指祁」3.9%、「保健婦の継続的な訪問指i恥3.6%

となっている。

現在困っていること

慟題しがilこないLFI噌等U虚揺胚9d住居際境が悪い1経計（りに困っている

I 33 

16.6% 

餅的象節製しが辰吟tヽ

54 

6.8% 

孤独

10 

1.3% 

110 

13.8% 

ブうイパシーがJ¥1/:llない

48 

6.0% 

その他

102 

12.8% 

92 

11.5% 

医療を確保しに〈い

37 

~.6% 

無回答

344 

43.0% 

65 

8.1% 

緑・近臣との関係が患い

17 

2. 1% 

総計

1,012 

100.0% 

現在附っていることでは、「今後の見通しが立た

ない」16.6%、「買い物等日常生活が不便」13.8%「住

居珠境が悪い」 11.5%、「経済的に困っている」8.1%

と続く 。

(6) 救急 ・応急物資の調達

宝塚市地域防災計画上では、災害時に被災者に食

税・給水 • その他生活必需品を給与または貸与する

ことが計画されている。そして、災害救助法が適用

された時は、知事の補助機関としてまたは、委任を

受けて市長が実施するとある。 このたびの未苦有の

大従災では、現行の計画どおり対応するには難点が

あったことは否めなかった。

物脊の調達は、福祉部福祉椎進課が対応した。救

助活動に必要な多種多様で膨大な救援物賓が送られ

て来るまでの間調達した物脊は、 震災当日からしば

らくの間は、 米3.210k~} 、 調味料、紙製の食器等の

炊き出しの材料及びカップ麺等の食祝が大半であっ

た。

また、毛布2.466枚、下滸 1万5.000枚や避難所に

必要なトイレットペーパー類等も、救援物査が送ら

れて来るまでの間調達した。一方被災家屋応急IIJプ

ルーシート 3万5.000枚の配付を行った。

主な食ぺ物等の供給状況

L—— 
1/17 312 5/21 

0-おに弁ぎ品灰空…・・゜…r••パ2••O O9タ2—ー6ジ即ャ 3 厘夢
食ぺ切 .... ~汁の素追加

0-J(ン-0- 夕 ャム追n， る
0 1/18 10--/27 牛乳orジュース -V 

水 4/15 
O ゞ

1/10---09 1/31 ウーロン茶等 璽鼠
10O91担ー・9 漏翌カッ—缶ブ届メ名唸ン---o蕊臣3995 曾

3/16 
0-インスタントコーヒベ)

0ミ.カ..！X！28/1) l 30--/2 果知舟菜ジュoース—a―-0 o 
0・・ 粉ミルク

身回品

澳1ット＜ 學
g.!.~.…•8恥y 目厖〕畠
I I o帳コッカ
10---0/20 1/3衣1頴・トイレットベーバー，ゴミ袋 巴

1o--o/21 1/3 如□
| 20/8洗~濯股随時

随時配送 翡入 昧贈汁の累・汁物炊き出し材料等

支援物日 主！』食 米 C薮 ・カッブメン・パン等
野菜・卵・肉・レトルト 品・缶話等／ベットボトル•お茶・牛乳食・ジュース・消涼飲料水
チョコレート ・ クッキー ・ 飴 • コーヒー・ 紅茶等
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避難所での窓口配布薬品類

バンドエイド、綿棒、梢浄綿、湿布薬、貼り薬、目薬、テラマイシン軟秤、バファリン、イソジン、滅歯ガーゼ、

伸縮包帯、 0.1％アクリノール、プロン液エース、 プレコール、シンビタ、パイロンIT、プラックス、子供ペンザ、

トロット、セデスハイ、 トローチ、シープリーズ（全身用）、ペンザエース、 小児用ベンザエース、プレコール

s頼粒、胃)j易薬グリーン、ワカ末グリーン、正器丸、アルボースうがい薬、新グレラン、オプテイザイム、アク
リトル消瑚液、アキレスパンテージ、スキナクレーン、ハリナース、リンスン L、生理ナプキン、改源、アネト

ンせき止め、ダンリッチ A、ダン、ポポン S、カルテパ液、ライゾール芳香、ピタミン ACE、ピタミン B、ピタ

ミンC、マルチピタミン、マルチミネラル、カルシウム、マグネシウム、ミネラルスリー(fe.zn. cu)、プロテイン、

スビルリナ、プランファイパー、オキシドール、便秘薬、脱脂綿、整腸剤、滅歯ガーゼ、体温計、トローチ、トロッ

ト、ヴィックス、 QPゴールド、メンソレータム、ビオフェルミン、オロナイン、セデス、アンメルツ、リ ップ

クリーム、外慟薬、絆創科、鎖痛剤、解熱剤、マスク、ハンドクリーム、ライゾール、栄養剤、口腔消浄剤、ナ

インコール、ルメコール、フジリニメント、下痢止め、テラマイシン、リンセス、カルテパ、タイガーパーム、

フジアロー H、i肖臭スプレー等

地域防災計画抜粋

第 3款 食糀供給計画

災害時における被災者及び救助作業従事者等に対する食根の供給は、本計画の定めるところによる。

l.担当機関 福祉部（福祉部）及ぴ食税調達部 （市民部）

災害救助法が適用された時は知事の補助機関として、または委任を受けて市長が実施する。同法の適用のない

場合は原則として市長が実施する。

2.応急．食椋の種類及ぴ調達方法

(1) 炊き出し用米穀

炊き出し用米穀はJ此林水産省兵叩食松事務所宝塚支所へ所要益を報告し、その指示により阪神米穀（尉その他の

応怠淵米穀卸売業者から購入するものとする。

食料事務所宝塚支所 平日（時間内）庶務課長 87-5481 
宝塚市小浜1丁目 1-6 夜間、休日 支所長宅 0795-87-0253

阪神米穀（恥宝塚営業所
斗i• 日、夜間、休日 86-0711（代）

宝塚市宮の町10-8 

(2)米飯

各学校の給食施設が使用できないとき及ぴ、炊き出し能力を超えるときは別表2の業者に発注すること。

(3) 生 パン

災也の状況により米穀の入手が困難なときは、別表2の業者に発注すること。

(4)乾パン

(l)-(3)が不可能な場合、米穀の方法に準じ、 市長→児知事→兵廊食屈事務所のルートによ り （通信途絶の時は

直接）大阪食糀事務所業務第一部長（夜間自宅0720-51-4901)に放出を要睛するものとする。

（注） 1liii窓茄（近畿地区分） 51.840食 (14.72kg入り405C/S、1C/Sは115g入り128袋）さらに不足の時は、

自衛隊に放出を要賄すること。

(5) インスタント食品 ・副食品類

インスタント食品（即席ラーメン ・即席ライス等）、調理缶詰、味噌、醤湘、塩頬等は必要に応じ、市内各小

売店、 学校給食会 (72-0041) 又は県（J~林水産部食品流通班078-341-7711) を通じ購入するものとする。

3.供給方法

(1) 避難所に収容された者に対する場合、市長は調達食料itを直接供給するか、あるいは小売販売業者を指定して



行なう。

4.炊出し

（］） 炊出し場の設骰

災祖の状況に応じ、避難所または被災地域に最も便利な位個に設骰する。

(2) 炊出し要貝

炊出しの実施は、福祉班を中心として行ない、状況により日赤奉仕団、その他各種団体に応援を求める。

(3) 炊出しその他による食品の給与基準等については、災沓救助法を適用する1時は同法により 、同法に適用しな

い場合は同法に準じて行なう。（災筈救助法施行細則参照）

調達食糧一覧表

品名 業者名所在地 砲話 瀾達可能址（食分） 備考（輸送力等；）

岡本食 品 (I札
86-2928 

3.000食／1-1 3 t IIH台可

米 宝塚Tli安念T¥j4丁目 (7.500食／2.5H) （］台3.000食梢）

飯 水和食品 (1お
昼市役所内

大阪市淀 川 区
夜 ・休日06-431-5248 対策要貝専用

（う'-1HII0727-70-378'1)

宝塚キムラヤ
86-2923 15,000/8H 可

宝塚 iii武血川町

生 富士ペーカリー

宝塚市栄II[1丁目
86-2242 15.00018H 可

I~ 

生田 製バ ン 所
72-3178 5.000/8H 可

ン 宝塚 Tli福井町

岡本食品 （船
86-2928 15,000/81-1 

可（パン牛乳のセットで

宝塚市安倉南4丁目 l -T•食可）

明治牛乳西沓工場
0798-26-0022 紙谷器のもの

牛 西 ,'r:と,, . 市

乳 森水牛乳阪神工場

西 ,と;;, 市
0798-66-1991 可

第 5 款 物賓供給計画

災雹時に被災杏者に配給する衣料、生活必術品、その他の物行について、その確保と配給の確実を期するため

の計画である。

1.実施匹任機関

(1) 災害救助法が適用された場合における被災者に対する物行の供給の実施は、市長が知事の委任を受けて実施

するものとする。

(2) 担当機関

財務部（財務部）及ぴ福祉部（福祉音li)

2.実施の方法

災岩救助法を適用するときは同法により、同法を適用しないときは同法に準じて行う。

(1) 基準

（災害救助法による実施基準）

① 被服、寝具その他生活必餅品の給与又は貸与は、 1主家の全焼、全壊、流失、半焼、半壊又は床上没水（土砂

のたい積等であって一時的に居住することができない程度のものを含む。以下同じ。）若しくは船舶の巡難等

により、生活上必要な被服、 寝具、日用品等を喪失し、又は損俗して、直ちに日幣生活を営むことが困難となっ

た者に対して行うものとする。
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②被ll払寝具その他生活必術品の給与又は貸与は、被也の実間に応じ、次に掲げる品目の範囲内において現物

をもって行うものとする。

ア 被服、税具及ぴ身のまわり品

イ 日用品

ウ 炊事用具及ぴ食悩

工光熟材料•

③ 被服、疫具その他生活必術品の給与又は箕与を実施するために支出する骰J:月の額は、次の各号に掲げる世帯

のIi.分に応じ、当該各号の表に定める額の範囲内とする。

ア 1主家の全壊、全焼又は流失により被害を受けた世幣

住家の全壊、全焼又は流失により被害を受けた世帯

こ 1人lll,.，tif 2人11j：俯 3人世帯 4人1せ幣 5人111..、lif 6 人 1U: 4if 以」••

夏 季 円 円 円 円 円 48. 100円に、 111：帯人員が5人をこえて 1

4 J-l-9 H 16.800 21.500 31,700 38.000 48.100 人を増すごとに7.000円を加鉢した額

冬 季 円 円 円 円 円 73.300円に、 lil滞人且が5人をこえて 1

10}-j ~ 3月 27.700 35.800 ~9. 900 58.500 73.300 人を増すご．とに10.0001.1.Jを加符した留i

イ 住家の半壊、半焼又は床上杖水により被唐を受けた枇梢

住家の半壊、半焼又は床上浸水により被害を受けた世帯

こ 1人世帯 2人Ill哨f 3 人 I U••帯 4人1ft偕 5人ll:、附 6 人 Iり：、｝仔以」••

百ヽ 季 円 円 円 円 円 17.300円に、世術人員が5人をこえて 1

4月～ 9H 5,500 7.400 11.200 13.500 17.300 人を妍すことに2,300円を加符した猾（

冬 禾 円 円 円 ITJ に1 24.900円に、111：帝人員が5人をこえて］

10月～ 3H 8.800 I I, 700 16.600 19.700 24.900 人を増すこ^ とに3.200円を1JII符した額

④ Iiii項各号の表において、「夏季」とは 4月1日から 9月30日までを、「冬季」とは10月1日から翌年3月31日

までをいい、季別の決定は、災唐のHをもって行うものとする。

⑤ 被服、寝具その他生活必術品の給与又は貸与は、災也の発生の日から10日以内に完了するものとする。

(2) 物脊配給計画表の作成

福祉部福祉班は、調査班の収梨した被災世帯に関する調査料に基づき、県救助物脊については、上記2(1)に掲

げる基準に従い、被沓区分別、世幣区分別に物脊の種類並びに配給数砿を決定し、物脊配給計画表（様式第1号）

を作成するものとする。

その他、調達物脊、米援物脊についても、原救助物脊と勘案のうえ配給計両をたてるものとする。

(3) 物賓の陀給方法

福祉部福祉班は、物脊配給計画に払づく物；社を各地区避誰所へ送付する。各地区避難所では、日赤奉仕団等の

協力を得て各被災世帯に対し敏辿に配布し、物賽の給与状況（様式第2号）を作成し、対策部防災班に送付する

ものとする。

(4) 物査の{ilii蓄

給与物賓をiiii恕する場合は、集梢所に備恕沢任者を定め、物賓を保岱させるものとする。

この楊合必ず物汽受払薄（様式第3号）を備え、各物脊ごとに受払い記録し、常に手持ち数凪を明確にしてお

くものとする。



（様式第1号）

物 資 配 給 計 画 表

地区

: 彼也区分

軋・ ill: 帯梢成りIJ 配給物賓並びに数批

帯 県救助物行 調達物行 米援物粁
1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 ］0人以

数
ill：幣 1!!偕 Ill：帯 Ill：帯 Ill••骨 1lt哨f l!!•4仔世帯 111••帯 」-.IU：帯 毛布 JJJL滸

全壊 （焼）

流 失

半壊 （焼）

床」-.没水

HI・ 

（様式節 2号）

住家被む

程度区分

桃帝主

氏名

基礎となった

世偕構成人口

物資の給与状況

給与・ 1 物

月月

賓 名 実支II_'，領

（円）
仙 考

壊

壊

••• 

，.f
 

令

ll
8
 

俗

惜

世

世

災科救助物筏として上記のとおり給与したことに相巡なし。

年月 1:l
福祉部長

（様式第3号）

物頁受払簿

物脊名

H u 摘 要

集梢場所

受数 1 オ； 数 現在数 備考
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(7) 応急給水活動

応急給水においても 、宝塚市地域防災計画上では、

災害のため飲科水が枯渇し、または汚染して、現に

飲料に適する水を得ることが出来ない者に対する飲

料水の供給計画が定められている。しかし、一瞬に

して約 5万戸、67.6％の家庭で断水した。計画どお

り行うすべもなかった。

応急給水活動を振り返って

私たちの日幣生活に、一i柊iも欠かすことができない

「水道水」。 1月17日の大徒災で、この‘'命の水＂の供

給が、 一瞬にして市内約 5万戸、 67.6％の家庭でストッ

プした。災害時の応急給水担当の水逍局は、過去に類

を見ない大被害に直面し、職貝は従災当日から不眠不

休、 24時間体制で給水活動に全力を傾注した。

捉災当日は、砲話が不遥とあって、職貝が‘詣駐する

4ヵ所の浄水場には、水を求めてやってくる市民の長

蛇の列が深夜まで続いた。爾話が復旧した18日からは、

水を求める市民の悲痛な砲話がジャ ンジャンとな りつ

放し。 大きな市内地~,に浙水区域を柑き込み、給水タ

ンク車の出動区域と時間を決定した。 しかし、水道局

の現有職員、3基しかない給水タンク、ボリタンク1.000

個程度の災忠iiiii芯用品だけでは、この大規模な「断水」

に対して、人的時間的に限度があった。とても、すべ

ての市民に迅迷に、充分な水道水を1、も急給水すること

は、不可能であった。そのため、水道局は、市の災害

対策本部とは別組織として、局内に水迫災忠対策本部

を設脳し、辿日、梢報の収集、その日の応急給水活動

のマニュアルを作成し、より効率的、公平な給水活動

が行えるよう、細心の注意を払った。 しかし、局事務

所は、さらに殺到する市民からの椛話、窓口応対に混

乱状態が続いた。

その時、朗報が届いた。日本水道協会、建股省、自

衛隊などから、応急給水、応急復旧のため支援隊が来

宝してくれるとのこと。局職員の頻に、ほっとした安

堵の色が見えた。

従災の翌日、 18日には、早くも自衛隊を始め、県下、

大阪 ・京都府下の自治体、事業体はもとより 、北は束

北•北越、西は四国から水道マンたちが、給水タンク車、

作業車とともに、極端な交通事情が悪いなか来宝し、

支援活動にエネルギーを1ゼして頂いたのである。この

結果仮復1日工事は、怠ビッチに進んだ。応急給水作業

も順糊に行うことができた。

断水状態が500軋術にまで減少し、局が概ね「仮復IR

の宜言」 をした 2月7日までの間、支援してT且いた自

治体、事業体は78団体、延べ支援人数L,520人、給水車

延べ725台にも達したのである。支援を頂いた自治体、

事業体は別表のどお りである。

また、局の応急給水方法も変更した。給水タンクIii.

だけでなく 、各学校、公民館、公園の公共施設を始め、

ある地域では、送水本管から直接給水符を立ち上げ、

道路上に、蛇口を設けて、定点での給水活動を同時に

行い、 市民に24時間、いつでも給水可能な措i~i: をと っ

たのでる。

この結果、地震当初、市内全域での仮復旧、仮給水は、

2ヵ月を要すると見込んでいたが、2月24日には、家

庭損壊などにより、閉栓処骰をとった世術を除いて、

断水＂ゼロ＂にこぎつけた 。これも、最大の要因は、

全国から駆けつけて頂いた支援団体、そして厳寒の中、

地図も判らず応扱活動に従事して頂いた他市の職員の

お陰であると感謝している次第である。「もし、あの時、

支援が皆無であり、局職貝だけだったなら、 ．．．．．．」と

想俊すると身の毛がよだつ思いである。

後日、支援団体、 事業体の戯貝に感想を 1ii•lいたところ、

多くの人たちが「宝塚市民の冷静な態度、行動、思い

やりの心に感動した」「何度も有難う 、ご苦労さまと 、

礼を言われ、支援のしがいがあった」「宝塚市民からお

礼の手紙をもらった」「お礼を言われ、私達も支援以上

のもを感じ、爽やかな気持ちになった」など、我が1lll..'宝

塚＂について、良いイメージを持って頂いたことを報

告 しておきたい。

地域防災計画抜粋

第4款 給水計画

災也のため飲科水が枯渇し、または汚染して、現に

飲料に適する水を得ることができない者に対する飲料

水の供給は、本計画の定めるところによる。

］．実施賀任機l刈

（］） 飲科水供給の直接の英施は市長が行なう。但し災

宮救助法が適用された時は、 市長が知事の委任を受

けて実施する。

(2) 知事は大災沓が発生し、市長から要諮があった場

合は、飲料水の供給を実施し、または応援する。

(3) 担当機関

水追部 （水道局）

2.給水対策



(J) 飲料水の確1染が地域的にのみ不可能または困難と (2) 応急給水用機器の種別、能力、保有数的

な っ た時は 、 現に飲料•水を得ることができないもの (3) 他都市及び関係機l紺からの給水応援計画

を対象として実施する。 大災専において、市の能力をもって給水のできない

(2) 災密救助法が適用された時は、その期間中は[iij法 事1fiに至るおそれのあるときは、阪神 6市 1IIり災告応

により、それ以外の時は伝染崩予防4認柊その他とし 怠対策活動の相11:応援に関する協定により、近接市町

て実施する。 から順次応援を求める。

3.給水非準 この場合は、その災沓の規校、種類、地域等を正確

(I) 実施非準及び実施方法は、災忠救助法を適II]する に迅辿に判断して行うものとする。

分については同法により、また1ril法によらない場合 6.給水施設の応怠復旧

は同法に準じて行なう。（災杏救助法施行刹II月ll参照） 災街対策本部水道部が、直ちに復旧作業にあたる。

(2) 供給iii l Fl 1人3e （災俎救l1））法による楊合） 7,編成絹織

供給期間は、災吾発生の日から 711以内とする。

(3) 伝染病予防法による場合 ］人1l=I約20e -E庶務班 (9名）
但し異常大災街の場合 3 e ~ 5 t 

水逍部 給水班 (34名） 部長 1名

「中省略」
工事班 (67名）

5.実施の方法
計111名

(I) 給水方法 支援団体等の状況

給水は、被災世幣ごと、あるいは避難所ごとに給水 区分 団体数 期 fll] 給水車延台数 延人日

タンク、 ドラム缶等で往復迎搬し、または、災杏現場 地方自治体 4 6 1/18-213 17LI 376 909 

に近い消火栓から給水するものとする。 地方建設肋 3 1/20~2/3 15日 129 144 

種別 数枯： 容 i,t 保1奇場所
陸．―|・・自衛隊 2 1/18~ I /30 131=1 39 104 

給水タンク 2 I. Okf 宝塚1|i水迫局
民側団体等 ， 1/19-217 20LI 56 93 

', I I. 5ke ，， itI • 600 l.250 

注） 地方自治体 ：りlj表
携行容器 10 20 t ク

地方建設｝功：近畿、中国、関東地方建設局

', 40 10 ( ，' 陸 I・.「1衛隊 ：第3tilil司（伊丹）、第9師I寸1（弘前）
民1ill|Cl1•9本等 ： 省略

支援地方自治体一覧

j 兵Iii利，1：企業庁 22 人阪9(f箕1(iir「j

゜
43 礼ふ井県.,('l'illlり・

2 ', 生活衛生課 23 ，' 泉大津rli

゜
44 ，， 丸岡II「J.

3 ，，， 既岡市

゜
24 ク 能勢lllf

゜
45 愛知県政'i境衛生課

4 ，， 川西IIi

゜
25 ，， II•1尻 III)．

゜
46 ク 豊田市

゜5 ，， 紺野・IIi 

゜
26 ケ 島本119].

゜
47 ', 春1:1:JI•• I li 

゜6 ，， 氷1:.111]

゜
27 ，' 数能IIIJ.

゜
48 じ川県野々TIIIIIJ.

7 ク IIIF-r,jllll' 

゜
28 京都府福釘IIl[HIi

゜
49 新潟県」追訓i

゜8 大阪府水辺部 29 ，， 図津lli

゜
50 屁野県駒ケ根iii

゜， ク 大阪市
゜

30 ', 料滝IIlT

゜
51 埼玉県川口IIi

゜10 ，， 吹l+I,Ii

゜
31 /, )JII悦III[

゜
52 t乱l.‘}翡し打M..,HIi

゜II ，，， 大阪狭II !iii 

゜
32 '， 伊根Pll.

゜
53 ，' 会津約松 l•II

゜12 ク ・1;1"1+1林iI J. 

゜
33 ，， 限f-HIJlllllf

゜
54 '， いわきiii

゜13 ク i1 9I IJ、J 艮嬰i•I I l. 

゜
34 ，' 大il]11].

゜
55 ，，， :/i |i I I I I I J. 

゜14 ク 藤JI•寺 1|i

゜
35 ，， 三和II「)．

゜
56 .1!t森県八戸厄l域広域

15 ク 18j.,{_i,Ii 

゜
36 ，， 丹波III)'

゜
水逍企業団

16 ，， 松原11』.

゜
3 7 t屈Jl:！りしiiり1:li|t}jりti県 57 香川県生泊衛生課

17 4 ii:• 1•I I l l| T | J. 

゜
38 々 小i兵iii

゜
58 ', 丸（しiIJ. 

゜18 ', 貝塚Ili

゜
39 ク 勝111rli 

゜
59 愛媛県松II lilT 

19 ', 呆佐野市

゜
40 々 放賀iii 60 岡illリ揺'i防l坊災諜

20 ク 阪南IIi

゜
41 '， 武生II・j 61 ，，， 介敷TIi

21 ', 羽曳限j••I|i

゜
42 ，， 祁水IIlJ. 62 4ヽ 中央町

゜ti:） 0は米宝団体 (116団体）
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(8) 応急医療の実施

田 救護活動

市内の医療機関が被災し、市民に対して十分な医

療を提供することが出来なかったため、災害救助法

に定める「医療jすなわち「医療の途を失った者に

対する応急的処樅」としての救設活動を行った。そ

れには、一般医科、歯科及び医薬品を拠出し応急対

応を行った。

ア 市立病院救急体制

i宝塚市地域防災計画における市立病院の役割

• 負似者、その他被救助者の応急医療に関する こ

と。

・医療材料の調達及び供給に関する こと。

・救急患者収容に関すること。

・救股所における救護に関すること。

イ 市立病院の初動体制

① 市立病院での診察患者数 （捉災1週間の実納）

:[:][>:I 1三三:I l:：で 1 >::[ I 2:［三 I 2：三三 I 2:［さ I 2三三］

② 市立病院での診療体制

• l/17-1/22まで24時間応急診療体制

• l/17、l/18外来診療ス トップ

• l/19から外来10:00より受付を閲始

• l/23より外来通常診察を開始

③ 救護所 （市立スポーッセンター）での医療

活動

• 1117、1/18 医師5名、看護婦3名の派造

• l/30-2/14 医師1名、看股婦1名の派遣

④ 各避難所での医療活動

• 1/30-2/14 医師1名、看護婦1名、事務1名

のチーム編成で各避難所を巡回。

⑤ 救隈所への医療材料 ・薬品の供給状況

・ 診療材料• 19種類 30品目 484セット

• 薬品 112品目 13,285セット

⑥ 災害時での相互応援体制の整備

平成8年1月17日付けで「兵廊県自治体病院開設

者協議会災害初動時相互応援協力に関する協定」を

締結し、兵駆県下42公立病院間で、被災下病院が独

自で十分な医療活動が出来ない場合相互扶助精神に

基づき、速やかに応援協力を行う。

回 宝塚市医師会ポランティア医療相談活動

宝塚市医師会ポランティア避難所医療柑談活動は、

平成7年2月6日（月曜）から開始された。

医師会の4地区会l2プロックから、避難所医療柑

談のポランティア活動に78名の医師が参加された。

避難所によっては、2月1中に閉鎖されると ころも

あったが、もっとも長かったのは総合体育館（スポー

ッセンター）で地従発生後1231::1である 5月201:l（土

曜）まで継絨された。避難所での活動には、市関係者、

避難所施設関係者、ボランティア活動者の協力も

あって円滑に機能した。避難所での点滴輸液が行わ

れたり 、急性）l及症で深夜救急車での入院等の事例も

あったが、宝塚市での医療相談活動での印象は、全

般に穏やかな経過であった。2月6日（月曜）から123

日後の 5月20日までの間に、 血圧測定を含めた医療

相談には992名、治療を医療機関に依頼したものを

含めた治療対象者は295名、合計1.287名であった。

l) 仁川 ・小林地区では24名の参加者が、10避難所

の医療相談を行い、相談活動終了の早いところは 2

月中に、もっとも遅いところでは、良元小学校の5

月l7Hであった。血圧測定を含めた、相談件数は406

名、治療件数は155名、合計561名であった。

2) 逆瀬 ・南口地区では24名の参加者が、4避難所

を担当し、末広小学校での4月l0日の活動を最後に

終了した。相談件数は200名、治療件数は44名、合

計244名であった。

3) 宝塚 ・消荒神地区では19名の参加者が、10避難

所を担当し、売布小学校での3月16日（木曜）をもっ

て活動を終了した。相談件数は128名、治療件数は41

名、合計169名であった。

4) 中山 ・山本地区では21名の参加者が、13避難所

を担当し、スポーッセンター（総合体育館）での5

月20日（土曜）をもって活動を終了した。これは今

回の医療相談活動では、仁川 ・小林地区の良元小学

校の5月17日（水曜） （地霰発生後l2OH) を越えて

最長の期間（地従発生後123El)であった。この間、

血圧測定を含めた医療相談件数は254件、治療件数

は51名、合計305名であった。

回 宝塚市歯科医師会ボランティア活動

宝塚市歯科医師会においては、阪神 ・淡路大震災

の被災者に対するポランティア活動の一斑として、

仮設住宅居住者に対する巡回訪問熊料歯科検診を下

記のとおり行った。

第3章 応急対策の実施 111
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1 期 間平成7年8月10日～平成8年12月3

日

2 訪問回数 20回

3 訪問箇所 32箇所（総戸数 1.533戸）

4 出務者歯科医 延べ119名

歯科衛生士延べ12名

5 受診者数 580人（男子206人、女子371人）

6 内容

事前に戸別に案内ピラを配布し、ふれあいセン

ターのあるところは、ふれあいセンターで実施し、

ないところは戸別訪問によって実施した。

(1) 歯科検診

(2) プラッシング指祁

(3) 歯科相談

(4) アンケー ト調査

田 宝塚市薬剤師会ボランティア活動

大娯災発生当初、必要な医薬品がなく、会貝薬局

から医薬品を拠出、緊急対応する。

各避難所ごと担当薬剤師が訪問、「くすりなんで

も相談」、服薬指群、配布医薬品のチェック、管理

を行う。学校避難所には、担当学校薬剤師が随時訪

問し、上述の活動に加えて、学校設備の点検を行う。

スポーッセンタ ー内に開設された市診療所に薬剤

師を派造、「くすりなんでも相談」、服薬指祁を行う。

麟

1 期間 ：平成7年 1月20日～同年2月5日(17日間）

2 対象 ：市内の避難所に避難している被災者

＊小 ・中学校など35校

＊会館 ・公民館など31施設 計66カ所

3 活動に携わった薬剤師数 ：

＊ 小 ・ 中学校など•••各校担当の学校薬剤師を主に、

44名が、期間中随時訪問。

＊会館 ・公民館など…期間中延べ175人が訪問。

4 内容 ：

l) 避難所における主な活動

① 避難者に対する「くすりなんでも相談」を行

う。

② 避難者の病状の訴えに応じて、適切な薬を手

渡し、服薬指森を行う。

③ 症状によっては、病 ・医院に述絡、必要な手

続きをとる。

④ 避難所貢任者と相談の上、配布されている医

薬品の管理を行う。

2) スポーッセンター内（市救誰所） （1月l7日開設、

2月10日閉鎖〕に、期間中 2名の薬剤師が交替で

出務。

3) 学校薬剤師は、1)の活動に加えて、学校保健室、

理科実験室の保管薬品の点検を行う。

国 市の救護所の開設

宝塚市立総合体育館は当初避難所として使用して

いたが、避難者に負1筋者が多く、簡単な手当てを行

ううちに、徐々に救護所的存在とな り、 1月19日に

正式に、救殿所として救護所を開設した。この救談

所は、 2月10日まで設悩され受診者数は484名にの

ぼった。

霰災直後は、外科的疾患（創協、捻挫、骨折、関

節痛等）がほとんどであったが日時が経過するにし

たがって、内科的疾患 （感冒、胃腸疾患等）の他、

高血圧、不整脈、狭心症などの慢性的な病気がみら

れた。

救渡所のスタッフは、健康センター所長、保健婦、

看護婦等で24時間開設した。その後、市立病院や他

の応援医療機関のスタッフの協力も得て運営してい

たが、市内の医療機関も少しずつ診療を再朋し、周

囲の状況も落ち滸きを取りもどしはじめたため、2

月10日をもって救殿所を閉鎖した。

国 県の救護所の開設

避難所にいる被災者等の医療を確保するために、

県の要諧により、市内 5カ所の避難所に、県救艘所

を開設した。開設期間は、 1月24日から 2月5日ま

での約2週間であった。

その間、国立長崎中央病院外、国立の 5医療機関

から、 4日周期で、医師 ・看陵婦、薬剤師等の医療

スタッフの応援を得て、各救護所での診療及び、周

辺避難所への巡回診療を行った。

回 巡回医療 ・健康相談

巡回医療は、 1月20日より開始し、加西市民病院、

国際医療センター等15の医療機関からの協力を得た。

医師、呑談婦、薬剤師等のスタッフが来所し、避難

所を巡回し診療に当たった。避難所の受診総数は、

2,091名であった。

受診者の内訳は、前記救護所の場合と大差なく 、

地裳直後は、外科的疾患（創傷、捻挫、骨折、関節痛）

日時が経つと内科的疾患（感冒、胃腸病、その他の

慢性的疾患等） の受診者が目立ちはじめた。

特に1検性的な病気である高血圧、不整脈、狭心症、



糖尿病など常に食事の注意や疲労の防止など、日常

生活での注意が必要な病気は、不自由な避難所生活

では満足な食事管理も出来ず、合わせて他の避難者

との人間関係のトラプルなど病気を悪化させる要因

が増大してゆくばかりで、一日も早い住居対策が望

まれた。

健康相談は、巡回診療時に保健婦が同行し、随時

その場の状況に合わせて、健康相談を実施した。

困 予防接種の実施

血液検査等であった。肺がん検診は胸部レントゲン

の間接撮影で、各ふれあいセンターでの実施日と受

診者数は下記のとおりである。

また、仮設住宅入居者に対する健康問題への対応

等の一つとして、健康相談を開始した。 これは、保

健所と協談のうえ、各仮設住宅ごとに分担して担当

しそれぞれの実状に応じて健康相談を実施してゆく

ことにしている。

市は当而すみれが丘、北ひばり、 宝梅の各ふれあ

今回の地霞に際し、被災者の間でカゼの流行が問 いセンターを担当し、 11月より開始した。11月、 12

題となったため、その対策の一環として、予防接種 月中の指郡の状況は下記のとお り。

法に基づく予防接種とは異なり 、あくま 健康相談尖施状況 月日 米所者数 内 容

でも個人の発症予防、重症化防止を目的 Iすみれが丘 I11月24日1 5 1結果指群、巡動指祁、栄従指祁
として、避難所に避難されている65歳以 I北ひばりが．E：| l2月7日1 7 結果指祁、ヨガ（自治会主催）
上の高齢者で希望される方を対象に、イ

ンフルエンザワクチン接種を実施した。

まず、 2月1日（水）に全ての避難所を対象にワ

クチン接種希望者の調査を実施し、 258名の希望が

あった。これを受けて、2月4日（土）から 2月8

日（水）までの5日間にわたって延べ12会場で実施

し、271名の希望者に対して255名にワクチンの接種

を実施した。

スタッフとしては、 2月4日（土） から 2月5日

(13)の2日間にわたって、厚生省派造団として、

束悔大学医学部から医師2名、看護婦（士） 3名が

来宝されワクチン接種に協力を得た。また、 2月6

El（月）から 2月8日（水）の 3日間にわたって、

宝塚市医師会の医師6名の協力を得てワクチン接種

を行った。

回 仮設住宅入居者の検診・健康相談活動

市内の仮設住宅のうち、ふれあいセンターのある

仮設住宅で、 8月上旬より、検診を開始した。内容は、

成人病検診と肺がん検診で、成人病検診では、身長、

体璽測定、血圧illlj定、尿検査、 心電図、眼底検査、

実施日、場所及び実績

(1)平成7年8月10日 高司ふれあいセンター

(2)平成7年9月5日 野上ふれあいセンター

(3坪成7年10月17日AM すみれが丘ふれあい七ンター

PM 売布束の司ふれあいセンター

(4坪成7年］1月8日 北ひばりふれあいセンター

(5芹 成7年］2月5日AM 中山台コ ミュニティーセンター

PM 宝梅ふれあいセンター

合 計

囮 防害高齢者等訪問ケアーサービス

従災当日の宝塚市の高齢化率は12.3％で、 65歳以

上のひとり暮らし高齢者は、約2.800人、うち80歳

以上のひとり暮らしは約100人、ヘルパー派遣予備

群としての虚弱嵩齢者は約130人と把握している。

これらの中で、ホームヘルプ家事介護サーピスを

受けていた高齢者は、300人、障害者30人、訪問看

護利用者55人、リハピリ教室利用者120人、訪問指

恐継続フォロー者約130人であった。

避難状況は、入院と施設入所20人、親戚等への避

難20人、避難所生活20人であった。

訪問活動として、電話訪問による安否確認、飲料

水 ・食物の配達、避難所移動の説得 ・介助、生活情

報の提供、避難所への救援薬剤配達、避難所要介設

者訪問調査、仮設住宅単身高齢者、KDD寮入所者

の訪問ニーズ調査等の訪問ケアサーピスを行った。

(9) 生活環境衛生対策

成人病 肺がん

]6人 16人

28 24 

14 14 

16 15 

18 16 

8 7 

J6 15 

116 107 

① し尿の収集

震災直後本庁窓口は、 ト

結核検診 イレが溢れそうなので汲み

取って欲しいという電話が

嗚りつばなしの状態であっ

た。とりわけ、汲取り世帯

が旧集落に集中しているこ

ともあり、 塀、家屋倒壊に

よる道路の途絶で迂回を余

儀なくされ、また、道路損

l6人

25 

14 

15 

16 

8 

15 

109 
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壊により目的地まで到達しないためホースを延長し

ての汲取は、若 しく作業能力を低下させた。

業者への連絡は、庁内咆話がかかりにくく、公衆

電話で連絡をとるという状態が続いた。

1月17日から 5月31日までの避難所仮設トイレの

汲取枇は、約35万7,000t、一般家庭の緊急汲取は、

3万8.sooeであった。

② 仮設トイレ等の衛生対策

トイ レロから森尿が溢れ出ているかの有無の確認、

地従により水道管が割れたものについては、水道の

元栓を締める指森を行った。また、痰尿の溢れた箇

所については、伝染病発生予防のためi肖茄対策を講

じた。 仮設 トイレ設骰期1itl中は、汲取菜務のほか、

仮設トイ レの消覇を週1回程度行うほか、避難所の

水洗トイレの復旧状況や仮設トイレの使用状況の巡

回点検を行った。

仮設トイ レは116基確保し、27箇所の避難所等に43

基を設置。その他武庫川河川敷等の数箇所のがれき

仮紺場にも 、必要台数を設四した。

③ 家庭系廃梨物収集 ・巡搬

職貝自身及び家族が被災している職員や、交通機

関等の途絶もあり、当日は全職員の約20％の戦貝で

収梨業務を行わなければならない状態であった。さ

らに、主要道路が壊滅状態のため、車両の異’iii'な渋

滞が税き、牲段の数倍の時間を要してもなお、ほと

んど収集出来ない状況であり、 このため、 収集1本iliIl

の立直しや、道路の通行の確保が急務となった。

このような混乱状態からスター トし、ごみの姑は

収集批よりも排出磁の方がはるかに多く、 ごみス

テーション以外にもあらゆるごみが（建築廃材など

も多く）山梢み状態となり、クリーンセンターヘは

通行防害、緊急車両の通行確保、放火などによる火

災発生の不安、また術生上などから即刻l且収の要望

に電話が嗚りっぱなしの状態であった。

］月21日から県下及び大阪府下等9市 2町からの

業務応援を受け、ごみ収集体制の強化により、 2月

上旬から、可燃ごみ及び賽源ごみに限って一・応復帰

出来た。

④ 家庭系般廃梨物の処理

クリ ーンセンターの焼却炉、祖大ごみ処理、し尿

処理の各施設及び各プラント類の損俗は幸いにして

軽微であり 、稼動には大きな支1旅がなかった。

従災に伴い家屋の倒壊による家庭等での食器棚、

本棚、冷蔵Iiじ、テレピ、 I淘器類、ガラス等等家庭系

一般廃爽物が多批に発生した。このため分別して収

集が不可能となり、やむを得ず滉合収集しク リーン

センターで焼却処理を行った。

1月19E!の午後8時ごろ、焼却炉へ多批の陶器、

ガラス類が混入したため炉l}、］にクリンカー（浴けて

固まりになったもの）が発生し非常倅止する事故が

発生した。職貝総動員して焼却炉の復旧作業を行い

20日の午前1時ごろ運転を再開した。以後可燃ごみ、

不燃ごみを分別し、不燃ごみは、昭和58年から休止

していた宝塚市不燃物埋立処分地に搬送した。

なお、クリーンセンターに収集及び搬入された家

庭系廃梨物砒は 7月までの半年間で約4万3.800トン

にのぼった。

前年同月とのこみ逗 （家庭系）の比較（建設廃材を除く）

平成6年 平成7年
(IH-6月） （l卜J~6}J) 

ごみ址（トン）ごみ址（トン）前年lt（トン）J竹減半（％）

I H 5.273 9,456 +4.183 +79.3 

2H ~.522 7.439 +2.917 +64.5 

3卜l 5.521 6,914 + 1.393 +25.2 

4月 5.663 6.334 + 671 +11.8 

5月 6.337 7. I 10 + 773 +12.2 

6H 5 ̀  94 5 6.538 + 593 +10.0 

合計 33.261 43.791 + 10,530 +31.7 

⑤ 入浴施設の確保対策

捉災発生の直後は、まず、避難すること、食べる

もの、水などが確保されていく大変な状況の中にも、

ようやく人心地がついてくると、何日か忘れていた

「入浴」すなわち「風呂に入りたい」という自然な

欲求が、多くの人から出されてきた。

地域防災計画上には、災害時の風呂の対策は講じ

られていなかったが、焚境管理課、生活｝虹境課を中

心に急速対応することとし、部内他課の応援も求め

て順次仮股風呂を聞設していった。

ア 市役所設置の仮設風呂

県が、宝塚市全体用として、仮設風呂12払、仮設

シャワー20甚を市役所 1階パルコニー （市民ホール

横）に設骰した。農災後、12日目にようやく設趾完了、

市で、管理、運営を行った。

入浴時間は、朝10時から夜9時まで、ポラ ンティ

アの協力を得てオープンした。



自衛隊 「野営風呂」

市役所の仮設風呂だけでは、十分ではないので、

自衛隊努七後方支援部隊（陸上自衛隊東千歳駐屯地）

が、 2月1日到滸。 2月3日から入浴開始という計

画が立った。風呂の設営は、自衛隊が行いそのこと

に係る水の給水、排水、利用についてのPR、利用

形態の条件整備等を至急市が行わねばならなかった。

1時間に約60人ほど入れる大浴柏が設悩された。

(1日最大450人入浴可能）、男性は、奇数日、女性は、

偶数日の入浴となった。

◎途中から、「第36普通科連隊 宝塚入浴支援

班」（陸上自衛隊 伊丹駐屯地）が、任務交替

◎場所 ：末広小学校前の武肱川河川敷公園

◎入浴時間 ：午後 1時から午後 9時までとして

オープン（次頁表参照）

ウ 避難所仮設風呂

避難所における仮設風呂の要望を受けて、施設箭

理者に対し、僻理巡営締を含めた仮股風呂の設i性に

ついて、意向調査を実施、顧次、対9、も可能な所から、

バスメーカー等の協力により設骰していき 、全部で

13箇所の避難所に、仮股風呂24台、シャワー 3台を

設骰した。

さらに、移動式のトラックシャワー貸与の申し1J'1

があり、仮設風呂が設骰されるまでのI:IJ、良元、売

布の両小学校避難所に置いた。

避難所仮設風呂については、避難者の袈望が裔い

ものの、その箭理巡営等を考えると 、必ずしも施設

岱理者としては、受入れに多くの課題があり、すべ

ての避難所に設置することは、できなかった。

クリ ーンセンター風呂

クリーンセンター内に、職貝が昼間に利用する風

呂の設備があり、風呂の提供は、多いほどよいとい

うことで、 2月8日～ 4月15日までのIlil、夜6時

から 8時まで、市民に開放した。

スポーツセンターの 「シャワー」の開放

2月8日から 4月25日まで開放。

入浴は、午前10時～夜8時まで。

男性6台、女性6台利用。

⑥ その他の対策

・有害物質の大気汚染状況

霞災後より 、環榜庁、県、市が協力して環榜モニ

タリング調査を実施した。その結果、本市では、特

に影翠表は見られず、我が国の都市地域の現税浜度の

イ

工

オ

許容範囲に入っている。

• 水質汚濁

霞災による被害の著しい地域において、環榜庁が

県、関係市町村の協力のもとに、工場、事業場から

の有害物質の漏出等による二次災害を未然に防止す

るためモニタリングを実施したが、二次災害につな

がるような工場、事業場の損壊はなかった。

長
野
県
山
ノ
内
町
か
ら

天
然
湯
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

(IO) 

二
月
十
六
日
、
長
野
県
下
ヤ
9

井
郡
山
ノ
内
町
か
ら
湯
田
中
温

泉
の
温
泉
水
八
J
が
届
け
ら
れ
、

武
廊
川
河
川
敷
の
野
常
風
呂
に

供
給
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
ノ
内
町
と
同
町

観
光
協
会
、
同
町
旅
館
紐
合
が
、

地
設
で
被
害
を
受
け
、
今
な
お
、

入
浴
に
不
自
由
し
て
い
る
人
た

ち
に
、
一
日
で
も
温
泉
気
分
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
英
施
し

た
も
の
。

保
温
タ
ン
ク
に
入
れ
、
十
一

時
間
か
け
て
映
送
さ
れ
て
き
た

温
泉
水
は
、
風
呂
へ
く
み
出
す

と
、
盛
ん
に
白
い
湯
気
を
立
ち

の
ぽ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

仮設住宅の確保

① 応急仮設住宅の建設

｝心急仮設住宅は、災害救助法に基づき、災害のた

め住家が滅失した被災者のうち、自らの脊力では住

宅を確保できないものに対し、簡易な住宅を仮設し、

一時的に居住の安定を図ることを目的としているも

のである。

応急仮設住宅の建設は、国の捉任のもとで都道府

県知事が実施するものとされていたが、県において

は、今匝の捉災までは、知事の災害救助に1見する事

務の包括的委任規則により 、仮股住宅の建設を含め

災害救助については全般的に市ll「［長が行うものとさ

れていた。 これに基づき宝塚市においても、地域l坊

災計画の規定どおり、包括的に仮股住宅の建設に関
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市民ホール風呂及び自衛隊風呂入浴利用状況

．凡例女…最泊j r市民ホール1乱呂」 「白術隊）函し呂」
＜ tiii 考 〉

月 ロ 〈延べ人数〉 （延ぺ人数〉

1月29日（日） 286人 ※1/29市民ホール風呂稼働

1月30日01) 434人

1 fl 3 I口肉 547人

2月］1:l(松 789人

2月2日（杓 828人

2月31:1(~) 790人 30人 ●2/3自衛隊風呂稼働

2月4日(:l.:) 808人 86人

2月5日（口） *831人 121人 入浴者最裔

2月6B01) 691人 89人

2月71:1飲） 787人 119人

2月8日（杓 734人 221人 ※2/8市役所一野‘送）乱呂Ilりをシャトルパス稼拗

2月9日（杓 695人 178人

2月10日(1l） 561人 171人

2 H I 1日ti・) 556人 196人

2月12日(El) 529人 ]85人

2)-j13日Ull 370人 239人 ※2/13から,Ii役所は、奇数LJ―女、偶数1」一拐とした

2月141:1伏） 316人 267人

2月15日（杓 467人 234人

2月16日（杓 298人 *282人

2月17日（合） 353人 186人

2月］8日(:Jj 231人 186人

2月19日(Ul 368人 233人

2月20日(fl) 220人 14,1人

2月21日図 307人 172人

2月22日（杓 270人 156人

2月23日（杓 339人 181人

2月24日（合） 167人 142人

2月25日山 251人 171人

2月26日（口） 223人 151人

2月27日UI) 227人 130人

2月28□因 143人 159人

3 H l日（戎 219人 J 74人

3月21::1（杓 J37人 l~O人

3 H 3日伶） 180人 99人

3月41:1仕） 137人 98人

3月5日（日） 140人 123人

3月61:IUJl 107人 89人

3}-l 7 D伏） 176人 80人

3月8日（ポ 100人 75人

3月9El(杓 142人 90人

3 R 10日（令） 73人 39人

3月II Eltl・) 71人 65人

3月12LJ(B) 93人 64人

3H13□(JJ） 73人 79人

3月14tl囮 75人 44人

3月15U(杓 73人 56人

3月16日（木） 34人 14人 人浴時間を13: 00-21 : 00に変更 （従前は10:00-21 : 00) 

3月17U（金） 50人 54人

3 月 18 日U•j 53人 34人 ●3/18 自衛隊）点し14終r
3月19日(Ll) 49人

計 5.846人

3月20日（月） 43人

3月21日伏） 54人

3月22日（水） 49人 ※3/22ーガス復IH率99.9%（未復IH戸数…100)

3}-j23日（木） 55人

3月24日倹） 24人 ※3/24 市民ホール／風呂終r
計 L6.623人 3/26 損壊家松を除き、ガス全I面復II:I
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わるはずであったが、県の規則改正により、仮設住

宅の建設についてのみ捉災発生時に遡って県矧事に

権限が留保されることとなった。窟災直後のそのよ

うな経緯を経て宝塚市は以降、市内建設用地の確保

をはじめとして、建設に関する調整、珠集 ・入居事

務から笠理まで、設計 • 発注を除くすべての事務を

行った。

秘集要領

家屋の1到壊などにより住宅を失われた方に対する一時的な住宅の提供ににいて、つぎのとおり硲集をおこないます。

t|I込区分 戸数 叶lし込み単位 場所

仮股住宅 151 制限はありません。 上池公園内、安倉南、脆塩、
（単身者は 2人以」．．で1|lし込ん 美座、甜司各地区

でください。）

公I寸l住宅 230 2家族でかつ5人以上 兵庫県内、大阪府内

兵叫県営住宅 30 2家族でかつ5人以」’. 阪神lIIl、神戸、東播庖地域

1|i‘揺住宅 10 2家族でかつ5人以」-. 中筋住宅、池ノ島住宅

兵hlt県以外の県営住宅 若干数 制限はありません。

（岡山県、広島県、香川県、 左記の県内

fl（歌Ill県）

l 住宅が全半壊するなどして、引き続き住むことが出来ない方に限ります。

2 入屈期間は 1年間を1根）支とします。

3 家tr（は邑且です。（ただし、共ぶt.1fなどは有科です。）
4 11Iし込み多数の場合は辿星とします。

5 Iりil!J.]経集の大阪府‘酋住宅の当選者については、 IIIし込みできません。

ただし、補欠者は111し込みできます。

l jUlll.ll 平成7年1月2211{1」)~25[1｛杓

2 方法 1|Jし込みll1紙に記入してください。

3 受付場所

/¥M!J: OO-PM5: 00 市役所

入居h［能時期

約］ヶ月以杓

手続き完了後RIIII寺

手器（き完了後即時

手続き完了後即時

手続き完了後i!ll時

PM 3 : 00-PM 5 : 00 下記の避難楊所、各憐保館、 1足尾支所、箕雀ケ五：出張所、宝塚駅前サーピスステーション

民元地区 仁川小、良元小、末）戊小、 西l[l小、光明小、沿j司小、蒻司中、阪神競馬場

宝塚地区 売布小、スボーツ七ンター、宝塚市民会館、総合福祉センター、 JI1f11i会館

長］←店地区 l令jひばりガ丘中、東公民餡

注．．な事項

l 仮設住宅のみ邸齢者、身体l;,•沢炉者、乳児または妊並婦のいる 111：帯について、優先枠を設ける-f定です。

2 当選された方のわりあて方法は、仮設住宅とI|i歯住宅については宝塚1|iが、県裳住宅と公団住宅については兵祁県及ぴ

公団がおこないます。

3 手続き期間は未定ですが、1形定手続きをすまされない方は、無効となります。

4 実態濶査のうえ、 1|lし込み内容と相辿している場合は、当選されても取り消しします。

5 砲話によるIIIし込みはできません。

6 発表については、後l」各避帷楊所、支所、出張所などに掲示します。

各fl:．宅の概災

l 仮設住宅・・・25m'程度、 6帖、 ,j.51J11i、パス、 トイレ、流し台

2 I |j揺fl:．宅••3K または 3 DK 

3 県‘i甜l,•宅等・・詳細不明
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宝塚市

地震災屯に遺われたみなさまに、心からお見舞い1|．iし上げます。
さて、家圧の倒壊などにより住宅を失われた方に対する一時的な住宅の提供について、つぎのとおり 2次硲狼をおこ ない

ます。

**＊仮設住宅等 2次硲集のお知らせ＊＊ ＊ 

IlI込区分 戸数 IIIし込みlji.位 ・ft格 楊所（予定） 入屈可能時期 住宅概要

A 仮股住宅 795 特に制限はありません。 安危北l丁目 2月下旬以降 6帖、 4.5帖

(1:ji身者は 2人以上でl'lc!し込ん 中lll中央公園 の予定です。 バス、トイレ、流し台

でください。 1人で申 し込ん 平井公園 ［心Ir建設予定］
だ場合は、市で組み合わせを 逆消i台 l丁目 分については

します。） ほか シャワー、トイレ

は共用です。

B 公l寸l住宅 若干数 特に制限はありません。 京都市内 手続き完了後 l DK、lD

（住宅都市整vlii公1::I:I) （桃lIII寸l地） lil1時 2K 

F 兵hlt県ti・：宅供 15 2家族でかつ 5人以上をIJ;(WJ安危lstl地、宜梅団地 同 I・.

給公社 とします。

G 凧用促進住宅 2 （住宅の大きさによ って］家族 山本野且府l地 同」•・ 
で入居できることもあります

例 !DK等）

H 大阪府営住宅 100 大阪府内 同」".. 

I 大阪市‘砧住宅 30 特に制限はありません。 大阪市内 圃上

J その他の市裳住宅 41 束大阪市、八吊市、堺 伺」••

（大阪府下） 1 | J. 

k 匡ln.（砲信他話(I閲 106 泌i65歳以 l-．の/,Jj齢者l附楷、ま TIil9、J売布 56戸 Ill],-. 6帖十押入

社：日旅 たは i：J:子•iil術に限ります。 寿楽壮 50戸 浴室、 トイレは共同

です。

磋MS条件
1 住宅の全半J災などで、引き続き(:I:．むことが出来ない111.’ヽ附で、その面l:．明ができるllI才行に限ります。（例、被災証1月）

2 人居期間は1年11llを限1文とします。

3 家貨はiIIt科です。 （ただし、各戸の光熱水1¾ . 共益狩はご貨担下さい。）.，.． 

4 1|lし込み多数の場合は辿選となります。

5 iii国の》料集ですでに入居斡旋している1Il:4ifについては、l|lし込みできません。

6 1反設住宅を前I!.!)IIlし込みされた1II滞は、今後の仮設住宅の経集においてもliJ込者として登録します。

あらためて「Il込みを行う必要はありませ＿ん。（前lnl分の受付梨を紛失しないように屈liいます。）

1|l込要領

1 期 間平成7年2月8El（水） ～ I I LI （祝）

2 方 法受付楊所で11Iし込み｝廿紙にご記入してください。

3 受付場所 AM9 :OO-PM5 :OO rli役所 (1階、第 1会議空）、長尾支所、芯雀ケ丘出張所、宝塚駅前サーピスステーショ
ン、第l.第2.第3隣保館。

抽選結果の発表

平成7年2)-j下'oJ

その他

l 各LII込区分に満65歳以上の甜齢者、身体1依甚者手1限に記載されている 4級以」：の身体ド紅；：者等、i酋l歳未i扮の乳児、妊逝婦、
I:J了家庭、病気で裂たきりの方のいるll．．骨及び生活保渡世俯については1綬先枠を設ける予定ですので、その旨備考樅lにご

記人下さい。

既に、第1次秘集で仮設住宅に応硲された111：僻についても 、該当する楊合には・1|i役所へl|1し出て ください。

特に、80歳以」．．のば：j齢者、身体防省者手帳に記載の I.2級の方、1tt行手帳A判定の方、病気で疫たきりの方のいるlIl：術

については、（憂先的に入居していただく ように考えておりますので、ご協力l！易りますようお原[iいりIしあげます。
当選された方のわり あては、各事業主体または宝塚iiiで行います。

手続き期間は木定ですが、所定の手続きを行わない楊合は、無効となります。

尖態濶査のうえ｀1|Iし込み内容と柑辿している場合は、当選されていても取り消しとなる楊合があります。

地話及ぴ郵送によるiiIし込みはできません。

お身体の不n由な方で1|Jし込み場所に来られない楊合は、Tli役所仕宅課に1維相談ください。

問い合わせは、 宝塚Tli役所住宅課 まで

TEL 0797-71-1141 (1J~Mi!2377) 

(iii役所、支所、出張所、第l.第2.第3隣保館、各避難場所、などに掲示します。）

2
 

3

4

5

6

7

 

重複して111し込みできません
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※※※仮設住宅等 3次硲集のお知らせ※※※
宝塚市

地災災彩に巡われたみなさまに、心からお見耕い1|lし上げます。

さて、家届の倒壊などにより住宅を失われた方に対する一時的な住宅の提供について、つぎのとおり 3次診長集を行います。

1|l込区分 戸数 r|lし込み単位 ・査格 場所(-f定） 人屈・時期 住宅概要

特に制限はありません。 沿j司4丁目 美幸IIIJ 4月25日以降 6帖、4.5帖

A 仮股住宅 1107 （絹．身者は 2人以」．．で1→|lし 中ill五月台小林1丁目 の予定です。 バス、 トイレ、流

込んでください。 ］人で すみれケ丘 Ill手台 し台

1|Iし込んだ場合は、市で 市外（三川Ili、!II西市、猪名JII Ill]') 

組み合わせをします。） ほか

硲集条件

］ 住宅の全半壊などで、引き続き住むことが出米ない肌術で、その証明ができるIl..，梢に限ります。（例、被災証明）

2 入屈期間は］年間を限疫とします。

3 家itは無科です。（ただし、各戸の光熟水牲 ・共益代はご負担下さい。）
4 LIIし込み多数の楊合は他湮となります。

5 前皿までの彦俎集ですでに人居斡旋しているIll：帯については、 IIIし込みできません。

6 仮設住宅をすでに1れし込みされた1l：帯は、今皿の仮股住宅の経集においてもIII込者として登録しています。
あらためてr|l込みを行う必要はありません。（前回分の受付票を紛失しないように崩Iいます。）

1|l込要領

l 期 間 平成 7年 3月26Ll (I」)~281□1（火）
2 方 法 所定のIIIし込みJ.廿紙にご記入の」-.、彼災証l附加の写しといっしょに提出してください。
3 受付場所 AMIO: 00-PM 5 : 00 市役所 (1階、第1会議室）

抽選結果の発表

平成7年4H 8日 (rli役所、支所、出張所、第 l•第 2 . 第 31憐保館、 各避難場所などに掲示 します。 ）

その他

1 各 1 |l込区分に満65歳以 l-．のtij齢者、身体節古者手1µJ~に記載されている 4 級以.I-．の身体節4f者等 、 満 1 歳未滴の乳児、妊殺婦、

I:l子 家庭、 1対気で衷たきりの方のいるIlt梢及ぴ生活保護iU：帯については優先枠を設ける←f定ですのでその旨備考欄にご氾
人ください。

既に、第 1次及び第2次森集で仮没件宅に応診長された111汁府についても、該当する場合には市役所へ1―I―Iし出てください。
2 特に、80歳以上の翡齢者、身体1咲寓者手1帳に記載の ］． 2級の方、1杖脊手帳A判定の方、難病息者の方、射気で裂たきり
の方のいる世；術については、俊先的に入届していただくように考えておりますので、ご協力賜りますようお顧い1|Iしあげ

ます。

3 所定の手続きを行わない場合は、無i：）)となります。
4 尖態閻究のうえ、l|lし込み内容と柑迩している楊合は、当選されていても取り消しとなる場合があります。

5 ，1じ話及び郵送によるIIJし込みはできません。

6 お身体の不l廿I]な方で1|lし込み場所に米られない場合は、市役所住宅課にf雑相談ください。

住宅都市整備公団の一時使ll什l住宅の入屈者を硲集します。

戸数 IIlし込み単位 ・脊格 団地名（予定） 入居可能時期 住宅概要

120 特に制限はありません。 東豊,_,J第 1（ぬ中市） 東淀！1|（大阪市） 手続き完了後即時 1 DK、2K、
東長屈第2（大阪Iii) 下新庄（大阪市） 2 DK、

香 里（牧方市） 金岡（堺 iii) 2D（テラスタイプ）

中宮第2( /, ） 中百舌島（ ，1 ） 3 D( ，，， ） 

桃 山（京都市）

珍氾集条件

1 住宅の全半壊などで、引き続き住むことが出来ないIll..、iifで、その証明ができる1世帯に限ります。（例、被災証l月）

2 入居紺lIIりは平成8年2JI 4 LIまでとします。
3 家貨は無料です。（ただし、各戸の光熟水代 ・共益1.tはご負担ください。）
4 仮設住宅等の孫集ですでに入屈祢旋している1り消｝については、 l|lし込みできません。

5 宝塚市民の方、若しくは宝塚iii内に避難されている方に限ります。

111込要領

l JOI Ihl 平成 7年 3H 22LI （水）～28日 （火） （先籾頒ですので、；；；料集戸数がなくなり次第終了します。）
2 受付場所 /¥MJO:OO~PM5 :00 市役所 (l階、第 1会議室）

3 持ってきていただくもの…被災証明許の写し、印鑑

問い合わせは、 宝塚市役所 1主宅課 TEL 0797-71-1141（内線2377)まで

**** 犯複してrl1し込みできません。 **** 
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|I行事 II

平成7年1月22日

1月25日

1月28且

l)-j3l日

終了

抽選El

発表

2月8H 

2月11[I 

2月26日 抽選日

2月28日

3月261:1

3月28日

4月5日

4月8日

開始

開始

終了

発表

開始

終了

抽選

発表

第

l
次
珠
集

⑥

◎
 

第
2
次
募
集

@i 

◎ 

第

3
次
珠
集

＠
 

◎
 

応急仮設住宅入居斡旋の経過

|I内容 II
仮股住宅

彦辺集戸数 151戸

応硲数 1.833通

差引△ I,682通

入居手続き期llll
2月6日-2月l9日

仮設住宅

多i集戸数 795戸

応
1次残り 1.682通

←ォ}ドり・ 2 次 495通

数
合計 2.177通

差引△ 1.382通

入居手続き期冊

3月6LI~ 3月191:1

仮設住宅

瀕兆戸数 1.107戸

2次残り 1.382通

応務数 3 次 Ill:iiii 

合計 1.493通

応秘者の内804名当選辞退

全仮設戸数 ．1.635戸

入居手続き期間

4月II日～4月30日

·· ···························· ·· ·····················• · · ·•··· ···• • ·· · ····· ··· ·······、

I 3次硲集においては、応硲者は全貝当選の取扱を行った。 ； 
；ょって、応急仮設住宅の一般公募は今回で終了。 ： 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1次斡旋住宅 工事期間

..L．．ノ池公園 20戸 滸エ
安介南l丁目 15戸 1月22日

鹿塩 15戸
店司4丁目 86戸 完成

安倉北l丁目 ]5戸 2月5El 

KDD寮

珍長躯戸数 106戸

応募数 47通

差引

舒借契約日

2月8日

55戸

2次斡旋住宅 （下記住宅の内552戸契約完了）

逆瀬台1丁目 25 すみれガJi1丁目 20 
安む北IT日 50 悩松第2公園 12 
平井公園 44 すみれガ丘北公園 25 
中山中央公園 98 中山桜台公園 32 
中野町 10 安trr+-i第3公園 12 
中山五月台公劇 54 安倉悴j第4公園 l 2 
安倉下ノ池公園 60 売布東の町 148 
安介上ノ池公園 lO 山手台 90 
末成町 20 宝梅2丁目 110 
野上2丁目 17 野J:.3丁目 150 
中筋2丁目 20 今盟町 28 
中筋lT且 8 三Hi市相生町 30 

工耶期llil
2月20日から馴次滸エ
3月6日から4月15Uにかけて顛次完成。入居
手統き期間以後は完成と同時に鍵を渡した。

3次斡旋住宅（上記住宅の内

すみれガ丘中央公趾 70 北裳雀ガ丘
癸券公Bl ， 172戸の内145
小浜2T目 10 三廿lilr麻士丘
111本jfilltl 32 214戸の内 70
餌殿山公園 8 JII西市南野坂

200戸の内 。
工事期111]
4月5口から順次ff工
4月201:l迄にNii次完成

斡旋残を含む）

． 
． 第2回務集

7月7IJ-7月14日

抽選 • 発表 7月15日

． 

第1回珠集
5月151:1-5月19日

抽選•発表 5月20日

第3回珠集（空家待ち）
8月121:1-8月18日

抽選 • 発表 8月20日

空
き
仮
設
住
宅
の
入
居
斡
旋

診｝集戸数

汐潟集戸数

36戸 応珍俎総数 301通

現仮股住宅入居者

その他

156通
183通

応珠総数 188通

現仮設住宅入居者 118通
その他 70通

◆6月1日～随時受付淵始（北丞雀ガ丘、 三t8相生、 三田貨士ガ丘）

59戸

空
き
待
ち

応秘総数127通

今回の抽選は、入居希望住宅を特定し空き待ちJliiを決定する抽選を行った。
以後、巾込者を整理した処、最高で23人 (150戸） の顛番待ち、又全待機者は
183名である。
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応急仮設住宅入居状況

平成7年6月30日現在

番号 仮設住宅名 所在地 建設戸数 入屈・戸致

1 甜司 4丁目 翡司4丁目6-33 150 150 

2 上の池公園 安倉北4丁目3-1 30 30 

3 廊塩2丁目 施塩2丁目13-13 l 5 15 

4 安か南1丁目 安倉南 1丁132-22 15 15 

5 安む北）丁目 安倉北1丁目J0-1 65 65 

6 逆瀬台］丁目 逆瀬台 1丁El1-11 25 25 

7 平井公OOl 平井6丁目3-33 44 44 

8 中山中央公園 中山桜台6丁目 98 98 

， 中野111r 1卜野町22-23 10 10 

10 中11」五H台公園 中Ill五H台3丁目26-1 54 54 

II 下の池公園 安倉中6丁目4-27 60 60 

12 末成1I「J. 末成町6-3 20 20 

13 野」-.2丁目 野」―..2丁目3-38 17 17 

] 4 中筋2丁目 中筋2丁目8-2 20 20 

15 中筋l丁目 中筋 J丁目l2-52 8 8 

16 すみれガ丘l丁目 すみれガ丘］丁目5-3 20 20 

17 高松第2公園 沿j松町2-56 12 l 2 

l 8 すみれガ丘北公園 すみれガ丘3丁目4-l 25 25 

19 中山桜台公園 中111桜台4丁El12-2 32 32 

20 安倉南第3公園 安む怜i4丁目39-3 12 l 2 

2J 安倉南第4公園 安介it12丁目17-8 12 J2 

22 売布東の町 売布東のIIIJ12-7 148 M8 

23 山手台 切、Illl字長尾l_LI7番 90 90 

24 宝梅 2丁目 宝梅2丁目6-28 110 uo 

25 野」..3丁H 野」-.3丁El12-20 150 150 

26 今星町 今星町9-3 18 18 

27 すみれガ丘中央公園 すみれガ丘2丁b14-l 70 70 

28 美幸公悛l 美幸II「J11-25 ， ， 
29 小浜2丁目 小浜2丁且2-27 JO JO 

30 山本悴j1丁Ll 山本南」丁目37-1 32 32 

3」 御殿山公園 御殿山 2丁目J4-3 8 8 

32 北槃雀ガ丘 切畑字・L乏尾Il_ll-165 145 145 

33 三田iii相生IIIJ 三1:E1市柑生町27-15 30 30 

34 三田Im;r士が丘 三仙Ii麻士が丘ST且l 71 7l 

市内32ヵ所 ・三田市2ヵ所 計34ヵ所 計 1635 1635 

応急仮設住宅入居のしおり

◆入届の手続き

1、入居の期限

応急仮股住宅使用舒借契約日から 1年間を限9文とする。

今回の入居は被災者用住宅のため、各自1年以内に住宅

の確保をしてください。

2、入屈の手続き

（）） 応急仮股住宅使用貸偕契約の締結

契約咎に署名と押印していただき、双方各 1通保有する

ことになります。（別添の柑類に署名押印後、カギをお渡し

します。）

(2) 入居手統きに必要な添付杏類

①被災証明柑の写し、（提出済者は除く ）

②斡約l!.,t(｝｝縣の世類）

◆逍気 ・ ガス ・ 水追等の使用 l~J込

入居される方が、それぞれ下記の営業所へ直接l|Iし込ん

でください。手続きが済まないと使用できません。

）、樅気

俎気は関西砲力との直接契約となりますので、関西砲力

へ！l［前に1彫話等でl|lし込んでください。料金の支払方法や

供給開始1:1は、人居者が各自で関西他力と取り決めてくだ

さい。

＊供給印込み先

関西地力（掬宝塚営業所 t麟 0797(85) 0201 

2、ガス

・仮設住宅のガスはプロバンガスの供給となりますが、

大阪ガスが窓口になりますので、入居者各自が1じ話で

lれ込みし、ll肘1栓LI時を打合せて立会い、料金の支払い

方法等も大阪ガスと取り決めてください。（「仮設住宅

のガスの1if•l栓です」と言い、 住所 ・ 氏名 ・ 仮設住宅名 ・

部li:番号 ・辿絡先 ・1ii-J栓希睾Uを言うこと）

*IJり栓りI込み先；

①大阪ガス（｛屈兵庇支社お谷様センター

fじ紺~078 (360) 3100 

神戸rli中央区東川崎町 1-8-2

②仰ミツワ 砲話0727-56-]75] 

ll1西市久代2丁目 2-1

（開栓時間は午前l011寺～午後4時までのIU]にお頻いします）

3、」’．下水道

• 水道は仮設住宅完成時より通水しますので、各戸の止

水栓を各自で開けてください。

料金R·I符は、了•メーターで検針し、下水逍科と合わ

せて徴収することとなります。
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※
 
IIi．坊者と＇うしで 一室に入居される方は、 2名のlnJ届

となりますので、光熱水1和の負担割合は双方で話し合

いのうえ、お支払いください。また、名義についても

代表者を決めて1|I込んでください。

4、1註i_f

俎話はNTTとの直接契約となります。事前にNTTに

燿話で巡絡し、科金の支払い方法や使1.ll1itl始日等を1.|Iし込

んで下さい。場所によ り、地話器が設骰されているところ

もあります。番号の変更となることや従来の地活器の取り

扱いなど、1’tl閉して下さい。

＊契約111し込み先 西‘呂支1占仮設住宅受付七ンター

1
i
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フリーダイヤル 0120-889-028 

◆仮股ti:．宅建設位i初の住l,如滋示番J，}及ぴ戸数

9 ・ 10、'1’II I I妥fr6「II

12、9|’lllli)J台3「打26-I 

13、安介I96 J,＂ 4 -27 
1 7. Il巾i2 J•I] 8 -2 

18-2.すみれが丘ITll5-3 

19、すみれが丘3TIJ 4 -l 

頌 11•1111吋令4 J.n12-2 

23、 •Jt祁東の町12-7 

~1、 VJ畑';:1!比lll

25. ・t柑2「I_16 -筏

26. 9t」:3 J • I I I ? -20 
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ィ
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泊「i

2•I" 
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刃）」

認Ii
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9ori 

859i 

499-i 

27、今見町17-5・ 9-3 

28.村Iil4「LI6-33 

29、すみれがfi:2TII、1-1

30. 1.搾町11-25

31、小i兵2J• Il 2 -27 

32、Iii杓1il l-t137-1 

33、淵段ll12TUl4-3

3l．猪名JII員[i(l梨III:i：イヴシ124-I 15け

ti金3rn2-1

35. llli'lirlirliJf坂IT□1-1

37-I C:lllililll生日f27-15

37 -2て..Ilil|ii;f j：ガ丘51• 「1 1

別紙の区ITfriを参照してくださ

331 i 

17r-i 

64戸

70fi 

9 fi 

I Ori 

32i1 

8F 

扮ori

28戸

211)」

◆仮設住宅の間取り
Aタイプ(25吋）

※ゴミ骰場は、各住宅の人口周

辺に設骰します。

＊仮設住宅の設備についての問

い合わせは、市 ・建築課まで(71

-ll41内線2380-2388)

② 仮設住宅の管理

1必急仮設住宅の管理について

は、災害救助法に直接規定がないため、兵h|i県と宝

塚市との間において入居及び管理事務に関する委託

契約を締結した。

委託事項

入居器集及び入居者との使用貸借契約の締結

6帖(hl*．）

4.5帖
(fII窒，洋寇）

台｝斤

玄間

IVC 

I 
71J 

沿し

A 9 ! 1/f) ＼ICと7011ユニ ，卜刃

に関すること。

住宅の管理に関すること。

ウ

エ

ォ

入居及び退去に関すること。

入居者が提出する柑類の受付及び送付に1刻す

ること。

前各号に掲げるもののほか、入居者との連携

に関することとなっている。

③ふれあいセンターの設紺

設置主旨

被災により心身両面にわたって、大きな打漿を受

けた仮設住宅に住む高齢者等に対して、心身のケア

を行うとともに、コミ ュニティ形成の場や、ポラン

ティア活動の拠点等としても活用し、翡齢者鈴の自

立生活を支援する。 ふれあいセンターは、

0以上の仮設住宅を対象に設骰。平成8年3月現在

9カ所（①高司 4丁目 ②売布東の町 ③lll手台

④宝梅2丁目 ⑤野上3丁目 ⑥すみれガ丘中央公

図⑦北雲雀ガ丘⑧中山中央公園、(9)安介北 1丁目）

設附している。

イ 活動状況

心を通わせるバーペキュー大会、なべ大会、餅つ

き大会、小さな子どもを中心に梨まったお梨子づく

り活動、卓球、囲碁、将棋等、仮設住宅住民が自主

的に行う活動で交流を深めている。

ポランティアによる活動も多くある。仮設住宅の

高齢者等を対象にした食事会を行ったり、高齢者等

のために手摺りをつける等、仮設住宅を住みやすく

したり、仮設住宅生活情報を宅配したり、 美容をす

る等の活動である。

地域との交流活動に参加できるように地域のイペ

ント情報も掲示されており、地域住民と交流が行わ

ア

rぅ

れている。
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他にも、仮設住宅住民を対象に成人病検診、肺癌

検診、結核検診、歯科検診、 歯科相談、健康相談等

を実施している。

3 ボランティア活動

(1) ボランティア本部の開設

震災の翌El1月18日には、災害対策本部へ砲話で、

あるいは直接訪れてポランティア活動をやりたいと

いう申し出が相当数あったが、対応した福祉部では、

仕事を調整できるような状況ではなかったので、名

前と連絡先を聞いて、各自で避難所へ行って応援し

てもらうよう依頻するにとどまった。

以後、日を重なるごとに申し出は増え続けたこと

もあり、 1月20日に災害対策本部においてポラン

ティア本部の設樅を決定して、社会福祉協蔽会にボ

ランティアコーディネーターの派造を要訥し、翌21

日から市庁舎グランドフロアーの災害対策本部の横

で受け付けと業務のコーデイネートを開始した。

(2) ボランティア本部の活動

初日は50数名であったポランティア志願者は、日

を追って増え続け、 1週間後の28日には、300人を

超え、ピーク時には、600人近い人が全国から支援

活動のためにポラ ンティア本部へ躯まった。

1月中は、昼夜を問わず到箔する救援物；ftへの対

J心と避難所への支援活動を主に活動を行うが、特に

夜間の救援物質の荷下ろしと仕分けは、大変な作業

になり、連日数十名が泊まり込んで、 li哉貝とともに

膨大な屈の物；ftを受け入れ、仕分けや整理の作業は

4月まで及んだ。

1月28日には、ボランティア本部も同じグランド

フロアーの高年福祉課横に固定化し、事務局体制も

監うと同時に、市行政内部へのボランティアによる

支援ニーズを聞き取るとともに、避難所へも自転車

によるメール隊を派造し、生活liり報などを提供する

だけでなく、ボランティアヘのニーズも収集した結

果、活動の内容もポリュームも急激に膨らんだ。

2月に入ってからは、自然にポランティア自身の

中からリーダーも生まれ、継続して活動する人々に

も、役割が少しずつ固定されるようになったことか

ら、グループ分けと組織化が出来て、ニーズとポラ

ンティアの派造が大変顛調に行われた。

2月28日には、遠方から泊まり掛けで来ているポ

ランティアの疲労も限界に来ていることや、今後の

長期に亘るポランティア支援の体制を再構築するた

めに、いったん本部を解散することにして、解骰式

を行った。

3月から 5月までの間は、市庁舎のポランティア

本部だけではなく、総合福祉センタ ーのボランティ

ア活動センター及びソリオ 2のポランティアセン

ターソリオコーナーを再開し、身近なところで継続

的に活動するポランティア活動を目指した取り組み

を行った。

ポランティア本部で梨計した活動内容は、次頁の

梨計表に記しているが、ニーズに直結した自主的活

動が多様に展開されているばかりではなく、義援金

の配分への支援を行うなど、行政の災害救援活動を

直接支援する活動も多様に展開されたことを特箪す

べきであろう。

ポランティア件数 (1月18日～3月31日）
（宝塚市ポランティア本部組織図）

件数

登 録 件・ 数 15,305 

相 叩"人； 件 数 13.669 

コーデイネート件数 13.56'1 

安むv.c. 市役所ポランティア本部 ソリオ(V.C.)

仮股風呂

救援物脊

許1iiii
• シー ト張り

引っ越し

洗濯

保脊 • こども
•カーポランティア

避難所

個別ニーズ対応

食事担当

地話担当

炎

係

叫

配

内

係

手

案

付
事
口

局

受

人

窓

務

――― 

事務総

(3) 専門職ポランテ ィア活動

学生を含む一般のポランティアが想俊を超えた働

きを行う一方で、専門職によるポランティア活動も

災害救助活動の大きな役割を担った。

ポランティア本部に駆けつけた保健婦や肴談婦は、

避難所や救蔑所の医療活動を支援するとともに、福

祉事務所と連携して要援護者の安否確認や救援活動
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「阪神・淡路大震災」 関連ポランティアニード集計表 (l月18日～4月30日）

ニード分類 依頻件数 対応件数

安否確認（市依頼分） 4.724 533 

安否確認（身障連分） 1.800 50 

家 届 そ＂ク入 断 337 928 

弓I つ 越 し 315 1.584 

カーポランティア 1,837 1,853 

シ 卜 張 り 251 1.044 

屋 内 片 つ＇ け 255 l.149 

屋 外 片 つ・ け 69 403 

市よ りの依頼 972 5.954 

物骰の仕分け 1.957 20.280 

密 Viii 113 1.933 

衣 類 仕 分 け 19 590 

仮 設 風 呂 147 3.400 

施 設 風 呂 57 219 

介 痰 他 155 232 

社協事務手伝い 83 691 

市本部事務手伝い 39 800 

に従事した。また、建築士は、依頼のあった家届の

診断に市内を駆けめぐった。

2月当初には、社会福祉士の全国組織である 日本

社会福祉士会から支援の申し出があ り、福祉事務所

内に現地活動本部を設附してもらって、全国から梨

まった社会福祉士が高齢者の安否確認と相談に取り

組むとともに、仮設住宅への入居が始まってからは、

入居者全世帯に面談を行って、要援護者のニーズの

把握や自治会形成への支援に 3月末まで取り組み、

逆瀬台デイサーピスセンター準備室（社会福祉法人

型隷福祉事業団）に引き継いだ。

(4) 企業、労紺、社会団体のボランティア活動

企業や労慟組合から組織的に多くのポランティア

が派造され、活動を行ったが、十分な記録がない中

で、ある市内の企業は、 2ヵ月にわたって鉦日十数

名の社貝を派造し、ある宅配便の企業も、避難所へ

の食祝や救援物行の搬送に数台の車両と社員を 1カ

月近く派造した。また、労働組合からも全固組織あ

るいは地方組織を通じて、多くの組合員の派造が

あったことなどが、対応した職員の記臆にとどま っ

ている。

社会団体では、地元と近隣の胄年会議所から救援

（宝塚市ポランティア本部）

避難所ニード 依穎件数 対応件数

保 育 2.755 1,093 

カウンセラー 40 87 

マ ツ サ ンヽJ 164 20 

洗 濯 249 299 

散 [ヽ!~ 103 13 

メ ル 便 848 320 

常 駐 ・留 寸ヽ4→→ 番 ~52 l.073 

物 査 拙l 達 M 7 150 

炊 出 し 1,883 7,'122 

風 呂 炊 き 10 100 

そ の 他 36 71 

全 体 合 i1 • l 9. 8 l 7 52.291 

避難所ニード合 n•I• 6.687 10.648 

物査の搬送にトラックと人の派述があり、ポーイス

カウトは、避難所の炊出しを 1ヵ月行った後、仮設

住宅への入居者へ配布する毛布、米、HJ:T1生活用品

等の救援物脊約2.000個をパッキングして各戸へ配

送する作業を約3ヵ月IIfl行った。

その外にも多くの団体によるポランティア活動が

あった。

(5) ボランティアによる炊出しネットワーク

ポラ ンティアによる避難所での炊出しは、様々な

グループや個人によって実施されたが、 3月からポ

ランティアによる全避難所の炊出しに取り組んだ。

従災直後から総合福祉センタ ーでは、ポランティ

アグループによる炊出しが行われ、 10ヵ所前後の他

の避難所へも配送が行われていた。

公民館グループや福祉活動グループに呼び掛け、

公民館や保健所など調理施設をもつ施設6ヵ所を拠

点にして、全避難所の炊出 しネットワークを作り、

lヵ月間実施後、個々の避難所の実I消に合わせた対

応を避難所閉鎖まで行った。

食材については、西谷地区市民の救援活動で、定

期的に新鮮な野菜が届けられたほか、阪神県民局か

らの要謂により県下の農協からも連日送られてきた。
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4 要援護の被災者への救助活動

(I) 安否確認と生活支援

震災後いち早く安否確認したことは、①在宅福祉

サーピスの提供者宅、②在宅、避難所を問わず瑠話、

窓口へ要援護の通報、訴えのあったものであり、①

については、福祉事務所、在宅ケアサーピス課、社

会福祉協隙会から虚話確認し、通報、訴えには実態

調査に出向き処遇の検討をした。電話も極度にかか

りにくく返信の遅れ、交通の渋滞による移動困難、

1. 2名を残し職員も出払い、窓口対応もままなら

ない状態の中で盆要に応じきれず緊迫した日が統い

た。

ボランティアに応じてきた看護婦、保健婦、ヘル

バー、学生等の協力を得て安否確認を続け、被害状

況確認、健康確認、要望調査を行い、対応及び処遇

の必要なケースは電話による再確認を含む対策を講

じた。並行して、庁内の元福祉部職貝の応援を得て

避難所における要援簸者調査(1月23日～1月27日）

を実施した。

● 調査数

① 在宅福祉サービスの提供者

＊日常生活用具給付、貸与者

＊ヘルバー派遣世帯

＊痴呆性老人のみの世帯

＊ねたきり老人認定世帯

＊緊急通報装置設置者（独居者）

＊介設手当対象障害者世帯

＊愛の一声（ヤクルト配布者）

＊訪問指母利用者

＊訪問看殿利用者（衷たきり者）

113批帯

330世帯

14世幣

65世帯

225世帯

209人

100人

130人

55人

② 窓口、電話等による相談 195件

＊避難所要援殴者調査 125人

重度1競害者のうち日常生活に常時介殿を必要とす

る人として介殿手当を支給している人209人に対し

電話にて、砲話の通じない人に対しては職員が現地

調査にて安否確認した。全員無事、家屋の全半壊17

件、避難、転居した人9件であった。

また、在宅の障害者の安否確認については、障害

者福祉団体連合会をはじめ各種障害者団体の協力に

より安否確認の情報を受けた。

更に、重度障害者（身体障宮者1、2級、知的I舷

害A)に視点をあてて、防害福祉課ll栽貝による実態

濶査と並行して民生委貝に安否確認及び生活支援要

望等の把揺について協力依頼した。

＊依頼件数 1284件（安否確認済みを除く）

市内の隙害者通所施設に通所している者の安否確

認については、施設職員の協力を得た。

● 講じた処遇、支援

＊ねたきり等の甜齢者、高齢者のみの世帯には、

食料、水、生活用品（毛布、カセットコンロ、ガス

ボンベ、おむつ等）の配布及びプルーシート張りの

依頼

＊介助、介陵、医療対応の出来る避）iII：所への案内、

手配

＊ショートステイ、入所の処遇

＊ディサービス、有料老人ホームエデンの園の風

呂の紹介

＊在宅福祉の制度、訪問看護、保健の制度へ漿ぐ

市内の在宅嵩齢者の個別訪問による安否確認をH

本社会福祉士会の協力により 2月5日から実施した。

調査対象者は、当初65歳以上 2万5.000人としたが、

緊急性と調査能力（動貝力）から要援殿度の高い80

歳以上を対象とし5.151人の調査をした。引き続き

2月8日から65歳以上79歳の夫婦1l1：帯について、県

内外の市町応援職貝及び学生ポランティアの協力を

得て、被害甚大地域を中心に周辺地域へ範囲を拡げ

約2.775人の調査をした。それぞれ、その日のうち

に報告を受け必要な指示と要援護者について対策を

謂じた。

また、民生児童委員、老人クラプ連合会を通じて

各単位老人クラプの協力を得て、それぞれ2.910人、

会員を含む4.280人の安否確認等の惰報を受けた。

日常生活において、ガス、水道、軍気等のライフ

ラインの普通の中で要望の多かった入浴について安

盆デイサーピスセンター、光明デイサーピスセン

ターの入浴設備を介護を要する高齢者、身陪者を対

象として開放し、うち送迎を必要とする人について

は送迎サーピスを実施した。入浴サーピスは、 1月29

日から実施し、週 3日の予定で 3月5日までの間、

両施設で延べ31日間開設し299人の利用があった。

＊安否確認参加人貝

日本社会福祉士会 会員含む実参加者 772名

県内外市町応援職貝（家島町、夢前町、福崎町、



太子町、佐用町、 一宮町、千種町、山崎Ill]●、香住町、

揖保川町、相生市、加西市、盟岡市、長野県諏訪市、

同塩尻市、同更埴市）、学生ボランティア

実参加者 46名

仮設住宅が開設された4月以降は、日本社会福祉

士会が仮設住宅を巡固し、高齢者、障害者の生活実

態潤査と、玄関、風呂場をはじめとする段差の解消、

手摺りの設ti1を要する世帯の把梱等、生活支援の具

体的内容について調査した。 5月以降は、特別投隈

老人ホーム宝塚栄光園をはじめとする老人福祉施設

辿盟の会貝により引き維がれ145名の要援護者の術

報がもたらされた。

氷上郡建築協会連合会から高齢者所幣を対采に、

被災住宅の小修紐の無料提供の申し出を受け、 3月

25日から 1週間で41件の申し込みを受け、 6月に修

紐が完了した。

(2) 緊急施設設置

従災後、避難所、老人病院、在宅等（一時的に県

外の身l芍、親戚等に避難の方も含む）にあって、 心

身の状態、住現境、家族の状況等により、緊急に老

人ホームで保股を行う必要のある被災高齢者につい

ては、ショートスティにより緊急一時入所の措骰を

講じた。震災後しばらくの間、通信が飽和状態で、

施設との連絡がとれず、また空きがなかったり 、交

通の追断、停滞による搬送手段、方法、時間の調整

に手lftl取る等の混乱があった。地理的な関係から丹

波、但馬方面、大阪府下施設に設置した。ショート

スティの期間は 2ヵ月に至るケースも多数にのぼっ

た。

4月以降、順次、入所判定会等により施設福祉又

は在宅福祉のいずれか適切な対応を講じた。県にお

いては、施股ごとにショ ート スティ専用ペッドの50

ぢ、あるいは入所定貝の10~~；を上限として 、 特例的

に「定貝外措置」を行った。

身体障害者について、緊急ショー トスティ措tr,'：し

たものは身体1旅害者療渡施設「はんしん自立の家」

で2名、延べ105日、知的齢害者については、市立

の自立生活訓練施設「ENJOYハウス」で1名、

延べ23日、他に高齢lfl問害者で、老人施設でショート

スティした者は13名であった。

(3) 避難所の対応

余碇の続くなか、小 ・中学校をはじめとする避難

所に不安と寒さに緊張の面持ちで要援談者がフロア

を占めている。始めの 2、3日はお互い気が張って

いるのと、行政の方でも処辿を含む具体的対応が出

来ず、問題点と要望等の把握に追われ、毛布とおに

ぎりの差し入れがやっとのことであった。 一方、危

険な自宅から一歩も動こうとしない高齢者を説得し

たり 、動けない独居高齢者を避難所へ誘祁すること

も続いた。

二次災害の不安から避難している人々が、自宅へ

戻り避難所を後にしていく 中で避難者のなかでも要

援渡者である高齢者、1旅害者の処遇上の問題点がク

ローズアップしてきた。

ADL（日常生活動作）の低下により一部介助、

介護を必要とする人のトイレ問題、マットの生活は

深刻であった。さらに、オムッゃ医療用装具の交換

時のプライバシーの保護で周囲の理解を得るのが1否l

難であった。

特に、介護者のいない独居翡齢者、甜齢者のみの

緊急一時入所（ショートステイ）

県内施設

養 陵 1特別投蔑

限外施設

従 股 1特別養腿

平成7年7月1日現在

合 計

養 殴 1特別発渡

21 66 ー 21 22 87 

緊急入所

県 内施設 県外施設 合 計・

施 設 の 別 嵌 殴 特別投談 養 渡 特別 i足 t要 淡 眼 特別従跛

‘八‘i• 貝 外 措 ”l[I',・ • 

゜
14 5 ， 5 23 

当 初から定員内措骰 6 3 3 2 ， 5 
計・ 6 17 8 11 l~ 28 

平成7年12月1日現在
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世帯は、 トイ レから位骰、動線の確保、便器の形態、

手摺り等の有無、車椅子利用の可否等を早い時期か

ら配感したり 、構造的な問題から避難所の変更を手

配する必要がある。

そのことは、後日、高齢者等の声として、避難所

生活は、 トイレ等、生活しにくく近隣の親戚、知人

宅に避難していた、と多くの人から話を聞いた。

また、体調のすぐれない人、ベッド等の必要な人

については、学校の保健室の利用等安惜等を確保で

きるような空間も必要である。

暖の確保、食事の確保についても同様、要援殴者

に配慮した生活空間が避難所においても必要である。

福祉、保他、医療の分野をはじめ社協、民生委員、

ポランティア等において独自にそれぞれの立場から

定期的に状況把握に努め、適切な処遇を講じたが、

反省として、担当課等が個々ばらばらに係わったの

で何人もの者が同じことを聞いたりして梢報が一元

的に管理できずキーパーソンが存在しないことで混

乱が生じた。今後チーム繍成等で効率的 ・効果的に

把握し迅速な対応が望まれる。

さらには、孤独からの不安、環境の急激な変化に

住居をはじめとする生活不安が新たにのしかかり梢

神的に不調に陥るケースが多く出た。また、生活に

顛応出来ず痴呆症状の悪化や、発症し介設困難ケー

スになり 、家族の介護に戸惑いといらだちが起こり

痴呆に対する介渡相談が増大した。

避難所における生活維持が困難な要援護の高齢

者 ・障害者は、生活維持が可能な施設を二次避難所

として機能させたり、在宅生活が困難なケースは老

人ホーム等における一時緊急ショー トスティの確保

とその移送、搬送手段の検討も必要である。

(4) 第二次避難所の開設

震災日当日から安倉デイサーピスセンターにおい

て、 一般の避難所では対応が困難なねたきりの高齢

者等要援簸者の受け入れを制始し、食事、入浴を提

供するとともに、社会福祉協議会職貝により24時間

の介渡体制をひいて、第二次避難所を開設した。

2週間経過した時点でディサーピスセンターでは、

在宅の要援設者への入浴の提供を開始することとし

たので、総合福祉センターの機能訓練室へ移転し、

引き続き運営を行った。

福祉事務所の職員及び呑股婦等の専門職ポラン

ティアが、避難所全体を巡回し、要援股者の実態を

把握するとともに相談を行う中で、避難所では介護

を受けながら生活をする ことが困難に人に対しては、

第二次避難所への移動に取り組んだことにより、 2 

月に入ってからは、14泄帯21人にのぼり、収容が困

難となったため、宝塚栄光園において 2ヵ所目の第

二次避難所が運営できないかを、型棘福祉事業団と

協談し、同施設のデイサーピスセンターを利用して

開設するに至り 、さらに、養護老人ホーム福寿荘に

おいても受け入れを行った。栄光園の受入者数は 1

月30日～ 2月18日まで 1日当り15人であった。

介護職貝については、総合福祉センターにおいて

は、社会福祉協識会の職貝が従事する外、全国介隈

福祉士在宅福祉研究会、兵庫県介護福祉士会符、全

国の専門職のポランティアの長期にわたる支援、協

力を得て、 24時間の介護を行った。

宝塚栄光園においても、ディサービス七ンターの

職員が従事するほか、迫隷福祉事業団も自らの負担

で、全国から施設の職員を派造し、 24時間の介簸に

万全の体制をひいた。

福寿荘においては、 ADL（日常生活動作）機能

が少し高い人を受け入れることにしたことにより、

施設の職貝のみで対応した。

3月以降は、身内による引き取りやショ ー トス

ティヘの移行などにより、徐々に減少し、 5月7日

に閉鎖した。

これらの第二次避難所については、地域防災計画

では想定されていなかったが、要介護の被災者に

とっては、生命にかかわる問題であり、地域防災計

圃においても具体的に計画化を行う必要がある。

施設については、介陵を支える器材や備品が必要

であるとともにバリアフリーとなっている必要があ

るので、福祉施設以外では困難である。また、 24時

間の専門的介！要が必要なことから、災害発生後当分

の間事業を停止できる福祉専門施設、機関に開設す

る必要がある。

さらに、介隈職貝の人件骰、運営経骰等を災害救

助投の対象にする措骰がとられるとともに、医師、

看談婦、介殿福祉士等、専門l!設ボランティアの受け

入れをシステム化することが、今後の課題である。

(5) 仮設住宅入居支援

仮設住宅入居者に対しては、全国規模で支援体制



をひいた社会福祉士会の専門職ポランティアが入居

の全世帯を訪問し、相談活動に取り組む中で、要援

談者の実態の把握を行い、福祉事務所外関係機関と

の連携調整を行って、必要な在宅サービスの提供を

行うとともに、日本建築士会とも辿携して、車いす

用のスロープの設悩を始めとする必要な改造箇所の

点検を行い、住宅課において改造を実施した。

ポランティア本部では、住宅改造に取り組むポラ

ンティアグループ 「で一くさんず」が結成され、前

述の取り組みと連携して、数百件にもおよぶ要援護

者からの要望に応えた。

また、全国から寄せられた家砲製品や家具等の支

給についても、入居者の実態を把握することによ り、

要援談者を優先して、 実態に即して決定し、ボーイ

スカウ トの協力により各戸に届けた。

そのほか社会福祉士会では、自治会の立ち上げの

支援にも取り組み、 3月末まで活動した後、逆瀬台

デイサービスセンターの戦貝に引き継いだ。

仮設住宅の要援股者に対しては、民生委員が各仮

設住宅ごとに支援チームを結成し、引き続き実態の

把握に努め、相談を始め多様な支援を行うとともに、

福祉事務所と連携してサーピスの提供など具体的支

援に取り組み、緊急時には要援隈者の近くの入居者

の支援が得られるよう 、安心マップと安心カードを

作成した。

社会福祉協識会では、仮設住宅での人間関係の形

成、楽しみの提供などをねらいにして、仮設住宅へ

の情報紙の月 1回定期配布や全仮設住宅から公衆浴

楊への送迎サーピスを秋から実施した。

被災した高齢の単身者など要援護の単身者につい

ては、 KDDの独身寮2ヵ所の提供を受けて100人

が入居 したが、それぞれが被災したことによる生活

上の様々な問題をかかえている状況に対応するため

に、12月から連合婦人会の協力を得て生活相談事業

に取り組み、継続している。

(6) 地域型仮設住宅 （グループホームケア） の

設置

本市においては、 24時間のケアを行うタイプの地

域型仮設住宅、 (2ヵ所で3棟、定貝各9名で合計27

人）を設誼した。

第二次避難所の巡営から、 一般の仮設住宅で生活

の維持が困難な人の状況を把握しており、ショート

スティの措骰や避難所の要援護者の状況などから必

要数を決定した。

設皿に際しては、光明ディサーピスセンターとの

連携を念頭に樅いて、光明第 4公園に2棟、高松Il"

に1棟を建設した。

運営については、翌年に特別従護老人ホームの建

設を予定していた社会福祉法人宝成会準備会に委託

を行うとともに、逆瀬台デイサーピスセンターの配

食サーピスを利用することにより、 調理の負担の軽

減と栄桜の維持に努めた。

同ホームに対しては、連合婦人会から車を、ロー

タリークラプからは大型テレビの寄贈があったほか、

自治会や老人クラプのポランティア活動もあ り、地

域の幅広い支援によ り支えられている。

ー
豆

宝塚市安心マップ
作成 宝塚市民生委員兄窟委n連合会

回 j二1ここ〗
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·t• ·ヽ •一•.. 
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5 被災者の救援及び生活支援対策

「宝塚市合同慰霊祭」の開催

兵廊県南部地従による宝塚市内での多数の犠牲者

のご冥福をお祈りすると同時に、まちの復判と容ら

しの再建に向け決意を表明すべく、宝塚市合同慰熊

祭を開1iiiした。ご辿族へのご案内とともに、

一般市民に対して広報紙に より広く参列を

呼びかけた。

当日は、 ご逍族262人はじめ、皇太子殿

下 ．I司妃殿下、内闇総理大臣代理小里貞利

兵/Ilf県南部地震対策担当大臣、 土井たか子

衆議院識長、貝原俊民恥Ii'.県知事他180人

余りの方々に参列をいただくとともに、多

数の一般献花をいただいた。また陸上自術

隊中部方面秤楽隊及び、宝塚歌劇団の協力

により、厳かに犠牲者のご奨福を祈るとと

もに、多くの悲しみを乗り越え、新たな111，1

発を料い合うことができた。市の公共施設

では、半旗を実施し、弔意を表明した。

r宝塚市合同慰需祭の概要」

• H II寺

平成7年3月5日 (11)午後1時から

・場 所

宝塚市民会館

・形 式

無宗教形式とし、供花、供物等お供えは

辞退。

・犠牲者名薄

3月5日までに判l．り］した死亡者84人を犠

牲者名薄に掲載し、坑」ユ．に捧げた。

・献花の方法

宝塚歌削団の出雲綾さんが追tが．I川 「心の

つばさ」を独唱のあと、代表献花を見太千

殿下 ・同妃殿下、辿族代表 ・県知事らが、

3時から一般献花を行った。

・参列者数 500人余

(1) 全国からの激励

① 励ましの手紙

震災発生以降、全国各地から義援金や救

援物査の中に数多くの敬励の手紙が届いた。

そこには、暖かい心と友梢がみちあふれ、

その中で、光輝くた くさん宝物を見つける

ことが出来た。この大震災の体験を通して

学んだ多くのことをぜひ残しておきたい息

いで、 児窟 • 生徒を中心に「こわかったよ 」

の記録誌を発刊した。
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阪
神
大
震
災
を
受
け
た
人
た
ち
へ

府
中
市
立
府
中
第
十
小
学
校
六
年

ひ
害
を
う
け
た
人
た
ち
は
、
今
、
ひ
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
い

る
と
、
東
京
の
ぼ
く
は
聞
い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
よ
く
地
震
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
阪
神
大
震
災
の
よ
う
な
地
康
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、
み
ん
な
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
っ
て
る
の
を
よ
く

耳
に
す
る
け
ど
、
地
震
で
大
切
な
も
の
や
、
親

・
友
達
を
な
く
し
た
悲
し

み
は
、
自
分
が
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
東
京
で
も
、
昔
、
関
東
大
裳
災
と
い
う
大
地
裳
が

あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
と
き
小
学
阻
年
生
で
、
家
が
つ
ぶ
れ

て
、
線
路
に
ふ
と
ん
を
し
い
て
寝
た
そ
う
で
す。

ひ
害
者
の
人
た
ち
も
、

同
じ
よ
う
な
目
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
今
、
ふ
通
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
き
っ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
努
力
し
て
、
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
、
ぼ
く
は
息
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
ひ
害
に
あ
っ
た
み
ん
な
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
努
力
し
て
、
希
望

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
も
、
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ

い
。
友
述
を
失
っ
て
も
、
希
望
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。
明
る
い
未
来
を
創

り
出
す
た
め
に
、
努
力
し
、
希
望
を
も
っ
て
い
け
ば
、
き
っ
と
よ
い
成
呆

が
で
る
と
思
い
ま
す
。

人

一
人
の
お
か
げ
で
、
大
勢
の
人
が
た
す
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す。

人
の
た
め
、
自
分
の
た
め
と
思
っ
て
、
あ
き
ら
め
な
い
で
生
き
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
努
力
す
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
、
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ら
く
て
も
、

「
は
げ
ま
し
の
手
紙
よ
り
抜
す
い
」

小

松

隆

明

大
震
災
で
悲
し
ん
だ
皆
さ
ん
へ

府
中
市
立
府
中
第
十
小
学
校
六
年

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
た
け
れ
ど
、
と
て
も
お
そ
ろ
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
自
然
の
力
と
い
う
も
の
を
知
り
ま
し
た
。
人
間
で
も
止
め
ら
れ
な

い
そ
ん
な
力
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
皆
さ
ん
が
そ
の
力
を

一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
体
験
し
た
の
で
す
か
ら
。

こ
の
地
震
で
亡
く
な
っ
た
方
は
、
私
の
学
校
の
人
数
の
十
倍
い
ま
す
。

考
え
た
だ
け
で
も
悲
し
い
で
す
。
私
た
ち
の
所
で
も
時
々
地
猿
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
時
の
私
は
、
と
て
も
お
そ
ろ
し
く
思
え
ま
し
た
。
ゆ
れ
て

い
た
時
間
は
短
く
て
も
私
に
は
、
長
く
感
じ
ま
し
た
。
食
器
と
食
器
が
ぶ

つ
か

っ
た
盗
、
た
な
が
ゆ
れ
る
音
が
、
み
ん
な
私
の
心
に
ひ
び
き
ま
す
。

こ
の
時
は
も
の
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
こ

わ
い
思
い
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
立
ち
上
が
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
私
は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
地
猿
が
私
の
所
で
あ
っ
た

ら
多
分
、
皆
さ
ん
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
そ
う
思
う

と
皆
さ
ん
の
こ
と
が
ま
す
ま
す
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ

の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
ね
。
i

古
し
か
っ
た
こ
と
、

つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
た
こ
と
、
多
分
こ
の
で
き
ご

と
は

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す。

で
も
、
そ
の
こ
と
を
い
か
し
て

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

が
ま
ん
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

林

友

子
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(2) 救援物資の受付．面付

震災により東西を結ぶ、重要な幹線であった阪神

翡速道路が広範囲にわたって倒壊し国道も寸断され

た。通行規制の実施や大批に発生する緊急車両や避

難車両で、住宅街の生活道路まで迂回路として集中

し、大きな混雑を招いた。さらに、追路上ヘビルや

家屋、塀等の倒壊に伴うガレキが山積の状態となっ

たことも通行の障害となった。

従災の直後から全国各地から寄せられた救援物脊

は、こうした困難な道路事情の中、深夜を問わず宝

塚市へと1届けられた。そして、避難所物賽搬送は、

i謀災前後から即始された。

① 救援物汽の受入状況

救援物脊は、従災の翌日から届き始め、 トラック

等で搬送され、直接市庁舎で受け付た件数は、約

2.600件、ゆうパック等小荷物で届けられたもの（ま、

約 4万6.000個にのぼった。

従災の翌日から約1カ月間は、昼夜を問わず救援

物査が到滸し、 24時間体制で受け入れを行うために、

昼1iIlは、 一時休園した保育所の保ttJ:の応援体制をひ

くとともに、夜間は、職貝全体が交替で庁舎に泊ま

り込み、物脊の積み下ろしと整理を行った。また、

1月2l日にボランティア本部を設趾してからは、昼

夜を問わず、常時数十名のボランティアの応援が得

られるようになり 、暫l1寺作業の大半がポランティア

によって担われた。

救援物賓については、当初は、食料、飲料が大半

であったので、庁舎グランドフロアーのいぬ走りを

梨梢の場所とし、日を置かずに避難所へ搬送したが、

暫時増えはじめた日用品や衣服類については、市民

ホールヘjと梢するとともに、収容しきれなくなった

物査や仮設住宅への援助として1苗きはじめた家砲製

品をはじめとする家財類は、 三和銀行体宥館を借り

て収容した。

救援物脊の受入れ及び搬送が円滑に行われたこと

は、ポランテ ィアが自主的に作り上げたチームプレ

イ、市民ホールとピロティは車の進入が可能な形で

道路につながっている等、庁舎の構造が似れていた

こと、食科を担当した市民部と物賽を担当した福祉

部の連携によるところにあった。

② 受領 した救援物骰名

救援物脊の品名

七ーター、コート 、ジャケット、マフラー、下必

等の被服頬、おにぎり、かんづめ、つけもの、パ

ン等の食料品、水、ジュース、コーヒー、お茶等

の飲料水、紙おむつ、生理J+J晶滑、風邪薬、目薬
的の衛生用品、医薬品、学翌1ノート鉛紐等の学や／
用品、タオル、トイレッ トペーパー、ホカロン等

の日‘常生活J廿品、その他の物品

③ 避難所へ物究の配付

避難所への物脊の搬送は、食科と同時に避難所か

らのリクエストにJ心える形で、閉鎖されるまで侮日

搬送したが、自宅で耐乏生活を送っている被災市民

地域への支援にも取り紺み、比較的被害の小さかっ

た地域の小学校を除いた全部の小学校を拠，1点にして、

1月2JI:lから 6回に亘って、自治会、 PTAの役呉、

民生委貝の協力により配布した。その配布に際して

は、甜齢者1!!..；帯など援助が必要な世幣に1憂先して配

布する方針で臨み、地域が大きな力を発抑した。 し

かし、大阪ガスから提供を受けた7,000台のカセッ

トコンロとガスポンベを配布した際に、地域によ っ

ては洸乱を生じる事態となり 、一般商店も復1日し始

めたことから、地域での配布を中止した。

衣服類については、ポランティアが分類仕訳した

ものを、避難所へ巡匝配布するとともに、 2月61こl

から 2月26日までの木曜13を除く師日、ソ リオホー

ルで大半を配布した。

④ 応急仮設住宅入居者への物汽の配付

仮設住宅入居者への支援として受けた救援物脊に

ついては、ポット 、毛布、H用品のキットを全所帯

に配布する外、家逍製品を始めとする家財の配布に

ついては、日本社会福祉士会の尉判戦ポランティア

が3月まで、 以降は抱隷福祉事業団の専l11Jll哉具が全

世fヽiサを訪問し、生活状況を開き取りながら配布を

行った。これらの物脊の仕訳や配送については、ポー

イスカウトが長期間、毎日チームを組んで実施した。

また、ポランティアグループが独自に全同から家地

製品や家具を集め、希望に応じて配布するという取

り糾みもあり 、これらの活動とも連挑しながら対応

を進めるとともにYMCAが取り組んだ食器の配布

についても連携を行った。

⑤ 救援団体

震災廂後から 3月末日までの短期的な派磁につい

ては、全l国各地70自治体から延べ3.419人の派造を
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市町村等 民間団体、個人（ゆうバック除く） 民間団体（ゆうバック分）

都道府県 19団体 近畿圏内

市（特別区含む） 47団体 兵l庫県内

町村 44団体 上記以外

その他 4団体

近畿圏内 52団体

兵府県内 16団体

全国総数 182団体 全国総数

受けた。

派造職員の業務内容は、技術関係では建築確認、

住宅危険度判定、宅地防災相談、災害復旧調査、設

計等であり事務関係では、被災証明発行、援隈査金

代付、高齢者安否確認、避難所巡回診療、食粗等物

資搬送、ごみ収集連搬、倒壊家屋廃材搬送等の分野

で活動願った。

長期、短期を合わせて1関わって頂いた救陵団体は

上記のとおり。

(3) 義援金の受入・ 交付

① 義援金の募集

大震災の報道が伝えられると、救援物脊とともに

全国から災害義援金が寄せられた。義援金は 1月17

日の当日から早く も申し出があり 、兵廊県、 宝塚市

を始めとする被災自治体や、日本赤十字社、中央募

金会、各報道機関等においても募躯が始められた。

災害義援金の襟躯 ・配分については、兵邸県の地域

防災計画の中に位骰付けられており、すべて集約的

に処理し、関係機関の協力のもと、この計画の定め

るところにより、県下で統一的に実施することと

なっていた。そこで、この計画に基づき「募梨委員

767団体 全国から46,000箱受領

361団体

1,279団体

2.407団体

会設屈要綱」が定められ、募集委員会が設侶される

とともに 「義援金募集要領」が定められ、猫梨が実

施された。

② 義援金の受入れ

大従災の報道が伝えられると、救援物査とともに

全国から災害義援金が寄せられ、宝塚市の受入れ銀

行口座開設所は三和銀行宝塚中山支店で、郵便振替

D座開設所は大阪貯金事務センターとして、全国か

らの暖かい義援金を受けた。

③ 募集委員会の設骰

地箆以後、全国の個人、団体、企業等から、 被災

市町をはじめ、兵眼県、 日本赤十字社、共同募金会、

そしてマスコミ各社などに対して、多額の暖かい義

援金が寄せられ、 宝塚市にも多くの方や団体から、

5仰5.000万円余にのぼる暖かい義援金が届けられ

た。

今回の地箆は、市町域だけでな く府県域をも超え

た広い範囲で、多くの住民に甚大な被害をもたらし、

地碇被害は行政区域を越えて、全ての住民に襲いか

かった。しかし、被災各市町に寄せられた義援金の

領は、各市町ごとの人口、知名度、 被害報道の有無

などによってかなり差があった。これを各市町が独

義援金の受入れ

銀行口 !lif 郵便振替口座

口 座 開 設 日 平成7年1月20日 平成7年1月28日

ロ 座 Ila 設 所 三和銀行宝塚中山支店 大阪貯金事務センター

口 座 番 Fロ巧 普通預金 3679333 00920-3-78000 

口 座 名 義 県南地従救援 宝塚市災唐対策本部

義援金受入件数 1.565件・ l. 319件

528.727.939円 25,655.805円
及ぴ金額

※口座利息516.465円を含む

（平成8年1月17日現在）
［平成7年2月13日 30.191円］

平成7年8月14日486.274円

（計） 2.914件 554. 383, 7'14円



自に被災者に配分するとすれば、同じ被災者でも住

む地域によって、支給される義援金に差が出てくる

ことになる。このような不平等が起こらないよう、

全国からの義援金の旅集及び被災者への義援金の配

分を、行政区域を越えて一元化し、公平かつ適正に

行うために、平成7年1月25日、兵廊県、神戸市、

マスコミ各社、日本赤十字社、共同孫金会、商工会

識所など26団体（委貝）で構成する兵廊県南部地従

災害義援金塀集委貝会が設樅され、事務局が日本赤

十字社兵庫県支部に齢かれた。

④ 義援金の交付

ア 第 1次義援金（災害弔慰金、家屋捐壊見舞金）

の支給

最初の義援金配分は、募集委員会で、緊急支援と

して、死亡者への見舞金 (10万円）と住居が全半壊

した1U滞への家屋損壊見舞金 (10万円）が決定され、

各市町において支給事務が開始された。

宝塚市での支給事務は日本赤十字社兵血県支部宝

塚市地区の窓口である宝塚市社会福祉．協誂会があた

り、 1月26日付広報たからづか臨時号で支給開始を

において、被災者証明柑をもとに、その場での現金

支給を開始した。

支給場所となった宝塚市総合福祉センターでは、

最も多い日で980人の被災者が殺到し、大混雑した。

初めての義援金支給事務であり、被災者証明の発行

自体も市役所で2~ 3時間以上待たなければ発行で

きない状況下で、支給事務も一部混乱したが、社会

福祉協識会職員の一丸となった働きと日本赤十字社

奉仕団や多くのポランティアの協力で最初の義援金

配分が実施できた。

イ 第2次義援金 （重傷者見舞金、要援護家庭激

励金）の支給

第2次義援金配分は、多長集委員会で、社会的に弱

い立場にある方々への支援として、地従により負傷

し、 1カ月以上の通院又は入院された方への重俗者

見舞金 (5万円）と、住居が全半壊した、 80歳以上

のひとり葬らし老人や重度の障害者の方（世幣）な

どへの要援護家庭激励金 (30万円）が決定された。

この支給・事務は、宝塚市役所福祉部で行い、 5月15

日付広報たからづかで市民にお知らせするとともに、

お知らせし、 2月6日から宝塚市総合福祉センター 窓口での滉乱を避けるため、市が把握している対象

支給状 況 平成7年12月31日現在
ーー ・ ← ・-

区 分 件 数 単 価 支給済額

死 亡 者 見 舞 金 86件 100千円 8.600千円

家屋損壊見舞金（全壊） 4,659件 100千円 465.900千円

家屋捐壊見舞金（半壊） 15, 1~7件 100千円 1,514.700干円

合 背I• 19.892件 J. 989. 200千円

支給状況 平成7年12月31日現在

区 分 件・• 数（件） 単価（千円） 支給済額（千円）

煎 似 者 見 舞 ＾ s1,: 390 50 19.500 

要援渡家庭激励金 .1.536 300 460,800 

ひとり経らし老人 347 300 J04.100 

要 介 護 老 人 57 300 17. 100 

母 子 家 庭 275 300 82、500

父 子 家 庭 47 300 l/4.100 

両親のいない児狐 2 300 600 

前． 度 照 ←叶Iコ.・ . 者 476 300 142,800 

生 活 保 股 枇 僻 128 300 38.'100 

特 定 疾 ・Uにlヽ 患 者 111 300 33.300 

公街病認定．患者 4 300 1.200 

原 燥 被 緑 者 33 300 9,900 

上記 Ii分重複者 56 300 16.800 
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要援護家庭激励金対象者区分表

区 分 支 給 対 象

ひとり森らし 80歳以上のひとり忍いらし老人

老 人 ① 払準H現在、 80歳以上の者で、晶準[I以前からひとり牲らしであった者。
② 甚準日現在、 80歳以上の者で、震災に起囚する理由によりlII：帯の他の構成貝が死亡し、ひとりを託ら
しとなった者。

要介渡老人 65歳以」．．の介設が必要な老人のいるIii:術
① 基準日現在、在宅老人介設手当ての受給者がいた1l:4it。

i吐 子 配偶者のない女子が児笙を扶淡しているIIJ:,m（舟：子1世幣）
① 基準u現在、 i研：子llt-/i¥'であったもの。
② 捉災に起1乱する理由により配偶者が死亡し、l吐子111：術となったもの。
児廊とは、昭和51年4月21::1から平成7年 1J-117日までに生まれた者。

父 子 配偶者のない拐子が児欲を扶従している1リ：4if（父子l!I..、ht)
① 基準1:1現在、父子Ill滞であったもの，
② 震災に起l乱する理由により配偶者が死亡し、父チ111：僻となったもの。
児砿とは、 II麻1151年4月2Elから平成7年 IJ J 17日までに生まれた者。

両親のいない 父i:）：の両方がいない児旅のいるiII哨f
児 甑 ① 基準□現在、父位の両方がいなかった児猷。

② 震災に起因する J.11!•山により父低の両方が死亡した児旅。
③ 晶準l]現在、父付；の一方がいなかった児巫で、捉災に起枯lする理由により父又はi吐が死亡したもの。
④ 基準日現在、 ①に掲げる児煎が1町）居していたIJl:111'及ぴ②ー③に掲げる児増が同届している1り消転
児煎とは、昭和5]年4J-l 2日から平成7年 1月17□までに生まれた者。

煎度 1硲魯者 1 ~ 2級の身体1昭祝者手帳の交付を受けている身体1咲咎者（児）及ぴこれらの者（児）がlnJ届しているIL・偕
① 基準□現在、 1骰害の等級がl~ 2級の身体節科者手般の交付を受けていた者。
② 基準l:l現在、肢体和1山児施設に拮i代（人所を除く ）されていた1伎体不自由児で、① と1欧唐の程度が
同等の者。

③ 従災により 「災1f弔慰金の支給等にl対する法律」に定める災者1叙也見舞金の支給を受けることになっ
た者。

④ 袋災により、基準u以降1欧魯の等級が1~ 2級の身体1;1召祝者手帳の交付を受けることになった者。
⑤ 基準u況在、 ①又は②に掲げる者がltiJ居していたIll梢及ぴ③又は④に掲げる者がIITJ/苫しているIll滞 。

A判定の根脊手1il｛の交付を受けている精神池弱者（児）及びこれらの者（児）が1司居している1せ偕
① 晶準H現在、障店の判りIJがA判定の税脊手釈の交付を受けていた者。
② 基準LI現在、 ①に掲げる者が1司居していた111術 。

1級の特別1如If証明牲等の交付を受けている精神1旅古・者及びこれらの者が同届しているI!1：梢
① 払準日現在、 l 級の1旅11fの状態と同程度の状態にある旨の 「,~詞街の状態に関する 1il1月1IF」又は 1硲街
の等級が1級の「年金tii池」の交付を受けていた者。
② 甚準日現在、 ①に掲げる者がIITJ居していたlII滞 。

生 活 保 設 生活保渡法による保渡を受けている111：幣
① 払準u現在、生泊保設を受けていたIll:;翫
② 震災に起因する理由により 、基準lご1以降6カH以内(7H末日まで）に生活保設を受けることになっ
た1U．．帯。

特定疾．也、也者 特定疾患患．者及ぴこれらの者が1nj居している1!L梢
① 甚準U現在、一般特定疾患l区根受給者証、小児1泌性特定疾患治療研究事業の対象者、特定疾患一部
負担金助成受給者証、はり ・ きゅう ・ マッサージ治療受給者証又は先天性lfll液凝lBi囚子•I箭害医療受給
者証（「特定疾息等医根受給者証」という。）の父付を受けていた者。

② 基準13現在、 ①に掲げる者がlrrJ屈していたll：翫

公科認定患者 特級～ 2級の公＃認定，也者及びこれらの者が阿居しているIil汁仔
① 基準u現在、［訳Ifの程1虻が特級～ 2級の公i'池医燎手躯の交付を受けていた者。
② 晶準LI現在、 ①に掲げる者が同居していたIll滞 。

原燎被爆者 認定1！ばかの交付を受けている原煤被煤者及ぴこれらの者が同屈している1U滞
① 甚準日現在、印生省の被燥者認定杏、又は医療特別手当iiE1B、特別手当訓咄、原子燦弾小頭症手当
証料、介設手当証咎若しくは健康符理手当il咄の交付を受けていた者。ただし、介，l炉手当Jil沖の交付
を受けていた者は介i投手当を受給する状態にあった者に限る。
② 基準l:l現在、 ①に掲げる者が1,ij居していた111沿fc
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者には直接通知し、申繭魯も返信用封筒にて郵送し

てもらう方法をとり、義援金の支給は全て口座振込

みとした。第1回目の振込みは6月15日に行い、 8

月までは月 2回の振込み、それ以後は月 1回の振込

みで事務を続けている。

なお、重俗者への見舞金は、兵耶県の災害援股金

の直術者見舞金 1万円と合わせて 6万円の支給を

行った。

対象者への通知発送、支給事務、定期的な支給記

録更新や被災梢報との突合など、事務を適正にかつ

迅速に行うため、今回の支給から、電多かによる事務

処理を祁入した。

ウ 被災児童 • 生徒教育 （保育） 助成 ・ 被災児童

特別教育助成

第1次、第2次義援金に続いて、住届が全半壊し

た 、新入児窟 • 生徒などがいる ·IJJ.·幣に対する教育 （保

育）助成金 (1-5万円）と、高校生の教科杓購入

助成金 (2万H)の支給が決定された。

7月15日付広報たからづかでお知らせするととも

に、夏休みまでに各学校長を通じて申諮を取りまと

め、 8月上旬に第1回目の支給を行った。

市立学校園はもちろん、他の公立学校園、私立学

校園、恥修学校、外国人学校も対泉で、その把握な

どの事務は教育委貝会があたり、保育児童について

は福祉部があたり、大した混乱もなく支給事務が実

施できた。

また、被災児旅特別教育査金は今回の従災により、

両親又は父母のいずれかを失った児敵の教育珠境を

低下させないため100万円 (5カ年分割支給）の特

別教育脊金の支給が決定され、10月31日に今年度分

の支給を行った。

工 持ち家修繕助成、賃貸住宅入居助成

住居が全半壊した方 (1化帯）で、持ち家の修紹！ゼ

用が200万円以上かかった方か、地霞当時の住居に

住めなくなり、別の民間賃貸住宅に 3か月以上入居

された方で、いずれも所得が1.000万円以下の方に

対して、30万円の住宅助成金の支給が開始された。

申睛期限が平成10年3月31日となっていても、全

半壊合わせて2万1仕幣が対象のため、申硝が一度に

殺到することが予想されたので、これも第2次義援

金支給事務と同様に、全対象者に内容説明咎ととも

に申諧也及び返信用封筒を郵送し、申謂も郵送で受

け付け、支給は全て口座振込みとした。

通知発送は、 一度に大品に処理する必要があった

ため、事務担当の福祉部はもちろん、日本赤十字社

奉仕団の方や宝塚市社会福祉協誂会の戦貝の応援も

得て、 4日間、連日20人ほどがかかりきり、ようや

く8月．10日に発送することがでた。

また、申謂内容の審査については、迅辿に行う必

婆があるため、 10月末まで市役所全職貝あげての審

査体制を組んで処理を行った。この結果、10月末ま

でに約5.000件の審査受付を行い、そのうち稲査を

パスした3,700件の支給を完了し、その後は全て福

祉部で事務処理を行った。

支給状況 平成7年12月31日現在

l凶 分 件 数 (1牛） 巣．fllii （干円） 支給済領（千円）

被災児窟 • 生徒教育（保育）助成金 2.616 75.280 

保育所新入生助 1成 65 10 650 

幼稚園新入 生 助成 396 10 3.960 

小学校新入生助成 521 20 10.420 

中学校新人生助成 653 50 32.650 

邸校生新入生 U)J！戎； 266 50 13.300 

高校牛教科・柑購入JJJJ！成 715 20 14.300 

被災児紐特別教脊脊金 10件 J.000千円 3.300干円

支給状況 平成7年12月31日現在

区 分 件 数 (1牛） lii. 1i1li（千円） 支給済額（千円）

住 宅 助 成 金 4. 46 3 300 1.338.800 

持ち家修紹 リ）J成 2.305 300 691.500 

買 i芍住宅入屈助成 2,158 300 647.300 
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オ 義援金配分での市民の動き

全国から募狼委員会に寄せられた義援金は、平成

7年12月までに1.727位円を越えており、平成 3年

の雲仙普賢岳哨火時の2331意円、平成 5年の北悔道

南西沖（奥尻島）地従時の189{慈円に比べて 7~ 9 

倍の額になっている。しかし阪神 ・淡路大震災は余

りに被害が大きく、広範囲にわたったため、 1人当

たりの義援金が、全壊家屋の見舞金を例にとって見

ても阪神 ・淡路大梃災は10万円、雲仙普賢岳の場合

は200万円、北悔迫南西沖（奥尻島）地従の場合は400

万円と極端に大きな差が出ている。

このことについて市民から、義援金の額が少ない

との声が聞かれたが、義援金は被害にあった方への

補依金ではなく、全国の方々からの見舞金であるこ

とと、雲仙普賢岳などの災害と比べて余りにも被害

が大きかったため、 1人当たりの見舞金の額が少な

かったという以外に理解を求める手立てがない状況

であった。

また、持家の建て替え再建、新規購入が除外され

た住宅助成金については多くの市民から不満と抗議

の声が寄せらた。

実は、この住宅助成金が決定されるまでに、被災

各市町は磋集委員会に対し、 全半壊世帯のうち、住

家の建替え再建や新規購入が助成金の支給対象から

除外されることについて、最も被害が大きい世帯が

対象から除外されることになり、市民の納得が得ら

れないと再三にわたり変更を求めていた。しかし、

珠集委貝会は、建替え、新規購入は阪神 ・淡路大震

災復興基金からの利子補給の制度があり、その支給

を受けることができるという理由と、義援金に限り

があるとの理由で、住家の建替え再建、新規購入を

支給対象から除外したうえで最終決定を行った。

結果は、 宝塚市でも広報発表と同時に、 当然のご

とく 「おかしい。納得できない。」と多くの市民か

ら抗談の声が沸き上がった。このことは、各市でも

同じ状況で、その後この状況を踏まえた上で、あら

ためて阪神間各市が協調し、住家の建替え再建、新

規購入を対象とすべく、平成 7年12月に募集委貝会

に対して計両也の提出を行い同年4月には、建枠え

等の配分が認められた。

義援金支給については上記記述のように様々な論

議も呼んだが、 全国からの心のこもった義援金は本

当にありがたいものであった。人の助け合う心のぬ

くもりが、被災者の心に大きく糊いている。

(4) 災害応急資金融資

① 災害応急質金貸付

ln：帯主が負倍を負い、又は、住居、家llオ等に相当

程度の被害を受けた1膨梢で、その所紺額が一定額未

満の世帯については、 「災害弔慰金の支給等に関す

る法律」に基づき 「宝塚市災害弔慰金の支給等に関

する条例」によ って、その生活の立直しに脊するた

め、宝塚市災害援護査金鉗付が実施された。

貸付の対象となる者は、 「災害援隈資金の貸付の

ご案内」の1にある被害を受けた世帯の世帯主で、

被災時、 宝塚市内に住所を有した者に限った。

数

領
件

金

平成6年度

1.054 

21'1.420 

災害援護資金貸付状況 平成8年1月31日現在（単位万円）

平成7年度（前半） 1 平成7年度（後半） 1 計

1.401 

298.830 

320 

64.800 

2.775 

578.050 

災害按陵賓金の貸付のご案I)、j

］ 貸付を受けることができる人

兵糾県南部地震の被甚を受けたIii：帯の世梢主で、被筈を受けたとき宝塚市に生活の本拠を有していた者 (i主l)のうち、

次の(J)から(3)のいずれかに該当する人。

(l) 住活の半壊または全壊 （注2)

（2) 家財の I 3以I'．の韻者を受けた者 （注3)

(3) 今回の地震で 1ヵ月以上の根養期間を要する負俗を受けた者

2 行付限度額

（］） 世帯主に負術がなく、かつ次のいずれかに該当する楊合。
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① 家Iけの1/3以上にすi郎があり、かつtl:．居に損寓がない場合

② 住居が半壊した場合

150万円

170万円

③ ②の場合で、住居の残存部分を取り壊さなければならない場合締特別のijJ.情がある場合

④ 住宅が全壊した場合 （⑥の場合を除く） 250万円

⑤ ④の楊合で、住居の残存部分を取り壊さなければならない場合埒特別の事情がある場合

⑥ 住宅の全体が滅失した場合（注4) 350万円

(2) 1カ）り以上の療狡期ll1]を要する負似を受けた1り消迂．の場合。

① 釦Iオの1/3未満の損咄及ぴti：店の損祁がない場合 l50万円

② 家財の1/3以上にす〇害があり、かつ住居にtil：料がない場合 250万円

③ 住届が半壊した場合 270万円

250万円

350万円

④ ③の楊合で、住居の残存部分を取り壊さなければならない勘合iが特別の事梢がある場合 350万円

⑤ 住宅が全壊した楊合 350万円

3 tr付金の利率、依逗期間等

(I) 利 半 据附期l1り中 （当初 5年間） 無利子

(2) fit遥期I:II

(3) 償遥方法

4 所得制限

据i社紺jll]経過後 (5年間） 年3%

10年

元利均等の年賦 (5l!.!J払い） または半年賦 (IOlill払い）により償迫

平成5年中の1せ幣全貝の所得の合nl領が、

(I) joJ-1!!帯に屈する者が）人であるとき

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

，， 

，， 

‘’ 

2人であるとき

3人であるとき

4人であるとき

4人を超えるとき

220万円未満

390万円未満

580万円未満

650万円未満

）人培えることに30万円を加符

(6) その世術の住宅が滅失した場合 (ij:4)

5 ti）,久入のII1し込み方法

」→．記の限度額にかかわらず］．270万円未泌i

借人IIl込牲に必要事項を記入のうえ、む類を派付して市役所大会腋室へ提出してください。(11湘'l者の印鑑を持参のこと）

なお、梢入III込牲は次のところにあります。

市役所大会議室、各支所 ・出張所、各市立公民館、各l|i立隣保館

6 受付拇jItil及ぴ受付時IIIl

(I) 受付期間 平成7年 4J-l281」（合）まで。ただし、土Ilii1日、 LI11111日、祝1:1を除く 。

(2) 受11時Jill 午前9時から午後3時まで

7 添付柑類

（］）梢入1|lJ,'1時 ① 平成 6年IH 1 LI現在宝塚市に住民登録のない方は、その住民登録地の市町村が発行する所得証1!IJ内（所

得を有するもののIll:4行全員の分が必要です）

② 111:{柑生の負傷を理由とする伯入IIIii'1の場合は、地従により兵傷した旨及ぴ療淡見込み期Ill]の記載がされ

ているl邸iiiの診I折柑

③ 本人であることが確認できるもの（運転免許証、他康保険証等）

④ 本人以外が1|liiりをするときは、委任状とその方の材分証明

⑤ 住居の半壊、全壊の場合は、被災者証1月柑及び被災当時の写真を提示してください

(2) ii.,1'入決定II寺 本人及ぴ辿幣保証人の[|l錯証191{!}

8 述帝保証人

（］） 人数 1名
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(2)'tf格 返済の打力を布し、宝杖iI「に居住している者を原則とする。

ただし、惜入人と同一枇帯の者は巡帯保証人になれません。また、偕入人は他の伯入人の巡僻保証人になれません。

9 返済の例

伯入額350万円の場合 半年賦払い 379,520円 1回

，， 250万円 ，， 

，， 150万円 I， 

10 その他

i芍付審査にあたり、連帯保証人への確認の照会を行う予定です。

ク

ヶ

271.085円 1回

162.651円 1皿

詳しくは、 rli役所災宮援股ft金担当へお問い合わせください。

ff (0797) 71 - 11~ I（大代表）

（注 I} 生活の本拠を有していた者とは、宝塚市に住民登録がある者を原則とし、住民登録が他市の場合、 111:;w.=全貝の住民票

と宝塚市に生活の本拠があることの証明が必要です。

（注2) 借家にお住まいの方で、半壊の場合はほとんど対象になりません。しかしながら、借家人が引き続き居住することが

できなくなったときは、対泉となります。また、借家が全壊の場合も、対象となります。

（注3) 家Iけの被街が I 3以I．．とは、
（被専にあった家lけの被害額） l ;;;;— 

（所有するすぺての家lけの現在の評価領） 3 
※披輿にあ った家lけの被害額 ： その家Iりが全机の場合は、その家具を現在購入するのに必要な~1/ll ,

その家lりが修理可能な場合は、修理に要する1々lり

（注4) 住宅の全体が滅失した楊合とは、住宅が完全に壊れた場合です。

6 応急復旧事業の実施

(I) 地盤の復旧と施策

① 宅地の復旧施策

地箆によって多くの箇所に擁壁の変位や構造物に

亀裂が発生 した。傾斜地を造成した宅地であり、継

続的な地盤変動や、 地滑りのような大規模な土砂移

動の有無について懸念されたため、現地跨査を行い

地盤変状の現況について把握するとともに、重点箇

所については、地質状況の確認及び継続的な地盤変

動の有無について委託調査を実施した。その結果、

各変状は切盛土の特性の述いを反映したものが支配

的であり、地滑り性の地盤変状は発生していないこ

とが判明した。

集中豪雨に伴う避難勧告等を必要とする危険宅地、

千種地区 2箇所、野上地区1箇所、仁川旭ガ丘地区

1箇所、紅葉ガ丘地区 1箇所の計5箇所を箆点的翌

戒を要する対象地区と判定し、必要に応じてパト

ロールの実施と防災無線を設四した。

被災宅地揺壁の復1日施策として次のとおり実施し

t‘ •ヽ O

対策 (1)

住宅金腋公叶ゆt害復典宅地籍約行、宅地防災工事脊金に
ついての案内

① 災沓復典宅j輯吏脊 （上限380万円）、兵l庫県宅地防

災工事助成制度（利子補給）

② 宅地防災工事脊金融査（上限740万円）

③ 災害復典住宅漁脊 （上限380万円）、兵Jlltl息住宅復

興助成基金制度（利子補給）

(2) 

災也関連緊急急傾斜地崩壊対策事業に関する特例措

釦こついての相談、受付。

採択要件

① 宅地擁壁等に甚大な被店がでてお り、このまま放

似すれば2次災告の恐れのあるもの。

② 擁墜等（勾配30度以上）の高さが3m以上あるもの。

③ 人家が3m以上の擁墜等に対し、 5戸以上述なっ

ているもの。

④ 被轡が予想される区域の全体にわたり公共的施設

を含むもの。

⑤ 工事費が膨大なもの (600万円を超えるもの）。

以上の採択要件を全て滴たすものについては、 民間
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の宅地擁墜の復旧を兵｝il1県において災的憫辿緊急急傾

斜地崩壊対策事業として実施。なお、砂防地域につい

ても本事業に準じて実施。

◎申硝審究対象件数 149件

採択件数 42件（採択率28.2%） 怠傾斜事業 6

件 • 砂防事業261牛

(H 8. 1. 26現在）

（内訳） 取下げ24件（急仰斜10件、砂防14件）

協議中 8件（怠傾斜6件、砂防12件）

査定提出18件 （急傾斜6件、砂防12件）

② 山崖 くずれ等の復旧

阪神大震災で被災したLIl崖のうち、二次災害の発

生の恐れのあるものについては、災害関連の緊急砂

防工事、緊急急傾斜地崩壊対策事業、緊急治山事業

により県が復旧工事、あるいは防護工事を実施した。

本市はこれらの事業の地元調整を行ったり、急傾斜

地崩壊対策事業（以下、怠傾斜事業という）につい

ては地元負担金を支出することになっている。

各地区の復l日状況

「ゆずり紫台地区」

本地区は、緊急治山事業として、リ闊111戸股林事務所が復IR、あるいは防談工事を実施している。エ法は、法
枠T.、落石防護エ、土砂止め堰堤エ等：である。

なお、常時斜面崩壊を監視するシステムを原により設位。

被災箇所 ゆずり業台2丁目北1j斡l斜而全体
復旧予定領 1.800.000.000円

平成9年度に全工事完了予定。

「逆瀬台地区」

本地12£.は、 3カ所で緊怠砂防事業を実施。土砂止め堰堤1こより防渡。

胄薬台2丁目鋼製ダム 復旧額 130、000.000円

L=lOOm H=Sm 100％完了

逆瀬台2丁自銅製ダム 復旧額 140.000.000円

L = 120 m I-I= 5 m 100％完了

白瀬川上流 小林字西山

コンクリートダム

L = 85 m H = 8. 5 m 

復旧額 1'12.1'10. 000円

•平成 8 年 3 月末完了

「紅菜ガ丘地区」

本地区は、緊急砂防事業と急傾斜事業を実施。法枠エ及ぴアンカーエにて斜而崩壊を防渡する箇所と、杭エ

により斜面崩壊を阻止する 2箇所。なお、塩谷）II上流部に．＋．石流監視装i社を設附。
怠傾斜事業 紅築ガ丘5番街区

法枠エ l. 176吋 L =60m 

復1日額 320,400,000円

平成8年3月末完了
砂防事業 塩尾寺休憩所 伊オ志字武躯LIl

杭止め工

復旧額梢符：中

未滸手 平成8年12月末完了予定

「月見山地区」

本地区は急領斜事業を実施。法枠工及びアンカーエにより斜而崩壊を防護。

月見山 l丁目

法枠工 4,600m1 L =208. 5m 

復旧額 411.000.000円

平成8年3月末完了

「長寿ガ丘地区」

本地区は 、 緊怠砂防事業を実施。 —+．砂止め堰堤により土石流防戦。 なお 、 観音谷川に：I'．石流監視装骰設紺。
鋼製ダム 2基

L =43m H =llm 

L =27m H =10.6m 

復旧額 270.000.000円

平成8年 9月末完了予定
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(2) 士木関係施設の復lH

① 道路 ・橋梁の復旧

道路、橋梁の被災に関する梢報は、霞災直後から

災害本部で徐々に増えはじめた。それが爆発的に瑾

えたのは、被災当日の午後に入ってからであった。

水道管の破裂、ガスの臭気、電柱、プロック塀、石梢、

家屋の倒壊、道路自身の亀裂、隆起、陥没、崩壊な

ど道路の危険や機能の障害に係わる情報がとめどな

く入り続けた。

このような状況のなか、道路、橋梁に係る復旧作

業が本格的に動き始めたのは当日の午後からであっ

た。

緊急作業として、通行者の安全を確保するため、

通行制限と交通ルート確保、障害物除去を行った。

通行制限は市職貝、 1旅害物の除去作業は業者が中心

となり、作業は続けられた。その結果、1月末ごろ

には、当初110カ所程度あった通行不能箇所は、道

路自身の被災によるものを除き 、そのほとんどは通

行可能な状況となった。

・被災調査

裳災直後ただちに橋梁の安全点検の調査を行った。

主要橋梁については、その日の午前中に点検を行い、

その後、市南部地域の道路、橋梁へと拡大し、 2月

初旬に完了した。

復旧を要する箇所は大小合わせ迫路で約1.300カ

所、橋梁で10カ所であった。

・応急復旧

緊急作業が一応の落ち箔きを見せ始めたごろ、雨

による被災の拡大を懸念して舗i装、 1HIl溝石積みのヒ

ピ割れ等への対策を求める市民の声が高まり始めた。

これに対し各種ヒピ割れの充瑣修理、 土のう積み等

の応急復1日を2月の初旬から始めた。この作業は、

緊急作業に続き、市内22業者により 3月末まで行っ

た。緊急作業も含め、地震以来この期間中になんら

かの応急的措監が取られた箇所は、およそ2.000箇

所に達した。結果、この時点での通行不能は、道路

9カ所、橋梁 1カ所の計10カ所のみとなった。

• 災害査定

県西宮土木事務所への道路、橋梁に係る災害報告

は、地捉発生から 2日後であった。以降建設省所箇、

公共土木施設災害復旧事業は、コンサル業者も加

わっての設計船作成等、査定関辿業務は本格化する

こととなった。

本市においては 3月6日の第 1回以後、計4回の

査定が実施され、迫路52件、橋梁9件の計61件が建

設省所管公共土木施設災害復旧事業に係る工事（公

共災工事）となった。

・プロジェクトチーム

道路、橋梁の早期完全復旧を目指し、平成7年 2

月1日、道路部内に道路災害復旧プロジェクトチー

ムを設置した。その構成は総括3名、事務班2名、

単独災班6名、公共災班13名（内6名は応援職貝）

というものであった。単独災班は被災調査及び応急

作業の検認等の業務を行い、公共災班は査定に係る

業務のみに従事することとなった。

その後4月1日には公共災班が多少縮小されたが、

この体制は 5月31日まで続いた。

・応援

平成 7年 2月1日より 3月31日までの 2カ月間に

ついては、大阪府から常時 5名（延べ17名）、兵廊

県今田町から 1名、 4月1日からは山口県と大阪府

から各1名の応援をお願いした。4月1日以後の2

名は年間派造ということで、市職貝と して活躍して

もらった。これら応援職貝の方々は全て公共災事業

に係わってもらい、その功鎖は実に多大であった。

道路災害復旧状況

対 象 発生件数（件） 復IEl校（千円） 発注率（％） 出来甜率（％）

防害 物除 去
応急復旧 舗 装 関 係 2000 249,992 100 100 

路同、 側溝等

/ム‘、 共 災 61 
1.125. 200 96 47 

（大規模、補助災） （内9件は橋梁）
本復旧

単 独 災
1215 445.000 85 75 

（小規模、単独災）



• 本復旧

査定及び被災調査の結果を受けて、公共災工事に

ついては一部を 3月から、単独災工事については4

月から本復旧工事を開始した。プロジェクトチーム

は5月末で解散し、 6月1日以後、本復旧業務は道

路部内の各課で分担して進めることとなった。公共

災工事の61件は街路建設課、道路計画課、道路建

設課、道路箭理課の4課に配分し、さらに公共災事

業の総括及び単独災工事は道路管理課が担当した。

道路、橋梁災害復旧事業の精神は、基本的に早期原

形復旧である。早期完全復［日に向け現在事業は落・々

と進んでいる。現在（平成8年 1月末）の進捗状況は、

発注率で公共災工事96%、単独災工事85%、出来高

で公共災工事47%、単独災工事755％である。（次

頁表参照）

平成7年度中には全ての工事を発注し、8年度早期

の復旧完了をめざしている。

② 私道の復旧

市内の私道（道路敷地が私人の所有に屁し、現に

一般の通行の用に供されている公道以外の道路）も

多数被災した。

市の調査では、被災22ヵ所、被災延長728m、被

害額は、3,100万円。

これまで、市は、市民の生活猿檄を整備するため、

市道化の困難な私道の舗装工事（舗装に併せて施工

する側溝の整備工事を含む。）の役用の 8割を助成

している。

しかし、大従災による私道の被害が予想を超えた

状況となったため、現行の助成制度では、復旧我用

の住民負担が裔額となり、私道の復1日遅延による市

民生活への支障とともに、 二次災害の発生も予測さ

れるため一日も早い市民生活の回復と街の復興を目

指して、財団法人 阪神 ・淡路大震災復興基金によ

る補助金制度の活用と併せて、現行制度の拡充等に

よる特別措位を購じることとした。

(1) 現行制度の要件の緩和

ア） 過去10年以内に現行制度の適用を受けた私

道についても、制度の適用を行う。

イ） 建設完了後5年以内のものでも適用する。

(2) 現行制度の拡充等特別な措置

ア） 助成対象工事に挑壁等の道路樅造物の工事

を追加する。

イ） 助成額は、（財）阪神 ・淡路大霞災復興基

金からは、準備工事府のl/4を、市からはこれ

を控除した額の 9割とする。

(3) 施行期日及び適用期限

この制度は、平成7年10月1日から施行し、平成10

年3月31日までとする。

この要綱は、次のとお りである。

阪神 ・淡路大震災に係る私道舗装等工事の助成に関す

る要綱

（目的）

第1条 この要網は、阪神 ・淡路大緩災（以下「疫災」

という。）により道路梢造物等が破損し、通行機能に著

しい瞭害が発生した私迫で、現に一般の通行の用に供

されている、又は箆災以前に一般の通行の用に供され

ていたもの（以下「被災私逍」という。）の舗装工事及

び当該工事に併せて施工する排水施設その他道路構澁

物の新股又は復旧工事（以下「舗装等工事」という。）

を行う者に対し助成金を交付することにより、被災私

迫の復旧を促進し、もって生活現境の復旧及び増進に

寄与することを目的とする。

（助成対象工事等）

第2条 助成対象工事は、次に掲げる要件に該当する

被災私道の舗装等工事とする。

(l) 幅員（側滞の幅員を含む。）が1.8メートル以上で

あること。ただし、市長が特に認めるときは、この

限りでない。

(2) 道路の両端又は一端が公迫又はそれに準じる迫路

に接続していること。

(3) 前 2号に該当する被災私道及ぴこれに接する土地

の所有権その他の使用収益権を有する者（以下 「関

係土地所有者等」という。）の総意により舗装等工事

の施工の要望があること。

(4) 舗装工事にあっては、舗装の招傷が著しいこと。

（助成対象者）

第3条 市長は、協同して被災私道の舗装等工事を施

工しようとする関係士地所有者等（以下「助成対象者j

という。）に対し助成金を交付するものとする。

（助成対象者の義務）

第4条 助成対象者は、市その他の公共団体が公共の

ため工事府の一部を助成した被災私迫を使用しようと

するときは、その使用を承諾しなければならない。

（助成金の交付）
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私道舗装助成事業の状況

平成7年度の実箱（予定も含む）

場 所 延 採 輯 員 助成金 備 考

中 9)、1•I 2 1. 目 29.5m 2.9m 435.072円 通‘iit 80% 

売布 l l. H 22.4m 3.4 m 323.403円 ，， 

，， 11.3m 3.4m 161.701円 '， 

山本台 l 丁目 60.0m 4. 5 m 700.800円 ，， 

E呂J —· の 町 21.0m l ~ 1.8 m 217.400円 ク

山本南 3 丁目 17.5m 3.1 m 1.080.000円 ク

月見山 1 l―目 64.Om l.Orn 7.647.750円 震災 90% 

合 甘I 7 件 10.566.126円

第5条 市長は、1社年度、予符の範囲内で、舗装等工 ③ 河川の復旧

事に要する代用の一部を助成するものとする。 ア 1. 2級河川

（助成金の額）

第6条 助成金の額は、8ili装等工事に要するiこ'（Jtlのう

ち、別に市長が定める設計 ・梢狩碁準工事股；から財団

法人阪神 ・淡路大従災復興甚金により交付されるJ1））成

金を控除した額にJO分の 9を乗じて得た額とする。

従災で被災した河111は、公共土木施設災害復旧事

業骰国廊負担法により公共土木施設の災害復旧事業

として、県箭理河川は県が、市管理河川は市が実施

し、砂防河川については、災害関連緊急砂防事業と

して県が実施する ことになっている。

（財JI成金の交付申請等の手続）

第7条 この要綱による助成金の交付申iff等の手続に

ついては、宝塚市私追舗装の助成に関する要綱 （昭和62

年告示第88号）に規定する手続の例による。

被災河川は11河川、25カ所、延長2、092.0m、被

害額は 41船8.870万3.000円と見込んでいる。 この復

旧作業は、平成8年3月末完了を目指しているが、

遅れても平成8年度中までには完了の予定である。

（補則） イ 砂防河川 ・普通河川

第8条 この要綱に定めるもののほか、施行に関し必

要な事項は、別に市長が定める。

普通河川は、4河川、 4カ所、被害延長102.6m、

被害額2.385万2.000円で、全て完了済みである。

（要綱の失効）

付則

この要綱は、平成 7年10月1日から施行し、平成］0

年3月31日限り、その効力を失う。

また、宝塚の河川全体では、 16河川、34カ所、被

寓延長2.530.3m、被専額 5俯8.057万8.000円であ

り、平成8年3月末完了を目指している。

[ l. 2級河Ill]県箸理河川 （平成8年3月末現在）

河 川 名 被災箇所 復1日額（円） 復 II] 状況

最明寺）II 2カ所 延長 50.0m 4、663.000 完了

武 月t !II 4カ所 延長 199.'1m 14.672.000 完了

小 仁 JII 3カ所 延長 519.5m 178.509.000 平成9年2月末完了予定

支多々 JII 1カ所 延長 23. 7m 5.724.000 完了

後 l | | 2カ所 延長 45.0m 7,088.000 完了

荒 神 JII 2カ所 延長 20.3m 2. 731.000 完了

大 堀 JII 2カ所 延長 282.7m 62.926.000 完了

天王寺川 1カ所 延長 14. 0 rn 3.188.000 完了

足 洗 JI I 2カ所 延貶 396.0m 113.983.000 平成8年11月末完了予定

勅 使 JI I 2カ所 延長 265.4m ~8 .892,000 平成8年11月末完了予定

天 神 JI I 4カ所 延長 276.Om '16.327,000 、フ.!c;• 一( 



河 川 名 1 被災箇所

白涌 川 5カ所延長 335.7m 

［砂防河川］県施行

復113額(Fl)

68,023.000 

復 IEI状況

完 了

［普通河川］

河川名 被災箇所 復旧額（円） 復旧状況

塩 クロ JII 1カ所 延長 3.9m 1,002.000 完 了

丁字ヶ滝川 ］力所 延長 27. 7m 6.166.000 完 了

況→uz 神 111 1カ所 延長 26.0m 9.680.000 完 了

城 丸 /II l力所 延長 45.0m 7,004.000 完 了

④ 公園の復旧

被災の比較的大きな公園については、逆瀬台4丁

目公園、売布きよしガ丘中央公園、高松公園、小林

公園、大堀川河川敷緑地の5公園であり 、国廊補助

対象事業として、災害復旧工事を実施した。その復

旧領は、約4.000万円であった。

又、被災の比較的小さな公園については、市単独

事業として既に、111面第2公園等、 12カ所の復旧]_:

た池は12カ所でその復1日に努めた。

地震後、各ため池の箭理者の協力により、ため池

の見回りと減水措骰及び改修に、必要な多紐の盛土

材の確保がスムーズに行えた。しかし、災害査定時

におけるハガネ土での改修計画が、 市街地のため池

であり、交通渋滞、遠距離等により、確保が難しかっ

た。

事を実施し、復旧額は、約2,3 0 0万円を要した。

兵廊県等、関係機l渕との協識の結呆、シート工法

に変更となり工事が遅れた。

かつ、公園 ・緑地は、都市のオープンスペースと

しての役割を果たしてきたが、この大従災において

は、一時避難所や災害復旧の活動の楊として利用さ

れた。その中でも、武l庫川河川敷緑地については、

拠点施設として大いに活用された。また、 一時的に

は、ガレキ、家具、ごみ等の侶場や、一方応急仮設

住宅の建設用地として、非常に大きな役割を果たし

た。この震災を契機に、非徹時における公l別のあり

方が今後の課題とされる。

⑤ ため池等の復旧

ため池の堤体を道路等公共施設で使用している池

及び堤体が民有擁壁を兼た池を除けば、被害を受け

(3) ライフラインの復IB

① 水道の復旧

箆災直後、直ちに水道局肉に水道災害対策本部を

設樅し、 職貝及び水道工事業者の緊急呼び出しを行

い、復旧工事班を組織した。

復旧工事は、倒壊家屋や道路陥没にその進捗を妨

げられ、さらに交通渋滞のため作業効率が上がらな

かった。

送配水管及び給水装佃（分水栓からメーター間）

の復旧は、市内11業者、延べ267班、延べ人貝1.539

名が復旧工事にあたった。

復旧状況

iftl池名 所有者 被吾箇所 復旧状況等

社：町`lllli也・」ごi也 大和銀行 2カ所 直ちに復1日

中筋新池 中筋財産区 一部堤体にクラック 緊急整備事業により改修予定

山 FFl 池 平井財産区 堤体21m改修 平成7年7月13日～12月26日 農業J.14施股災咄復旧事業で改修

山本新 池 山本財産区 堤体168m改修外 平成7年11月17日～8年4月30EI }此粟川施設災咄複旧事業で改修

沢 池 山本財産区 取水施設2カ所外 平成7年5月J8日～9月7日 1此粟ltl施設災湛復IEI事業で改修

淵池 • 西 池 山本財産区 取水施設l力所外 平成7年5月18日～10月30日 具業川施股災唐復旧事業で改修

八 幡 池 中筋財産区 堤体クラック外 平成7年11月17日～8年5月20日 謀業川施設災害復1H事業で改修

IIll 池 中筋財産区 堤体クラック外 平成7年l]月17日～8年7月IO日 農業｝11施設災杏復旧事業で改修

谷 池 川而財産区 取水施設外 平成7年10月1313-8年3月2913 )設業ll1施股災者復1日事業で改修

広 沢 池 個 人 洪水吐拍堰 平成7年5月1813-6月16日 翡業用施設災也復旧事業で改修
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1月23日より 2月8日までの間は、大阪府水道部、

静岡市水道局、仙台市水道局、松江市水道局及び上

越市ガス水道局の5団体延べ385名の応援を得て復

旧作業を行った。裳災後約10日で90％の世帯が配水

可能となった。

当初の復旧目標であった3週間目の2月6日には、

断水世帯は、500戸、断水率0.7％となり、 2月24日

には、家屋損壊等により閉栓したものを除いて平常

配水が出来た。

また、宅地内の給水の復旧は、 宝塚水道工事業協

同組合加盟業者20社が1渕わり、また 1月28日より 2

月9日までの問には小野市上水工業協同組合、加西

市管工事協同組合、社町水道工事業組合及び滝野町

上水道協同組合の 2市2町、 4団体延べ50名の応援

を得て復旧を行った。

復1日支援（笞路復1日工事関係）

自 治体名 期 間 延人数 ilii 考

l 静l祐li見静岡市水道局 l / 2 3 ~ 1 / 2 7 5日1ill 35 地元業者を引率

2 宮城児仙台市水迫局 l/26 ~ 1 /3 l. 6日間 L32 地元業者を引率

3 島根県 松江市水道局 1/26-2/ 1 7日1-LI-l 98 地元業者を引率

4 新潟県 上越市ガス水道局 l/29-2/ 4 7日1iIl 56 地元業者を引率

5 大阪府大阪府水道音II 2/ 1 ~2/ 8 8日1りl 64 地元業者を引率

計 385 

水道施設の主な被害復旧状況等

区 分 水追施設の被災状況 復 IEI jf 復旧年度

祁水施設 川下川ダム無J土祁水トンネル 6年度
涌水の異常初出 12.360千円

（止水58カ所）

浄水施設 生瀬浄・水楊沈殺池仰斜板破拍
25.956千円

7年度
(3段 5列 347111')X 2池

小林浄水楊ろ過池表面洗名（1•管破捐
758千円

6年度
<f, 125mmX 1カ所

送水施設 米谷下1)11圧送水ポンプ設備拍傷
7.489千円

仮設 6年度
送水ポンプ 18.5kwX 3基 本設 7年度

送水符破損
2.073千円

6年度
<f, 150-400mm 8カ所

配水施設 小林配水池場内辿絡箭破捐
978千円

6年度
<f, 300mmX]力所

小林配水池石梢擁壁咎狽壊
Jl, 158千円

7年度
lifi’i損壊3カ所、 土IIil舗装沈下 150m2 

配水行破損 6 ・ 7年度
</> 50-350mm 246カ所 176. J 92千円
要布設替笠路 ］．895m 

給水管破損等 6 ・ 7年度
分水栓～止水栓 159カ所 38.025千111
止水栓～水道メーター 537カ所

調 査 深谷ダム被害調査 9.167干円 6 ・ 7年度
漏水閻査 29.596干円

調査骰 ;tI • 38.763干円

設 計 工事実施設計牧 1'1.317千円 7年9文

合 計 328.069千円



② 下水道の復旧

ア 下水道の復旧状況

地従発生1時に、汚水施設については、全市的な上

水道断水が影響して、管閉塞等の緊急的な対応の必

要な被害は少なく、応急対応件数は取付け管補修136

カ所、人孔補修39カ所であった。また、 雨水施設は

幸いにも、ポンプ場施設に被害はなく、水路擁壁等

の崩壊が多く、応急対応件数も水路応急補修220カ

所、埋器物撤去295カ所、土のう栢み、シート張り73

カ所にのぼった。

本格的な災害復旧を行うためには、まず、被災状

況を把握する必要がある。汚水施設については、一

次調査として徒歩による目視調査を行った。(1月23

日～ 1月25R)一次調査の結果で被災が予想される

箇所の箭内にテレピカメラを入れて、状況を潤査し

被災箇所を特定した。

また、雨水施設については、ローラー作戦で被災

箇所及び状況を把握した。これらの結果をもとに、

国の災害復旧事業の査定を受けるために設計図書の

作成に至るまで、近隣府県及び市町より 1月26日～

2月17日まで、延べi64人の技術職貝の支援を受け

tヽ
~゜

森定設計害に基づく復旧エ車の概要及び災害査定

の内容は次の通り。

復旧工事の概要

汚水 管渠復旧エ ~ 350-200mm 糸勺3.000111

雨水

人孔復旧エ

汚水枷復旧エ

人孔蓋切下げエ

コンクリー トプロ ック梢工

張りコンクリー トエ

直力式挑壁工

u型水路工
L型水路工

166箇所

241箇所

147筒所

l. 536 m 

558 m 

l0 m 

約3,200Ill 

186111 

1900mm管布設工 102m 

災害査定

(1回目） 3月2日～ 3月3日

査定決定金額 8件 306,320千円

(2回目） 3月24日

査定決定金額 7件 589.977千円

(3同目） 4月13日～ 4月14EI

査定決定金額 10件 178.437千円

(4回目） 5月17日

査定決定金額 2件 5.562千円

合計 271牛 1.080. 296千円

前記以外の工事の概要は下記の通り。

復旧工事の概要（市単筏）

雨水 コンクリー トプロック積I 43m 5.000千円

u型水路工 1.500m 130.000千円

以上の復旧工事は、平成8年3月末にはすべての

工事が竣工した。

イ 排水設備の復旧

各家庭では、上水道の復旧が進むにつれて排水設

備の損傷が徐々に確認され、修理を必要とする家庭

からは、指定業者への依頼、照会が多くなった。

排水股備の修理は、各戸対応が原則であるが、指

定業者の大半が土木、上水道業者を兼ねているため、

災害救助、緊急復旧工事に追われ、各戸で依頼修理

をすることは極めて困難な状況にあった。

排水設備からの汚水流出は放附できないので、緊

急対策として指定業者を待機させ、材料夜は個人負

担として応急修理をした。

期間は震災直後から約 1ヵ月間、修理件数は150

件、 1t用は970万円であった。

（％） 
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③ 電気施設の復旧（関i1!ifじ力の復IEI状況）

ア 復1日体制と応急復旧

地震発生に伴い 1月17日（火） 午前7時に神戸支

店、 7時30分に本店、その後、京都支店、大阪北支

店において順次、非常対策本部を設龍した。

本店の非常災害対策本部は、 副社長を本部長とし

て技術各部門からなる設備復旧班をはじめ、総務、

広報、労務、経理、脊材及び燃料の各班で構成し、

設備の被害状況、復旧対策の樹立、全社的な応援体
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〇被災箇所復旧工事対照表

兵限県南部地震災害復18工事一覧表（公共下水道）

番号・ 幹線名 場 所 断 1/u (nvn) 延貶(m)

I 御所の前雨水幹線 新明手11町 U4.200X2, IOO 109 

2 小林雨水幹線 駒のIIII U9. 100X2.400 419 

3 ,¥'.:i司雨水幹線 甜司 1Tl::! U I. 700 X I. I 00 250 

4 小林雨水幹線 大1次LLLF外 U 6.800X I. 750 297 

5 森丸雨水幹線 仁JII北3丁目 プロック梢護岸 40 

6 仁JII汚水幹線外 仁ll|2丁目外 ¢ 350mm外塩ピ符

6 i..:.JII汚水温泉外 {：：：ll1台外 ¢ 200mm }はピ符 498 

7 裔丸雨水幹線 i..:.ll1旭ガ丘外 U6.800X 1. 750 166 

7 邸丸雨水幹線 仁川旭ガ丘 U 600X 1.300 14 

8 塔のIIII雨水幹線 搭のlllf U 400X 500 40 ， 逆瀬台2号雨水幹線 逆瀬台3丁目 uz.ooox 1.900 145 

10 宝松苑雨水幹線外 宝松苑外 U I.800X 1.000 54 

10 逆瀬川汚水幹線 逆瀬台4丁目 'P 250mm外塩ビ管 403 

II 野」-.]号雨水幹線 ・,'渡せ台2丁H U 240X 240 53 

12 窄塚第2排水区 武服IiiI丁U U 900X 600 114 

13 小浜第］排水区 桜が丘 U 450X 800 17 

14 f維終tlllf:lii7ki：徐甜狼 御殿1113丁目 U I.200X2.000 15 

15 川面尼盆雨水幹線外 川祖i4Tl;!外 U 800X 800 303 

16 川而尼宝雨水幹線 川lfli3丁甘 U 500X 800 82 

16 川l(li尼宝雨水幹線 川面3丁目 U 500X 800 151 

17 川llli尼宝雨水幹線 宮の町 LI.OOOX 1.200 172 

18 小浜第4雨水幹線 ii't流神3丁u U 500X 600 82 

19 米谷 1号1;ti水幹線 消流神2丁H U l.300X2.300 49 

20 米谷雨水幹線 光布ガ丘外 U I.200X 1.300 1 69 

21 売布雨水幹線 う也'fil 丁H外 U I.OOOX I.000 85 

21 弥生Pl［地区汚水 弥生llll. ~ 300mm 塩ピ符 40 

21 売布雨水幹線 光布l丁H外 U 700X 1.200 83 

21 売布雨水幹線 売布2丁U外 U 600X 750 350 

22 大堀束雨水悴線 三笠IIIJ. U I.200X 1.900 20 

23 中lll寺雨水幹線外 中111寺lJ1—l U 900X I,000 

23 中Ill寺徘j水幹線外 中llI寺 ITl=l ¢ 800mm 896 

23 中111安危汚水幹線 星の斗t <J, 200mm外塩ピ管 876 

24 中111汚水幹線 中Ill台］ Tl-I外 1'200mrn外塩ピ竹 896 

25 安~I 号雨水幹線 安介西3丁u U I.OOOX 1.000 45 

25 安fr1号I:li水幹線 安介西3丁1::1 U I.OOOX 600 40 

26 ll1本野里 1号汚水幹線 111本西2丁目 ~ 200mm塩ピ竹

26 南ひばりガ丘地区汚水 I*iひばりガ丘ITEl ¢ 200mm塩ピ↑i; 313 

27 111:,j,: 2号l:li水幹線 II（木中 3丁LI U I.500X 1.500 54 

28 削ひばりガ丘雨水幹線 削ひばりガ丘1丁El U I.500X 1,200 178 

29 宝塚処理区 武hlt川右岸地区 人孔似IEI工 23箇所

30 宝塚処理区外 武廊JII左，":j!：地l区 人孔復11-1エ 60箇所

31 宝塚処理区外 市内一円 人孔甜'f.1は旧工事 116箇所

32 宝梅汚染幹線 光ガ丘 1'200mm塩ピ↑年 39 

33 Ill本 1号l:l.i水幹線 Ill本1iil11」 U 500X 500 90 

34 山本5サ雨水幹線 Ill本西2丁甘 U I,OOOX 500 80 

Ilヽ ii••I• 汚水 3.065 

4噌1• 雨水 ~.662 

合計 7.727 
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制の確立、物賓の調達並びに官公庁、報道機関への

報告及び連絡等にあたった。

地策発生直後より、健全な系統から順次切替送爾

を行い、地従発生直後260万軒であった停電軒数は

1月17日7時30分には約100万軒まで減少した。

その後連1:1、電力各社及び協力会社等の多大な支

援を得つつ、全社を挙げて被害設備の早期復旧に取

り組んだ結果、 1月23日（月） 15時には送砲可能な

顧客先の電気の供給がほぼ可能な状態となった。

イ 停電軒数の時間推移

ウ 技術系復旧要員

復旧については、全社的な応援体制を取り、 1月17

日（地震当日）から神戸支店竹内事業所に復旧要貝

を送り込んだ。また、他電力会社や、協力会社から

も多大な支援を得て、技術系復旧要員は、1日最大

6.000人以上にのぽった。 1月17日から1心急送泡が

完了した 1月23日までの技術系復1日要員数は下表の

とおり。

工 他電力会社からの応援状況

配電設備の復旧作業には、関西電力、他俎力会社、

地震発生日

時間

軒数，i

5 : 4 6 

260 

1/17 

7 : 30 

100 

l /.1 8 

8 : 00 

40 

1/19 

7 : 00 

2l 

l/20 

6 : 00 

11 

l/21 1/22 J/23 

二5 I 2 
9 : 00 : 15: 00 
・ 

0.2 : 0 

技術系復旧要員数の推移 (lii．位人）

l H 171:1 l 8 l」 190 201J 21 IJ 2213 23 LI 

社 員 371 657 788 765 794 794 709 

ネット 直力各社

゜
260 28~ 287 291 283 219 

ワーク
技術 協力会社 639 2.070 2.895 2.963 3,616 3,616 3,032 

小 8•I • I.OIO 2.987 3,967 4.015 4.70] 4.693 3,960 

通火送変 泡侶力咆

社 貝 1.168 947 722 657 334 290 464 

協力会社 I. 168 1.582 l.4'18 1.467 1, 113 743 1.316 

小 i•I• 2.336 2 ̀ 529 2.170 2.124 J A47 l.033 1.780 

総 計 3,346 5, 5 1 6 6.137 6.139 6, 148 5.726 5.7~0 

他喧力会社からの応援状況

＾ ロ

附・

人U 326名
（各地力ともビーク時の1直）

配 1発1邸輝 52台
湿源開発（株） ’•口《／作業lli他 77台

他 1その他 生活物沢 I協力のお111しIllあり I
北梅逍

給水jli他， I協力のおり1しIliあ')| 
J塙氾機材IIlli路器

架線金物•i也

通侶 I l~i拉通mm
北 陸 ＇や尺， ～ 束北移動地球｝勾ょμ ne 人只 15名

2台 配 人li 56名 発祉機lll 3台
可！祖無線装牧 発龍機II( 9台 fu 作業ili他 6台

砥 作業lli他 9台

中 国
工務沢機材 龍線他 束 界． 

人li 77名 配 人ll 7名

祀 l発龍即11. 6台 その1也 仮設トイレ

作業取他 14台
冠

50絹I

叫その他 生活物沢 生活物沢

給水Ili 工務資機材 断路器

如幾材I架線金物他 架線金物他

通但 衛見通俯Jfl

九 州
移動地球屈爪

2台

紀 Ali 102名 可搬無線装設

発屯機車 24台 2台
龍作業耶他 24台
工務沢機材 がいし 中 部人只 30名配
（交換、予偏用1!;,6台を含む） 発旭機単 4台 紀 人且 39名

沖 縄 00 
電 作菜Ill他 13台 発fじ機Ill 6台

地 作業車他 11台
I協力のおI'肌し出あ')| 火力についても各龍力から協力のお111し出あり 工務沢機材 架線金物他
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協力会社をあわせてビーク時21日には4,700名の要

員が投入された。また復旧用車両は2,000台を超え

た。

④ ガス供給施設の復旧 （大阪ガス株の復旧状況）

復旧体制

一日も早くガスを復旧させるため、復旧作業には

兵廊地区に加えて大阪、京都、奈良、和歌山、滋賀

の各地からも可能な限り人貝を動貝し、工事会社、

サービスチェーンを含めた大阪ガスグループ約

6,000名の体制で臨んだ。

さらに、日本ガス協会に応援を要諮。ビーク時に

は、全国約3.700名の応援を受け、総勢約9.700名と

いうかつてない規模の体制で全力をあげて復旧作業

に当たった。復旧作業は難航したが、 3月25日に市

内全域が完全復旧した。

復旧手順

復旧作業は、ガスの流れに従って、中圧琳管、低

圧淋筈の順で行われる。今回の震災では、中圧供給

施設の被害は低圧に比べて軽微で、早期に復1日する

ことができた。

低l玉祁管の復旧作業は、次図に示した手順で行わ

ア

ィ

れた。まず、地域内の顧客宅のメーターガス栓を閉

止し，次に3.000-4. 000戸の単位で祁笹を遮断して

復旧地域をプロック化した。その後プロック単位に

ガス管を検査し、漏れ箇所がある場合には、修繕を

9-‘ 11つ。

管内に水や土砂が入っている場合には、修繕作業

に先だって排出する。本支管の修繕が終わると、係

貝が顧客1戸 l戸を訪問し、顧客の立会いのもとで、

建物内のガス管の漏れの有無、ならびに風呂、給湯

器等の給排気設備を検査する。そして設備に異常が

なければメーターガス栓を開き、ガス供給を再開す

る。各復旧プロック単位にこの作業を繰り返し、復

旧を進めて行く。

復旧作業の完了

ガス供給を停止した約85万7.000戸の顧客のうち、

約15万2.000戸は、家屋の倒壊や焼失により当面の

ガスの使用が見込めないと判明。これらの顧客を除

いた約70万5.000戸について復旧作業を進め、 3月

末までに大阪府下と兵庫県尼崎市、伊丹市、宝塚市、

川西市、猪名川町、明石市、神戸市北区 ・西区 ・垂

水区については復1日を完了した。また、それ以外の

ウ

地震対策本部組織図 (3月1日現在）

JGA対111本邸
（本狐畏：渡辺会長）
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復旧作業の手順（低圧供給顔客）

お吝さま宅の
メーターガス栓

の閉止

復旧地域の

プロック化

道路埋設ガス笠

点検 ・修理

お客さま宅の

ガス僻 ・排気筒

等の点検
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地域についても、瓦礫の堆梢による道路封鎖などの

ため復旧作業に取りかかれない一部の顧客先を除い

て、 4月11日、復IEI作業を完了した。

⑤ 電気通信施設の復旧(NTTの復旧状況）

復旧体制とその状況

NTTは地震発生後、現地の支店 ・支社及び本社

に災害対策本部を設似すると共に、全国の支社に支

援体制を設樅し、全国に配備している災害対策用機

器の出動や、約28万人に及ぶ復旧要貝の派造、賓機

材の輸送に取り組んだ。今回の災害被害復旧では、

ア

ガス復1日率の推移

ガス

道路の寸断により陸路の緊急輸送に困難を極めた。

地震直後の通信設備の被害状況の把握と通信の確

保、避難所締への特股公衆遁話の設附、 NTTの総

力をあげて必死の作業を実施した。

復1日作業の完了

本社「兵皿県南部地従災害対策本部」、I梃西支社「兵

駆県南部地疫災害対策本部」の迅速な対応により、

地従発生の翌日1月18日にはすでに全国の NTT、

グループ会社、協力会社から支援部隊が続々と到約

した。それと平行して支援物賓の到滸など、全国の

イ

故障回線の復旧状況

＼ エリア
回復回線数

1月31日

西宮市 15,000 

芦屈市 3.000 

宝 板 111・ 3.200 

伊丹市 2.500 

）l|西市 100 

計 23.800 

＼ エリア
特設公衆電話設骰数 ファクス設附数

設骰箇所数（力所） 股骰台数（台） 股i~t箇所数（力所） 股骰台数（台）

西宮市 200 790 60 90 

芦屋市 50 170 15 20 

宝 塚市 60 220 15 40 

伊丹市 60 140 10 10 

川西市 10 40 5 6 

81 • 380 1.360 105 166 

特設公衆電話、ファクスの設置状況

（平成7年1月31日 （ピーク時）現在）
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多くの仲間たちの力強い支援のもと、

急復旧へと復旧作業にも加速がかかった。

なお、全国からも支援者は、延べ1万725人 日(2

月末）となった。昼夜をわかたず復旧作業を行い、

1月31日をもって、概ねサーピス回復完了をみた。

直

1日も早い応 仮設住宅の電話架線工事

頑
エリう
西宮市

芦屋市

宝塚 市

股骰予定箇所（件） 計画個数（戸）

124 5.472 

44 2.951 

42 2.251 

伊 丹 市 5
 

660 

川 西市

計

4
 

620 

219 11,954 

（平成7年 6月12日現在）
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●宝塚市災害対策本部へ、救援物資を送付していただいた、NTT社員・NTTグループの皆様 ⑩不同）

奈良設遠センタ 名古凩支店サーヒ口~推進部港地区専用サービス 1a 当 NTTプリコム

堺支店 NTTテレマーケティング 上田支店

屈井寺営菜所 山口支店 中国惰穀通信システム

NTTテレコムプラザ 店ケ崎ネットワーク大崎営業所 NTT-TE関東

全電通新潟トータルセンク分会 岡山支店 能代支店

営渠1位追部 三河技術センタ 大分支店

テレホンアシスト 九州支社 NTT-TE九州

長野支店 西日本テレカ京都 エヌ．ティ ．ティ．ドウ

長岡支店 日野支店 別府支店

高山支店 干栞本部 通信ソフトウェア本部

盛岡支店 烏取支店 北海道支店

謀松支店 高岡支店 飯塚支店

彦根支店 諫早支店 名湘支店

生野支店 紋別営渠所 下館支店

京都支店 松江支店 川口支店第 1ラインサーピス

中国通償ソフトウェアセンタ 京都支店料金センタ 北陸情報システムセンタ

関西貸材調遥センタ 加古川支店西脇営槃所 成田支店

関西情報システムセンタ企画部稔務広報担当 佐世保支店 新宿通信機器営業支店

飯田支店 江津支店 京都ネットワークセンタ

岐阜支店企画部広報 六日町支店全電通六日町分会 丸fl1支店
鈴鹿研修センタ 埼玉本部 小山支店

長距雌通償事菜部 下関支店 百森支店

中央ネットワーク技術センク技術開発邸門システムサービス担当 伊豆通信病院 八尾支店宮田林営喋所

東京情報案内 米子支店 浜田支店

中央営業支店尊用サービスセンク 安芸支店 日田支店

NTT-TE東京日本橋支店 東京南通償機器常業支店 秋田支店

四国支社ポランティアグループ 荘川テレマ 字都宮支店

上越支店 九州支社経営企画部 束海ネットウークセンク、技術センク

仙台支店 サーピス生濫本部 八惜支店

NTT-TE償越 名古戻支店ネッ トワーク部港地区交換i剣蒻担当 四日市営榮支店

宮崎支店 北九州支店 償越支社経理部

茨木支店全霞通次木分会 北海道情報システムセンタ 川越支店

高山営業所 信越通償ソフトウェア 廂津営業所

和歎山支店 中津支店 益田支店

佐伯支店 NTT弦巻サービスセンタ 津和野支店

南大阪支店 長綺支店 川本支店

間東逓償病院 金沢支店公衆霞話担当

※上記の他、 m業所が不明なものなどを含め、多数の支援物汽が届けられました。
また、個人扱いの支援物資も多数届けられましたが、誌面の都合で名路させていただきました。

(4) 交通機関の復旧

① 鉄軌道の復旧

ア震災復旧体制

今まで経験したことのない非循事態を一亥ljも早く

打開し、 一13でも一時間でも迅速に通勤 ・通学や被

災地への救援に向かわれるお客様の足を確保すべく、

JR西日本本社においては、1月18日「復旧対策本

部」を設附し従来の本社機能に代えて全社貝そして

労使一体となって、復1日に対し、万全の体制を整え

た。また、阪急電鉄においても、霰災時より速やか

に「阪神 ・淡路大総災対策本部」を設骰し、復旧に

あたった。

イ JR宝塚線の復旧状況

JR西日本、阪神 ・淡路大震災から得た「教圃II」

JR西日本大阪支社発刊P21では各線の復旧のよう

すを逐ー紹介している。

資材の確保が第1

系統間の調整がうまく機能

JR神戸線での復旧作業は長期にわたり、エ務系

統の保線 ・土木 ・建築 ・倍号等の作業が競合する場

合が多く、作業時間の調整締に苦駆した。このため、

工務系統全体を調整できる者（エ務部長）をヘッド

に現地復旧対策本部を設凶し、工程筈理を行い、相

互調整をしたのは大変良かった。

復旧工事が長期にわたる場合、現地復IEI本部での

打ち合わせが全体把握と各系統の工事進捗の歩調を

合わせる ことができ、開通見込み判断に有効に寄与

するので、復旧工事に関連の少ない運輸系統も参加

する必要がある。

（電力課）
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JR西日本本社及び大阪支社における震災復旧体制

JR西日本本社

本社においては 、 ］月 18日 r復IlJ対策本部」を設骰し 、 従来の本社機能に替えて全社貝そして労使―•1本となって、復1日に対し
万全の体制を整えた。(3月201:l解散、 以降は輸送対策本部等で対応）

I 
本部長

「O - - - - 0 0 - - --“------------• o - - O - - - - - - - - - - - - - -
副本部長

（部内対応）

（部外対応）

輸送対策本部長 本部長経‘盗会筑メンバー

復11:1工事対策本部長

労使安全会艤 各本部長各部室艮

JR西日本大阪支社

支社においては、1月17日「支社対策本部」を股既し、支社を挙げて復1H作業、 既開通区間での輸送、代巷パス翰送、要貝手
配等を実施した。

また、支社内全線開通後、 1 月26U からは神戸支社内の復旧、輸送、旅客関係業務の支援に全力を簡注した。 (~ J-l 17日解散）

《本部艮〉 支社長

〈副本部長〉 総務部艮、巡輸部長、安全対策室艮

工務部長（現地復旧工事対策本部長）

事務局 ：安全対策室

［支社3階C会議室l

広報班 庶務経理班 救渡応対班 旅客班 輸送他］整班 復IH計画班 調査班

【現地（芦屋）復lH工事対策本部］
（本部長）工務部長

資材と要員の早期確保

JR宝塚線の地化柱（コンクリー ト柱）が多数根

元から折捐し、領斜 ・倒壊した。

地従の被害状況を概ね把握した時点で、本社査材

担当者に丸太約30本程度を大至急手配をお願いした。

JR神戸線の手が付けられないこともあり 、遁気工

事工作業貝も多数確保することができ、仮木製電柱

ではあったが、いち早く復旧することができ た。ま

た、建設工事部で工事中の福知山線線培工事に使用

予定のコンクリー ト柱も流用することができ、本復

旧に役立った。

［住吉（芦l.'r-:)現地対策本部）

（本部長）、政業推進チーム長

JR宝塚線の地化柱は単柱で枇化 されており、 地

従に対して弱いことがわかった。

このため、本復旧の際に、エアーセクションや工

アージョイ ン ト箇所については地捉に強いといわれ

るピーム楷造にした。

建設工事部から、電気工事作業貝や復旧賓材手配

の協力を受けたが、日頃からの連携、連絡体制の整

備が必要。

被害状況を正確に把握し、復In手段、方法につい
て的確に指示のできる社員のいち早い派造が大切で

ある。 （地力課）



設備改良も実施

JR神戸線、宝塚線等の砲力設備に多大な被害を

受けた。砲力設備支持物の倒壊や低斜、地線類の断

線、金具類の損傷等は地震の激しい振動によるもの

であった。神戸線の復旧が長期化する様相のなかで

本線の迂回ルートを担う宝塚線復IEIが急務となり、

昼夜にわたる復旧作業の結果、4日後の開通という

成果をあげた。

地力設備の復典（復旧）にあたって、支持物には

酎捉性の向上を考應し、自重が軽く柔軟性のある鋼

符柱を主体として使用した。宝塚線で多くの被害を

受けた単独の支持柱についても、 1前重が多く加わる

箇所については門型構造に変更し、高架区間の支持

柱（コンクリー ト柱）についても 、下部より 2m程

度を炭素裁維シートで巻き補強した。

また、感地事故 ・墜落事故防止のため、き龍線 ・

翡圧配砒線を電源師に上り線側、下り線恨llに分離し

て設備する方式とし、あわせて膀落防止付の点検は

しごの取付けを行い「人に俊しい電力設備」とした。

（電力課）

山陰線の工事材料を活用

鉄道の仮復旧、本復旧を問わず、是非必要な材料•、

特殊技能を必要とする作業貝の確保に困った。たま

たま今回は、山陰本線で線増工事があったため、材

料の流用が可能となり大いに助かった。

多くの線区に被害がでた場合に、材料、業者手配

の而から復旧する線区の俊先順位を明確に指示でき

る体制づくりが必要。

近隣でどのような工事が施工中であるが情報を集

めておく 。また、災害時には、保線、土木、建築、

砲力、信通と作業が競合することになり 、エ務系統

全体を統括調整できる体制づくりをし、 工程調整、

相互調整が必要である。 （電力課）

迅速な安全点検を実施

早く列車を走らせなければという気持ちのあせり。

いいかげんな点検ではだめだ、 二次災害につながっ

てはいけないという思いが交錯する中、お客様への

安全安定輸送が私達の社会的な使命である ことを肝

に命じ、迅速な安全点検と責任ある安全確認に心が

けた。

この現場は昨年11月高架区間として開通したばか

りであった。幸にも祗化柱は耐災設計基礎であり電

柱基礎部で衝撃を柔らげる構造になっておりコンク

リート柱が折れずにすんだ。技術力が功を奏する結

果となった。 （京橋電力区）

食料等の調達 ・搬送に工夫を

交通渋滞により、現地への到箔や現場の移動時に

時間がかかったことに加え、必要な壺器材、食料、水、

暖房器具の搬入が遅れた。

食料や飲料水は、復旧作業近傍で入手できない状

況を察知して、社員や睛負い業者の差なく 一括して

食料調達を行い、搬送した。

自動車での移動は、渋滞に巻き込まれて予想のつ

かない事態も想定される。緊急自動車の活用や自転

車、パイクが交通渋滞に有効である。また、食科等

の調達については、 主管課は通常設備等の復旧に重

点をおくため、総務課等の後方支援の課が配感して、

予め準備、手配する仕組み作りをする。 （電力課）

ウ 主な被害と復1日状況

JR西日本管内の被害状況と後El状況を図に示す

と次のとおりである。

主な被害と復旧概況（大阪支社内関係）

ばよ翡OOt:m@
全鼠蘭過
)月21日(5：02)

昴分開通
1月10日7:00
(e"~”°) 

9X□ 

JR暉
・過りaぃ
・電棗UI臼渭m鸞 I臼4紐紺
・中山守駅ホーム鰻頃
. iiii訳＊＊匹四皿（c.lB3:00戟釦 訂大訴比e町紐

＠ 
北1Jlll物線・媛m陽没 冨大翫

m 
子 1月198
糧！

JR濤戸縁 □ 立1e•• I証叩）
1月198 ゜m子園口～厄閾

JR京饂U

＠ 
・ ⑲吋豆i

鳳＼大IO惰誡(15:30) 貸日

閲烈空辺

1!11西空氾蛾(14:43)
• 11)11プ.,ケット

>-I--< .I:腿支ll外れ ＠ 石田

東憚IOIB

a 配暉112：:.ll
け

工 復旧への歩み

五条

吋ぺ

JR西日本各線の笈災以後の復旧について 1月17

日から 5月15日まで日を追ってみてみると、次の表

のようになる。
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l rJ 17日

l Fl 18日

1月19日
1月21日

］月23日

1月25日

1月27日
1月30日

2月2日
2月8El 

2月14日
2月20日

4月］日

4月8日
4月17日
5月l58

復旧への歩み

5時46分兵卯児南部地震発生（従度7)
支社対策本部設骰 (6: 55) (1種A体制） （3 S体制）
支社内全区間点検後迎転開始

大阪現状線 (17: 55)、桜島線 (16: 20)、大和路線 (15: 30)、1Ml西本線 (8: 09)、桜井線 (12: 
00)、
学研都市線 (20:00)、和歌山線 (12:00)、阪和線 (12: 30)、羽衣線 (14: 42)、I渕匹空港線 (14
: 43) 
JR宜塚線現地復1日対策本部設附（解散21日6: 10) 
JR京都線開通
JR神戸線尼崎まで開通 （塚口折返し）
JR宝塚線尼崎～塚口IUlI開通
JR宝塚線宝塚～新三田間1開通
JR宝塚線全線開通
束湘道新幹線 京都～新大阪間開通

尼崎～甲子園口旧l1開通（内側線）
須磨～囮明石IlllI}｝l通
甲子園口～三ノ宮lill代替バス巡行開始 (6: 30-22 : 00) 
甲子園口～芦／茎間再開（内側線）

神戸支社 芦屋駅に現地対策本部股凶
代替パス 芦届～三ノ宮に変更

大阪支社 芦届駅の現地対策本部を神戸支社より引継ぎ (2月7日閉鎖後住吉へ移行）

神戸～須磨III!巡転再開
シャトルバス 三ノ宮～神戸述行開始（2/30-2/19)
現地（芦13i)復旧工事対策本部設骰

芦届～住吉l1il巡転再開（住吉駅折返し設備 ：分岐器、信号機新設）
代替パス 住吉～三ノ宮に変更（ノンストップ6: 00-22: 30、各駅停車6: 30-22 : 00) 
現地対策本部を芹屋から住吉へ移行

尼崎～芦屋間（外側線）運転再l}i.j
灘～神戸間巡転再開

代替バス 住吉～灘に変更（ノンストップ6: 00-22: 30、シャトル住吉～六甲追6: 30-22 : 30、
シャトル六甲逍～灘6: 30-22: 00) 
JR神戸線全線開通
現地対策本部招散

山1陽新幹線全線開通

支社対策本部解散
現地（芦届）復1日工事対策本部解散

オ 阪急電鉄の復旧 しかし、一部の学校では校舎棟が半壊していたた

め、仮設プレハプ校舎を建てるまでの間、隣接校の

教室を借りる計画をして早期の授業再開に努めた。

阪急電鉄復旧へむけての社内体制は次頁のように

整えられた。

(5) 公共施設等の復旧

① 教育 ・文化施設の復旧

ア 学校教育施設の復旧

各学校 ・園では、余震が続き、電話もほとんど不

通のなか出勤できた教師が子供たちの安否の確認作

業に奔走した。また校舎、校庭の被害状況を調査す

るとともに、通学、通園路の安全点検を PTA紐織

等の協力で実施した。一方 1月17l=J （火） ～ 1月20

日（金）まで全校園で休業した。

学校園では多くが避難所となっていたが、ほとん

どが体育館や特別教室に避難しており 、普通教室で

の授業はどうにか可能であったため、 一日 も早い学

校再開に努力した。

1月21日（土）には、幼稚園13園中11間が再開し

2闊が休業、小学校では24校中19校が再開し 5校が

休業、中学校では12校中11校が再開し 1校が休業、

従設学校 1校も再開した。

各校区内の被害状況や学校施設設備の被害状況に

よりやむなく 休業を続けた学校も、以後、週明けの23

El（月）から28日（土）までの間、 l1員次再剃でき、

翌週の 1月30日（月）から全校園再開することが出

来た。

阪神間では他市より早期の再開であったが、学校

での子供たちが級友との再会で「生きててよかった」

と手をとりあって喜ぶ姿や歓声は、打撃をうけ瀕死

の学校が再び脈打ち始め、ひいては地域にも復1日の

息吹きを感じさせるものであった。
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阪神・淡路大震災ドキュメント（抜すい）

鉄逍本部

（阪急電鉄株式会社広報室）

17日因 5時46分 阪神 ・淡路大震災発生 （礎源は淡路島の北東約三キロの明石海峡付近深さは約二十
キロ、マグニチュード7.2) 

1月 1 17日伏 5時47分全線不通
9時30分本社対策本部股訟

（本部長 ：山口楷務取締役）

〈鉄迫本部各部、広報室、総務部、営業推進部、賓材部、管財音II他〉
14時00分 京都本線 ［河原町～淡路］普通列車のみ運転再開
14時15分嵐山線 【嵐山～桂l迎転再開 く平常ダイヤ復焔〉

14時30分干里線 ［北千里～淡路】運転再耕l
14時40分 千里線 ・大市交乗入運転再開 〈平常ダイヤ復帰〉

16時13分 京都本線 ［河原町～梅田l 普通列車のみ運転再l~fl
19時20分 宝塚本線 【梅田一池田］普通列車のみ巡転再開
20時20分箕而線 【石抵～箕面】巡転再開 く平常ダイヤ復船〉

18日（杓 4時24分 宝塚本線 【梅田～袋雀丘花腟敷】普通列車のみ巡転再I荊
［誤雀丘花屋敷発 4時24分、梅田発 5時00分］

19日（杓

5時17分 神戸本線 ［梅田～西宮北口】普・通列車のみ運転再開

6時10分
6時30分
11時38分
13時00分

初発より

［西宮北口発 5時17分、梅田発 5時58分］
京都本線 ［河原町～梅田】怠行列車述転再開

＠代替バス ［塚口～伊丹】運行I開始
伊丹駅舎前で韮井社民が亀井運翰大臣に被害状況説明

京都本線 ［河原町～梅田］特急列車運転再開

宝塚本線 ［梅田～宝塚l迎転再IJf.J
［梅田発 5時00分、宝塚発 5時03分］

15時00分 JR福地山線との板替輸送実施

21日U.. ) 初発よ り 伊丹線 ［塚口～新伊丹】運転再開（折り返し巡転）
［塚口発 5 時00分、新伊丹•発 5時10分］

(6時30分～21時00分）

〈平常ダイヤ復帰〉

〈平‘m・ダイヤ復船〉

6時30分 ＠代替パス ［新伊丹～伊丹］に巡行区llり縮小 (6時30分～2JII寺00分） （→3/10まで実施）

22日(R) 神戸阪急ビル解体工事l}fl始

23H（月） 6時30分 今沖北線 ［西宮北ロ-|IIl戸厄神】巡転再開（単線折り返し運転）

24日（灼

25日（水）

6時30分 ⑨代替パス 【西宮北口～三宮l各駅停車便 ・巡行開始
6時39分 神戸本線 ［梅Hヤ～西宮北口】急行列車連転再開

［梅田発 7時01分、西宮北口発 6時39分］
17時04分今津南線 【西宮北口～今油】運転再,m
西宮車廊の洗車用地下水を沿線住民に提供

初発より 今津南線 ［西宮北口～今津l
［西宮北口発 5時05分、今津発 4時58分］

松尾運輸事務次官が伊丹駅周辺視察

2613（杓楠木近畿述輸局長が三宮駅視察

26日（木） 社長定例記者会見 ［復旧予定と骰用について］

(6時30分～21時00分）
(6時30分～22時00分）

〈平常ダイヤ復帰〉

28日li) 6時30分 ＠代替パス ［西宮北口～三宮）直行便 ・運行llf.j始 (6時30分～22時00分） （→2/19) 
犯井巡輸相が三宮駅を視察

30日（月） 初発より 今津北線 【仁川～宝塚］巡転再In!
6時30分 ＠代替パス 【三宮～翡述神戸】巡行開始 (6時30分～22時00分） （→2/5) 
(9)JR神戸線が神戸駅まで開通するのに伴い、代替パス ［西宮北口～三宮］附便 (90台→110台）

31日伏） 束京 ・大阪 ・京都の証券取引所ヘファイリング［鉄道部門の復IEIに要するエ車金額約8601糾円他］

2月I4 日 (I•) 6時30分 ＠代替バス 【西宮北口～甲陽園］運行開始 (6時30分～21時00分）

5日(El) 初発より 今津北線 【西宮北口～宝塚］運転再開

7日因 6時59分神戸本線 ［梅田～西宮北口］
朝ラッシュII寺急行列車の10両迎転再I}fl

9日（杓 7時11分 今津北線 【酉宮北口～宝塚］準急列車運転再I}fJ



2月 9日（杓 社長記者会見［運賃改定を全線開通後まで凍結。復旧骰用と業絞見通し］

10日倹） 東京 ・大阪 ・京都の証券取引所ヘファイリング［全体の復旧に要する工事金額800｛意円他］

13日旧） 初発より 神戸本線 【御影～王子公園］運転再開（折り返し運転）
［御影発 6時00分、王子公園発 6時09分］

6時30分 ＠連絡パス運行開始 (6時30分～22時00分） ［阪急御影～JR住吉～阪神御影）
神戸本線の不通区間の定期券 ・回数券所持者に対する [JR大阪～住吉］ ［阪神梅田～御影］への

振替輸送実施

17日位） 西宮車廊の従業員用浴場を被災者の方に1井l放 (lo時～15時） （→6/1現在継続中）

20日（月） 5時20分 JR三ノ宮～灘、阪神三宮～岩屋への振替輸送実施に伴い、神戸本線 【御影～王子公圏】
始発時1iil繰上［御影発 6時30分、王子公園発 6時09分→5時29分］

神戸本線 ［三宮～王子公園】間でJR、阪神への振替輸送実施
JR灘～住吉削、阪神岩屋～御影間の振替輸送を受ける［神戸本線 ［御影～王子公園】で対応］

22日（杓 西宮車廊の従業貝用浴場を夜間 (19時00分～20時30分）も開放

28日（リO （仮）伊丹駅営業憐l始に伴う一部区間の旅客運只・変更を近畿遥輸局長へ申謂
西宮北口～夙川I関 西宮商架橋（約1.6km)全面改築工事のエ法認可
三宮商架部分復旧工事のエ法認可

3月 1日（杓初発より 甲陽線 【夙川～甲陽園】運転再開
＠代替パス 【夙/I|～甲陽園］を ［西宮北口～夙川】に運行区間縮小

7日伏 （仮）伊丹駅営業開始に伴う旅客巡買変更が近畿遥輸局より認可される (3/11より実施）

11日は） 初発より 伊丹線 （塚口～伊丹］運転再開［伊丹発 5時03分、塚口発 4時54分］
神戸本線 ［梅田～西宮北口】特急列車の巡転再開

13日(}j) 初発より 神戸本線 【御影～三宮）普通列車のみ運転再閉（折り返し運転）
［御彩発 5時13分、 三宮発 5時02分］

＠代替バス ［西宮北口～三宮】が ［西宮北口～御影］に運行区間縮小

＠連絡バス ［御影～阪神御影】直通便に変更

神戸本線 【三宮～王子公園］間のJRとの振替輸送中止

16日（木） 三宮駅束改札ロオープン

4月 7日倹） 初発より 神戸本線 【夙II|～岡本］普通列車のみ遥転再開（折り返し巡転）
［夙川発 5時20分、岡本発 5時18分］

11日因社長記者会見［被災に伴う業鋲予想の修正および復旧状況等］
東京 ・大阪 ・京都の証券取引所ヘファイリング [I司］

13日（木） JRとの振替輸送 ［西ノ宮～住吉］に短縮
＠代替バス 停留所に (JR西ノ宮］を追加し増便

27日（木） 社長記者会見［全線復旧予定、神戸線ダイヤ改正］
東京 ・大阪 ・京都の証券取引所ヘファイリング ［全線復旧予定について］

5月 23日囮社長記者会見［平成6年度決算、全線復旧6月12日に］
東京 ・大阪 ・京都の証券取引所ヘフ ァイリング ［平成6年度決符］

6月 1日（木）初発より 神戸本線 （岡本～御影】普通列車のみ迎転再開 ［岡本発 4時48分、新開地発 5時
18分］

＠代替バス ［西宮北口～御影］運行中止し ［西宮北口～夙JI|］のみとし増便

4日（日）宝塚線ダイヤ改正 実施

12日（月） 初発より 神戸本線 ［西宮北口～夙／11]運転再l}胆lし、全線開通
神戸線ダイヤ改正 実施

しかし、校区の通学路は、まだまだ震災の爪あと

が各所にあり、ライフラインの復1Bの車両が行き交

う状況のため、教師やPTAの方たちの協力で登下

校の安全確保に努めた。自宅が全半壊し、他市に避

難した子供たちも多く、課題は山精していた。
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学校教育施設の被災状況と修復計画

施股名 被 災 状 況 修復計画

良元幼稚 l蘭 園舎壁、土間、敷地等損俗 補修済み、平成8年3月敷地復11-1完了

宝板第 一 幼稚園 特になし

小 浜幼稚園 特になし

宝塚 幼稚 園 l恩l舎整、窓、舗装等損傷 補修済み

長尾幼稚園 園舎接捐傷 補修済み

西谷幼稚園 特になし

i二 ）IIiJJ Wt I塁I 薗l舎墜、土fil]等損偏 補修済み

西 iii幼稚園 園舎壁、土間、 1じ培、歪石梢揺接等1tl傷 補修済み

売布幼稚園 特になし

長尾南幼稚園 園舎壁、土間、合ili装鈴損街 補修済み

末 成幼稚園 園舎壁咎;tu俗 補修済み

安介幼稚園 特になし

中山桜台幼稚園 特になし

中111五 ）」台幼稚園 特になし

丸柏幼稚園 刷舎盛机傷 補修済み

沿j 司幼稚悛l 園舎整、土IIり、令ili装等捐傷 補修済み

良元小学校 校舎柱、壁、エキスバンションジョイント （つなぎ目） 部 補修済み

等損傷

宝塚第 一 小 学校 校舎墜、エキスパンションジョイント （つなぎ目）部等損 補修済み

1筋

小浜小学校 校舎柱、搬、エキスバンションジョイ ント （つなぎ目） 部 補修済み

等拍傷

宝塚小学校 北校舎壁、フェンス等損傷 補修済み

中 ・肉校舎棟半壊 平成7年3)」仮設校舎股i伐
平成8年12)-J新築復IFI完了f定

艮尾小 学校 校舎柱、聖、エキスパンショ ンジョイント（つなぎU)祁 補修済み

等損傷

i世谷小学校 校舎一部壁、ガラスtil俗 補修済み

仁 川小学校 校舎 ．J11':内述動場壁、エキスパンションジョイント （つな 補修済み

ぎ目）部等損傷

西 Ill 小学校 校舎M送、エキスパン ションジョイント（つなぎH)部、 I至 補修済み
内運動場）1it根等捐傷

売布小学校 校舎壁、｝j，:体床部、敷地、プール等損傷 補修済み、

平成 8年 3)I 屎体 • プール復IFI完了

長尾南小学校 校舎殷、床、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部、 補修済み

ガラス等損1紡

末成 小 学校 校舎堅、エキスパンションジョイント（つなぎ目） 部、ガ 補修済み

ラス、舗装等損勧

安介小学校 校舎堅、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部等損 補修済み

i紡

中山桜 台小学校 校舎堕、エキスパンシ ョンジョイント（つなぎ且）部等机 補修済み

傷

長尾台小学校 校舎壁、エキスバンションジョイント（つなぎ目） 部、J.!ll 補修済み
設汚水貸等損傷

逆瀬台 小 学校 校舎破、エキスパンションジョイ ント（つなぎ目）部、校 補修済み、

地悴i1)Ill擁墜等損慟 平成8年3月敷地復11::l完了
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炎 艇小学校 校舎堅、エキスバンションジョイント（つなぎ目）部、ガ 補修済み

ラス等損傷

光明小学校 校舎壁、エキスパンションジョイント（つなきtl)部、ガ 補修済み

ラス吟損傷

末広小学校 校舎壁、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部、ガ 補修済み

ラス等損俗

中l」I五月台小学校 校舎壁、ガラス等損傷 補修済み

丸桃小学校 校舎壁、エキスパンシ ョンジョイン ト（つなぎH)部等捐但 補修済み

店i司小学校 校舎接、床、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部、 補修済み

ガラス等損傷

安倉 北小 学校 校舎嵌、エキスバンションジョイン ト（つなぎ目）部等損勒 補修済み

すみれガ丘小学校 校舎槌、エキスパンションジョイン ト （つなぎ目）部、舗 補修済み

装等損俗

山手台小 学 校 校舎エキスバンションジ ョイント （つなぎ且）惰1;等拍f紡 補修済み

宝 塚第 一 中学校 北校舎競寄fl1筋 補修済み

南 ・東・技術校舎棟半壊 平成7年3月仮股校舎設附、
平成8年12月新築復IH完了予定

宝 塚中学校 校舎壁、エキスバンションジョイント （つなぎ目）部、ガ 補修済み

ラス等損慟

艮尾中学校 南校舎壁等損低 補修済み

北校舎棟半壊 平成7年3月仮設校舎設凶
平成8年J2月新築復旧完了予定

西谷中学校 校舎墜、土Ii1)担慟 補修済み

宝 梅中学校 校舎破、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部奔捐化i 補修済み

涵司中学校 校舎堅、エキスパンションジョ イント （つなぎ目）部、プ 補修済み

ール、花坦等損傷

南ひばりガ丘中学校 校舎壁、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部、プ 補修済み

ール、敷地等損似 平成8年5)-jプール新築復l11完了
予定

安念中学校 校舎壁、エキスパンションジョイント（つなぎ目）部等損傷 補修済み

中山五 月台中学校 校舎墜、エキスパンシ ョンジョイント（つなぎ目）部等損傷 補修済み

御殴山中学校 校舎様、エキスバンションジョ イント（つなぎ目）部、舗装 補條済み

等捐但

光ガ丘中学校 校舎壁、エキスパンシ ョンジョ イント （つなぎ目）部、プ 補修済み

ール、敷地等損條 平成7年II月プール、敷地復IA完了

山手台 中学 校 座lJ、J迎動場J至根捐倍 補條済み

養 股 、-'#-• 校 校舎壁、エキスパンシ ョンジョイント （つなぎ目）部、ガ 補修済み

ラス等捐1筋

... ー ・
学校園の再開状況

再開日時 幼稚梱l 小 学 校 中学校 養談学校 計 備考

1月21日U・) 11 19 11 41 

］月23日（月） l 1 l 3 

1月24日因 l l 小浜幼再閉

1月25日（杓 l l 2 

1月26日（杓 1 2 3 小浜幼再llf.J

1月27日(;t）

1月28日山

1月30日（月） l l 

合 針 13 24 12 l 50 
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震災による児童生徒の転出入

ぶ） ）
 
人

0
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4
 

小学生の転出入 中学生の転出入
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。1月31日 2月208 3月13日閲在 1月31日 2月20日 3月13日硯在

ニ
m

U
饂 入

U
転

〇醐

小学校 中学校 養設学校 fi| ・ 

調査対象学校数 24 12 l 37 

糊査対象児童生徒数 12.603 6.000 24 18.627 

配硲を要すると思われる人数 14 (2) 7 (l) 0(0) 21 (3) 

必要であったが現在は不要な数 7 (0) 0(0) 0(0) 7 (0) 

心理的に配慮を要すると思われる児童生徒

（ ）は、内数による転入児旅生徒数

避難所 親戚等 t 1 • 

小 ・従簸学校 154 473 627 

中 学 校 87 245 332 

計 241 718 959 

自宅外からの通学の状況

(2HIOLI閣）

校区内 校区外 県外 脊I・

小・ 焚渡学校 472 237 56 765 

中 、-!l!f•• 校 235 35 5 275 

計 707 272 61 1.040 

(3月ll:l腺l)

仮設 親戚等 校区外 市外 計

小・ 養陵学校 159 92 158 30 4 39 

中 学 校 80 37 89 25 231 

計 239 129 247 55 670 

(5月201:l調）

教科祁
文具 ・辿学用品

冊数 人数

小 学 校 4.124 753 315 

中 学 校 2.999 344 216 

災害救助法に基づく教科書等の給与児蘊
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（校）
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学校の避難開設の状況

［コ小学校

仁コ 中学校

［コ呻学校

文化施設等の復旧

文化施設の被害と復旧の状況は下表のとおりであ

イ

校種別設習状況

設

四

校

餃
口
不
用
校

る。

ウ 社会教育施設の復旧

公民館、各図書館、体育館など社会教育 ・社会体

育施設の多くが避難所となったため、まず危険回避

のための修理を早急に実施した。ま た、 被害状況の

確認及び国 ・県へ被害状況の報告を行うとと もに、

国耶補助対象事業として修理することの採択につい

て県と協議を続けた。

並行して建物の安全確認について、文部省大臣官

房文教施設部技術課の調査を受け、建物の安全性を

確認のうえ、以後の復旧計画の指針とし、修理珀手

に当たっては、国（大蔵省 ・文部省）、県の現地調

査を終え、国扉補助内定を受けた後、補助申請を行

い、修理に箔手する こととなった。

文化施設等の復旧

施設名 被＃状況 復 11:1状況 祁 l}tl状況

,Ii民会館 1階谷l紺部分陥没、内 ・外敬亀裂、 平成8年3月復11:1修絶完了。 全館再開4),JlIJから
ガラス破枡、漏水、照唄器具破損、 移!1 11 ~,\' J9. 184. 5321エJ (3/5日・13日・23日
玄関付近地盤沈下、 消火｝—ll タンク （し 特別利用）

裂等外

,Ii民会館分館 易女トイレ堅自りに亀裂、玄l関部分亀 平成7年5月復ll」修緞完了。 全館再l}fl2月1日から
南口会館 ツ衣9J タマIcr． 修復!fc812.930円

ペガ ・ホール バイプオルガン破拍、外避タイル落 平成8年2J-j復IFI修紐完了。 全館再I•;tJ5 H l 1日から
下、空濶ダクトiが破拍、給水管屯俯破 復11-1¥~59,244.261円 （但し、バイプオルガ

拍外 ンはHS.2/29に修紐完

了）

ソリオホー ル 廊下部分の床 ・接に亀裂、会議室内 平成7年l]月復旧修紐完了。 全館再開9月3日から
堅に亀裂、男女トイレ損壊外 復ll:1代75.163.798円

勤労福祉会館 内 ・外壁 ・床のf臥裂、給排水岱損傷、 平成7年11月1日復旧修絶完了。 1117日から5/15日休館

砲気股備11Hi筋 復IR{~8 . 837.400円 （避難所に利用）

女性センタ ー 全室窓ガラス捐壊、整 ・天井屯裂、 平成7年5月30日復旧條継完了。 1/.17から2／末休館

各所拍似 復ll:l'JJiZ.729.500円 3月から柑l州

第 1隣保館 内 ・外盤の亀裂、エアコン立外機捐 平成7年度予豹で復1日。 6月から会館再併j
傷 移i1日¥136.821A70fIJ (5/8まで避難所）

第 2隣保館 別館全壊、本館 ・渡り廊下陥没拍似、 新館復旧り多繕完了。 6 J-lから会館再耕l
地盤亀裂 復ll:l112. 987. 000円。 (5/8まで避難所）

建替復IEI工事は、平成8年10)-J竣

工予定。

本体工事1t383,160,000円

第 3隣保館 空濶機の給陀水筒捐i紡、内 ・外壁小 外部改修工事を平成7年9文予籾で 4月中旬から全館柑耕l
さなf0裂 復旧。1UIFIP<9.373.ooo円 (2/4まで避難所）

手塚治虫記念館 外構部地割れ、館l)1内装 ・備昴落下 外構部分 ・館l-J..)内装 ・備品関係等 1/17から 2月末休館
は平成6年度補正予符と平成7年 3 }-lから再憐l

度予符で復lH。
総復IFl牝は］6.638.456円

固際 ・文化 窓ガラス破拍、邸架水柏及ぴ配笠破 平成7年］0月全て復IEI。 1/17から 2月末休館
セ ン 夕 捐、水漏れ、l}、J竪亀裂、外控iil壊 復ll:1¥'(5.467.515円 3月から再rifl
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社会教育施設の復l日状況

施設名 被唐状況 対 応

中央公民館 建物 防火ドア破拍 危険回避のため6年度修理済

内 ・外壁クラック

7年度修理済

室内l闊仕切り破祖

束公民館 I建物館内漏水 危険回避のため 7年度修理済

済

済

理

入

修
購

め

度

済

た

年

済

理

理

済

の

6

理

條

修

理

避

修

度

度

修

回

度

年

年

度

険

年

7

7

年

危

7

D
[口]ーい

一

―

―

―

、

ル

エ

場

び

ァ

ク

ー

ジ

車

損

及

フ

損

損

ッ

ホ

ロ

駐

破

損

、

破

破

離

ラ

、

プ

ク

離

、

り

破

岱

線

線

倒

ク

ク

ォ

損

ッ

刻

坦

わ

柏

配

み

損

み

没

び

ル

ッ

デ

破

ラ

ル

花

ま

水

、
損

込

破

込

陥

及

イ

ラ

損

ピ

）

ク

イ

、

溝

受

卜

破

引

ド

引

ル

ク

タ

ク

破

、

等

壁

夕

窓

部

ク

ル

カ

ー

カ

没

イ

ッ

損

ぴ

場

等

ピ

ー

外

床

、
外

機

ダ

イ

電

ポ

咆

陥

タ

ラ

破

及

車

明

レ

タ

・
・

摺

ひ

調

調

コ

土

井

圧

盤

楊

ク

灯

壁

駐

照

テ

ク

内

壁

手

及

空

空

ン

翡

天

尚

地

広

墜

外

品

物
伽

建

士

g^＂ぃ民公西

備 考

麟暉
平成7年1月17日～ 2月16日

業務再開

平成7年5月8日

中央図科館 I建物

備品

1/17-5/20のIIil、避難所
6/5から公民館業務を再開

l/17-5/21の間避難所

6/5ー再オープン

雑誌架、麟、展示ケー

ス、保虹t D 7年度修理、購入済
図料

2月17日

2月26日

2月26日

中ILI台分室再開
図柑館 （本館）再litl
移動凶料館巡行再,m
「月見I」12丁目」
這瀬川グリーンハイツ」

「上の沼公園」を除く

西図牲館 I建物配水笠破損、水漏れ 危険回避のため6年度修理済 I2月17日図邪館再l荊

壁クラノク、防楚ガラスP危7年度修理済
壁クロス損傷

備品魯架破損 険回避のため 6年度修理済

小 浜 宿 建物 壁クラック及ぴ剥離
7年度修理済

脊 料 館 塀クラック

備品 展示説明板破拍 危険回避のため 6年度修理済

スポーツ 1テニスコート 8而破損
［避難所 (1117-5/21)センタ ー 同 フェンス破損

7年度修理済
耕l館日時

裔司グラウンド 4/24 メイン）開始

フェンス破損
5/23 サプ

体脊館漏水 6年度修理済

各施設の復旧については、危険回避補修、国眼補

助対泉 (60万円以上） にならない軽微な補修は、6

年度に実施。 7年度については、すべて国庫補助対

象となるため、大蔵省、文部省の現地調査の修了後、

補助金の交付決定等があり、 早急に復旧にかかった。

また、各施設については、復旧工事中閉館にはせ

ず、利用者の安全を確保のうえ、市民の利用に供し

ていった。

ウ 共同利用施設等の復旧

被災箇所の内、排水設備、砲気、窓ガラスの損壊等、
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急を要するものについては、平成6年度末までに補

修を完了した。外壁、内壁などその他の被災箇所に

ついては、平成7年度末補修を完了した。

オ 地域利用施設

施設名 主 な被害状況 復旧修復領
(T・Pl) 

共同利用施設

施股名 被 4t状況

ill本会館 抱灯幹線の遮断。水迫、ガス、
排水笠等地中埋設符の損傷。

自動火災報知設備の損傷。壁

クラック。（基礎杭の全壊が判

明したため、Iがl3比廃館方針）

中筋会館 擁堅、フェンスの損傷。外整

内壁、天井板、 ltl面l‘.、犬走り
部分の亀裂破損。空濶機の

捐但

中山寺会館 排水管等地中埋設岱、浄•化梢
の損傷。内墜、天井板のf臥裂、
破損。玄関ガラスの破損

小浜会館 境界塀の捐俗。内壁の亀裂。

ガラスの破損

美幸会館 外墜、 l-Ji墜、天井板の亀裂、
破損。排水管の祖傷。窓ガラ

スの破損

小林会館 外壁、内槌の亀裂。1廊下骰P
タイルの破損。空調機の破損

売布会館 外壁、内壁、天井板の亀裂、

破損。玄1周ガラスの破オiI

安倉会館 窓ガラスの破捐

米谷会館 窓ガラス、 ・犬井板の破捐

:L乏｝廷南会館 窓ガラス、天井板の破捐

lll木野里会館 外壁、内壁の破損

川而会館 境界塀の破損

高松会 館 境界塀の断裂。門扉の破損。

犬走りの亀裂

施塩会館 給水管の破机

復Ill條復領
(T→円）

2.819 

58.678 

2.274 

2、098

4.102 

1.290 

74 4 

331 

57 

340 

186 

575 

175 

159 

光明会館 外盛、内壁の亀裂、損傷。軒・

天井の破損

美座会館 外壁、内壁の亀裂、損傷

カ 文化財の復旧

下記のとおり。

② 医療•福祉施設の復l日

ア 医療施設の復旧

市立病院の概要

5,047 

2,331 

病床数 ：300床延床面積：本体（附屁棟含む）

19.998.64而医師宿舎 320.80m2 

呑護宿舎 l、238.29m2 

楷造 ：SRC造階数 ：8ll皆建

復 1日状況は次のとお りです。

イ 福祉施設の復旧

公立保育所 9園の内 4園、私立保育所 5園の内 4

園が被害を受け、復1日状況は次頁のとおり 。

③ 環培衛生施設の復旧

ア クリーンセンターの復旧

廃棄物処理施設のうち、焼却炉 ．粗大ごみの処理

施設 ・し尿処理施設の遥転に支節のある給水岱設備

機器等は、即日修理をし、建築関係等廃棄物の処理

に支障のないものについては、 平成 8年 3月復旧修

理した。

イ 公衆便所の復1日

破損部分のうち、 屋根瓦の破損及び配水箭の破

損 ・便器等、使用に差し支える部分については応急

文化財の復旧

文化財名 被街状況 復 旧 状況

「国指定重要文化財」八幡神社 本殿 ・毅届が倒壊 （復IH可能） 平成7・ 8年度の2ケ年で、国 ・県 ・市の補助
金で復IFI。復IE1¥f約7.500万円

「県指定匝要文化財」索釜嗚神社 覆屋が倒壊 平成7年度で建替え 平成8年1月に復11:Iし、工事1り片l約1.000万円
・・・・・・・・--・----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ --. - ....疇• 一 尋•一“・. .... ..幽.......... . . .....................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．-...................... 
「県指定狼要文化財」中111芍増蒻蟷： 柱 ・梁一部被災 平成7年11月、寺牝で復旧

「Ili指定文化財」泉流寺十―•1(1i 前方向に倒壊、足先七部（波iii 平成7年3月13日、文化庁他の構成による文化

観音菩低立像 財レスキュー隊で復旧完了
.................................................. .........................呻．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ............•..... -. --...中呻中 •--• -．...．.............量•............
rl|i指定文化財」売布神社社号l梨右 「1¢布社」銘の社号標石が倒壊 杜1じじで復IH

「仁Jlli,Jj丸歴史公園」 仁川旭力丘古瑣が所在する仁llI裔丸歴 修復1f)廿78万2.000円で修理
史公園の描壁の一部に亀裂

寺社及び江戸後期から昭和初期に建築 兵躯県の震災復典基金の援助を受け、 平成8年
された民家の多くが被災した。兵即県 2月現在、修復を行う予定の歴史的建造物はは

「歴史的建造物」
や[I本建築学会の割査で約200件の歴 約20件である
史的建造物が被災を受けたことが判明

し、その内、全壊及び撤去されたもの

は約40件で20％以上にのぼる。
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施設名 捐壊状況

宝 塚 ih立病院 1一部損壊

被害の復1日状況

相壊状況

r建物 ・設備の被害』
・内壁、外壁、屋上スラプにクラック

・扉枠ひずみ、建物棟接合部破損、窓ガラス破損

・建物回り土地陥没、段差

・建物回り給排水符破断

・病棟等全建物股{iiiにわた り漏水発生

• MR!装骰等医療楼器、設備、備品類の破ifl
『給水（飲料）の被む』

1/17-J/)8 12: 20まで1訴水

病棟等給水管破損

『給水（医療用）被害』

3階手術部l"l天井内滅歯水用配笠接続部
破断、水漏れ

『排水の被吾』RI処理梢の排水管その他各所

で排水管の破断

r姦合湯の被害』ポイラー、給湯一時倅止、
中央機械室給湯管破損

『電気の被者J 地災発生から 7: l'1まで停砲

このIIl非‘if;iri自家発電作動7: 14通電後も漏
罹による一部通俎不可

『暖房 ・空調の被吾』 1/17-1/22

12: 30まで暖房なし
q医税ガスの被~J コンプレソサーヘの給水管

破断、液体酸紫タンク傾斜、オ逹が沈下

避難用通路 ・表玄関クラック、内墜クラ ック ・

健康センター I一部破拍I階段クラック、機械室冷温水管水漏、冷却塔捐
壊、照明器具破損、体脊館雨漏

休日応愁．診税所I一部破損I診療室I勾接等クラック
米谷トラホーム診療所 薬品庫ガラス破損

被害の復旧状況

施設名 損壊状況

米谷保育所 ＾ 王

壊 コンクリ ート脚柱の折損、地盤沈下に， よる地盤の支持力の劣化

邸パラホーム保脊所 ＾ 王

壊 木柱の折損及ぴ基礎府分の亀裂
要

仁川保脊所 床面の傾斜等

めふ保行所
一部損壊

建具、グリストラップ等の損壊、浄化

修 柏ttl壊、汚水配水笞拍壊

紐 平井保脊所 堅面クラック、 トイレ等損壊

が

必
卸伊子志保育図 非’i;i階段の沈下等

要 邸宝塚さくら保育園 門扉、インターロッキング損壊
その他

仰あひる保育園 浄化栖損壊 （下水道接続工事）

復旧状況

ア ・ライフライン等

砲気 l/18 7 : 53 全面復旧

水道 1/18 12: 20 受水確認

ガス 中圧ガス 1/21 18 : 00復旧

低圧ガス 2/2 18: 00復旧

I医療JIl水 1/22 14 : 30 応急復1B
212 9 : 00 全而復lH

医療ガス I /17 12 : 15 応急復1日

2/4 ]7 : 00 全ilii復旧

イ ・建物設備等の復旧

平成7年II月28U復旧完了

※MRI装位は平成 7年 7月24□全而復
旧

補助対象事業は平成6年度で復旧修復し、
市iii．事業は平成7年度で補り紡完了
補助事業牧 1,262,000円

市単．事業喪 2.542,869円

未補修

補修完了

復 113 状況

平成8年IIH竣工予定

建築'/1( 358,638.790円

平成8年9月竣工予定
建築挫 354,04],900円

平成7年3月311:f完了
修紹粋 3,832,630円

平成7年8月22日完了

修紹ft 5.926.208円

平成7年3月31□完了
條紐1t 1.019.339円

平成7年3)＝13.11::I完了

修紐1t 602.550F9 

平成7年3月31日完了

條紐1t 331,814円

平成7年8月3l日完了

條紐翡 9.860.000円



修理を実施し、本格修理は平成8年3月復旧補修し

た。

ウ 環境衛生施設の復旧

西山盆園 管理事務所一部破損及び石梢崩壊 ・

石碑等倒壊の復1日は平成8年月末補修完了。

長尾山盆匝I倒壊した石碑等のほとんどは修復さ

れているが、遠くに住む縁者の墓石は、一部倒壊し

たままになっている。

④ その他市有施設の復旧

ア 本庁舎の復旧

庁舎内全体的に大きなクラックが入ったが、柱、

梁とも他全であり構造に問題はなかった。建物の損

傷度の判定は、 Aランクで立入り可能（通常使用可

能）であった。また、外構に大きな亀裂が走り復旧

工事を行い、平成8年3月末に完了した。

建築関係の復旧補修 工事牲 11慈3.699万円

・内外部壁而斜めクラック及び床面クラックの補

修

• 水道庁舎とエキスパンション部分の隙間の補修

・床面タイルの浮き補修

外構関係の復旧補修 工事費 787万9.500円

・構内通路等のクラックの補修

・屋外配水醤等の沈み及び詰まり等の補修

イ 水道庁舎の復旧

・非構造材 （内外装）に倒離、大きなクラックが

入っているが、支障のない部分でもあり、平成9年

度に修復を予定している。

ウ 消防本部関係庁舎の復旧

市内に点在する各消防署及び出張所は被害を受け

たが、そのなかでも消防本部 ・西消防署合同庁舎、

束消防署、東消防署米谷出張所の 3庁舎は被害の程

度が大きかった。

工 支所 ・出張所の復旧

支所 ・出張所のうち、長尾支所が偶角部、開E1部

に亀裂、水道笠破損による漏水があったが、平成7

年3月に12万7.205円で復旧修復をした。

(6) 観光関連サービス施設の復旧

観光宝塚のシンポルである歌劇のホームステー

ジ・大制場は、平成7年3月31日再開することが出

来、ファンを酔わせた。また、隣接するファミリー

ランドは、飛行塔が屈llllする等、 8棟の建物が倒壊

するなど大きな打撃を受けたが、建替えなど復旧エ

事を終え 3月1日から開園し、園内は家族づれで賑

わいを取り戻している。また、日本一のグレードを

誇る宝塚（阪神）競馬場は自段の大屋根の支柱や立

体駐車場や正門の歩道橋の被害を受けたが、平成7

年4月19日から11月20日まで約7ヵ月のエ期と工事

費133f意円を投じて復旧工事をした。また、第 1回

から 4回を中京競馬場等に振替開備し、 平成7年12

月から宝塚 （阪神）競馬場で開催し、ファンを湧か

せた。また寺院の建替えは、平成8年12月竣工の予

定である。

(7) 産業の復lH

① 湖工業・サービス業の復旧

地縦により 、市内の商店街 ・小売市楊等において

は多数の店舗が被災したが、 特に、 仁川地区、花の

みち周辺地区、観の荘地区、梢荒神地区、売布地区

で被害が甚大であった。 商工課では、直ちに市内

商業者に対する緊急金躁支援措附として 「災害特別

融脊制度」を創設し、 2月13日から受付を開始した。

締切の7月31日までに、融賓申込件数997件、金額74

憶余円を受け付けた。同時に、既往貸付者に対する

倣返猶予措置も行った。

また、店舗が投壊し、正常な営業が出来ない地区

の祁業機能の早期復旧を支援するため、商業団体が

設置する仮設店舗設悩骰の一部を補助する「仮設店

舗補助制度」を創設し、緊急復旧支援を行った。

市商工会においても、税務 ・法律 ・金腋等の各種

被害の復l日状況

消防堺•名 被 祉 状況 復 IH の状況

消防本部 ・西梢防料合同庁舎 ドアの一部机傷、通路墜而一部祖壊、l'’I扉 平成8年2月に復11:I修復、復旧'N 12.501.090円
の破損、地盤の不等沈下の被宅

東ii~防署 外 ・ 内墜のクラック及び倒離、側溝• 土llfl 平成7年11月に復lH修復、復旧柑 1.555.300円
コンクリートの亀裂、街灯が転例

東消防署米谷出張所 地盤の不綺；沈下、 l"l扉・ホース乾媒塔・外 平成7年II月に復旧修復、修復1f 799.280円
猥非iit階段の机傷、土IUJ.庁舎l}、J外・,1、J墜
の破砕等
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相談、指淋に取り維まれた。

また、 4月からは、 中小企業事業団 ・県立中小企

業総合指祁所 ・rlr• 市尚工会とからなる支援チーム

により、震災復煎促進地域内の、太平市場、消荒神

市場、 iiり荒神参道商店会、仁川公団市場を対象に巡

回指諒 ・相談等を実施している。現在は、売布駅前

地区、花のみち周辺地区の再削発事業地区に対して

も、高度化筏金活用手続き、任意団体の法人化に向

けた勉強会の実施等の支援を行っている。

② 農)1]地等の復IEI

地旋により股業災害に係る支援をするために、宝

塚市J此業振典総合脊金利子補給規定（昭和48年告知

第90号）に｝甚づき 、緊急対応措骰として、制度査金

に対し利子補給を行うことにした。（次頁の表参照）

(8) 建物の解体撤去及び災害廃泰物の処理

① 倒壊家屋の解体、除去

申込、受付

震災による倒壊家届等解体処理事業が、国（l厚生

省）の補助対象事業となり、公牲解体を行うことに

決定されたため、 ］月29日付災害対策本部「公骰解

体について」の発表とともに都市開発部、都布整備

部、道路部、下水迫部の共同事務として解体巾込み

の受付を 1月31日から開始した。

巾込受付の状況は、当初1月31日から 2月7I]ま

での8HIlI・j行ったが、引き続き受付を継続してほし

いとの強い要望があり、 2月2OHまで延長して行っ

た。また、その後も随時受付を行い4月28日をもっ

て受付を終了した。

その時点での解体巾込の状況は、家屋4.787件、

プロック等1.277件、合計6.064件であった。

しかしながら、さらに巾込みの要望が強かったた

め6月171:1、18日、 19日の3HI11]に限って追加申込

みの受付を行ったところ、家届194件の申込みがあっ

た。

解体処理を行う家屋のうち、特に緊急性があり 一

定の要件を具1liiするものについては自衛隊により解

体するものとし、 2月71:1から 4月16日まで3班体

制で木造136件、プロック 4件を処理した。

その他は市内業者を主体に、 111社とのnti負契約
によって、延べ150班体制で臨んだ。

当初の処理計画では、自衛隊班が3月末日まで、

業者班は 5月末El完了をめざした。

処理作業の手順としては、申込み受付後、調査栂

を作成、優先1順位を整理して自衛隊班及び業者班ヘ

送付。現場確認、所有者調整をして霜気、ガス、水

逆等の閉栓処理、立会人の調整、所有権以外の権利

者の同慈調整、進入路確認、近隣家屋の状況確認、

解体日程の調整等の作業を経て解体約手というよう

に、種々の手続きを要した。さらに権利関係の未調

整物件については日時を要することから、解体完了

にいたるには相当の期間を1々すこととなった。
平成6年度解体事業骰は、現年度分388.285千円、

採越分4.0」5.268千円、平成7年度事業費見込みは

1.225.347千円であり、補助制度としては国はその

牲用の 2分の 1を補助、市負担の2分の 1は起依措

骰し、その元利倣遥時に特別地方交付税措t位(95%)

を行うということでスタートした。(169頁の表参照）

② 倒壊家屋等の解体廃梨物の処分

ア 家庭系廃棄物の収集及び処理

従災に伴い家屋の倒壊や各家庭等での食器棚、本

棚、冷蔵庫、テレピ等の家財が転倒あるいは陶器類、

ガラス類が落下したことなどにより家庭系廃棄物が

大t上に発生した。これらの廃梨物は通常、可燃ごみ、
査源ごみ、i廿大ごみに分別して排出されるが、従災

"『後の混乱状態の中で、ありとあらゆる廃棄物が、

ごみステーションや道路上に分別をされないまま盛

り上げられ放侶された。これらの放附された1発菓物

は、分別して収梨できるような状態でないために、

やむを得ず混合収集しクリ ーンセンタ ーにおいて処

理を行った。

なお、クリーンセンターに収集及び搬入された家

庭系廃棄物及び災害廃棄物iit（建築廃材を除く ）は、
6月までの半年間で4万3.800トンであるが、その

うち 2月末日までに 1万6.900トンが収梨及び搬入

された。

イ 解体廃棄物の処理及び処分

災害廃棄物の処理については、家庭系廃梨物のう

ち、司燃性廃梨物は、クリーンセンターで、不燃性

廃梨物は、宝塚市埋立処分地へ仮骰し処理した。

解体廃菓物については、市内に設けた仮枇場にお

いて、廃木材、コンクリート類、土頬、瓦類、金属

ごみ、廃プラスチック等ごみに分けて受け入れた。

廃木材については、箆災当初は、野焼処理を行っ

ていたが、兵Hlt県の指淋及び、周辺住民の苦梢によ

り、3月16日で中止し、その後兵1庫県産業廃梨物処



被害状況と制度資金の緊急対応措置 （単位 ・件、千円）

施 股 被者状況 件数 被者金額 内 谷 制度査金

納 届 全 壊 8 32.000 〇近代化1号壺金

半 壊 6 31,200 
腹舎の時は、経営面積60a以上が必要
Ol：と林漁業金融公廊 災害復IEI

一部損壊 7 6,080 

牒作業楊 ＾ 3 

壊 6 46、600 〇近代化1号佼金

半 壊 10 33,760 
1農舎の時は、経営面i手lt60a以上が必要
OI;i林漁業金胎公附 災也復IE!

一部損壊 12 28.860 

1品業用介胞 全 壊 33 375,500 〇近代化1号査金

半 壊 16 50.100 
OI此林漁党金除公廊 災苫復IEI

一部拍壊 ， 14.800 
農作物育成箭理用施i設 全 壊 4 79,000 〇近代化1号壺金

・温室
半 壊 6 73,700 

〇股林漁業金融公附 災杏復IR

（付幣施設含む）

・ピニールハウス 一部捐壊 II 21.800 

牒業JI-J機械 ＾ 3ご．
壊 8 9,500 〇近代化2号孜金

半 壊
〇農林漁業金融公耶 災者復11-1

一部捐壊 2 1.200 

J此業J-11施設 全 壊 2 1,000 il•Ii水施設（ポン プ） 〇近代化2号脊金

半 壊
OI災林漁業金融公血 災街復11:I

一部拍壊 3 750 

牛 1:1令・ 全 壊 I 12.000 〇近代化1サ脊金

半 壊
〇農林漁業金磁公廊

一部損壊

合 計 149 825,520 

参考

施 股 被害状況 件数 被屯金舒i 内 が介• 制度筏金

事務所 全 壊 I 2,700 〇浙エ関係融脊

半 壊 4 11.280 

一部拍壊 I 15,000 

J~ 柑 J也 ＾ 予

壊 3 3.000 畦畔 〇土地改良災i＜対象

半 壊 6 8,500 ', 、ほ場
〇近代化5号；代金

（稲作でないことが要件）

一部捐壊 1 200 ク

股作物等 ＾ 王

壊 〇商工1関係融脊

半 壊 5 8.000 盆栽、園芸鉢物

一部掛壊 2 300 ，，， 

造I窮l脊材物 全 壊 7 33.500 灯龍 〇商工関係融脊

半 壊 6 4, 950 ,, 

一部損壊 11 5,400 ク、植木鉢

家 裕 ＾ ュ 壊 〇家畜共済金

半 壊 J 3.500 乳牛7ifi死亡

一部拍壊

居住用施股 ＾ 3ニ

壊 176 〇盟かな村づくり 7号骰金

（建物共済関係）
半 壊 262 

〇盟かな村づくり 8号脊金

• 新築 〇住宅金脱公庫腋行

・増改築 一部損壊 251 〇牒協災害特別賽金融脊

第3章 応急対策の実施 171
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解体受付状況 平成7年I2Ji末現在 llii.位111')

市
木 疸.，1 • R C 合 RI・ 総 n·I• 

全壊 半 壊 全 壊 半壊 全 J裂 半壊 全J炭・半壊
解
件数 2. 108 2.411 32 36 2. 140 2A47 4,587 

体
IHi利t 302.756 314.920 37,359 22.611 340.115 337.531 677.646 

解体状況 平成7年12月末現在 （隼位面）

木 延.,1• R 

全壊 半壊 令 J裂

rli 
完 件数 2.001 2.329 26 

了 1f1i梢 291.827 302.796 10.192 
解

麦r 
件数 13 40 6 

体
而積 I.411 6.898 27.167 

晶完 件数 94 42 

゜隊 了 面梢 9,518 5.226 

゜
合
完 件数 2.095 2.37] 26 

了 面梢 301.3/45 308.022 10. 192 

土r 
件数 13 40 6 

削・
而積 1. 4 1 1 6.898 27.167 

理場会の協力により柱、梁等の木材は、チップ再生

業者へ処分を行い、その他の木片等のごみについて

は、民間焼却炉で処理した。

コンクート類については、アイヨン （月ll岩機）で

小割りした後、民間コンクリート再生業者へ処分し

た。土類については、人力及びスケルトン（ふるい機）

により、木片、ごみ等を選別し、土類については、

大阪湾フェニックス計画尼崎沖処分地へ巡び、木片、

ごみ等は市焼却炉で処理した。

瓦類については、比較的良質であったので、その

まま大阪湾フェニックス計画へ処分した。また、金

屈類は再生業者へ、廃プラスチック等ごみは、民ItIl

業者へ委託し埋立て処分を行った。（解体廃梨物処

理に伴う他団体からの応援受入状況は次頁表のとお

り）

ウ 仮置場の設醤

災害廃棄物をクリーンセンターで受け入れること

については、倒壊家屋の解体を業者が行うのか、若

しくは自己解体かで法律上、産業廃棄物であったり

一般廃梨物になったりする問題もあったが、クリ ー

ンセンターで受け入れることにした。

受入れをするにあたって、クリーンセンター内に

は廃材を仮骰くスベースがなく、クリーンセンター

C 合 酎・ 総 計

半 壊 全壊 半壊

30 2,027 2.359 /4.386 

9.751 302.019 312.547 614.566 

6 19 46 65 

12.860 28.578 19.758 /48.336 

゜
94 42 136 

゜
9.518 5.226 14. 744 

30 2.12] 2AOI 4.522 

9.751 311.537 317.773 629,310 

6 19 46 65 

12,860 28.578 19.758 48,336 

解体¥・t（見梢額）46t訳9,371万5,000円

横の武耶Ill河川敷を兵Jili県西宮土木事務所に使用許

可をとり、受け入れした。ところが、搬入者が殺到

し瓦礫の山がみるみるうちに大きくなった。

搬入される廃棄物は、災害という特殊な事梢から

瓦、 土、木材、家具等が混合状態で搬入され一挙に

混乱状態に陥った。

市内の被害状況がしだいに明らかになるにした

がって、河川敷だけでは対応ができないことが判明

したので、仮附場の候補地として適当であると判断

した大阪砕石宝塚工場及び幸和不動姫（サングリー

ン）山本開発地に仮紺場を求め、両者に使用依頻し

協力するとの承諾を得たため、大阪採石は 1月23日

から廃木材等の可燃物の仮樅場として、幸和不動産

開発辿成地 （サングリーン）は］．月26日から長尾地

域から発生した廃 ・木材の仮骰場として受入れを開

始した。また、武庫川河川敷は瓦礫等の不燃物の仮

骰場に変更して計3カ所を主たる仮悩場とし、それ

を補完するため、切畑、他塚の市有地を仮皿場とし

て設似し、受入れ体制を整えた。（次頁表参照）

3カ所の仮置場を確保したにもかかわらず、予想

をはるかに超える廃梨物が刻々と搬入されてくる。

大阪採石仮似場においては、受入れが追いつかず待

機の車両が約2km渋滞し投梨まで2時間程度を要し



た。仮趾場から最終処分地への排出においては、車

両が主要幹線道路の大渋滞にまきこまれ、その業務

が遅々としてはかどらない。 このような状況を打開

するため、武耶川河川敷仮骰場を 2月1日から 2月

5日までの間、廃梨物の搬入を停止し、最終処分地

への搬出作業の強化及び受入れ体制の整備を行うと

ともに、被災者に対して許可毯を発行し、廃棄物の

搬入先の指定 ・分別の徹底等の指祁を強化した。

のため、 7月末日をもって閉鎖し、コンクリー ト、

土砂類の仮悩場はサングリーンヘ集約した。

l0月l3日、家屋解体残件数が減少し、搬入件数が

少なくなったことから、 3カ所の仮置場を閉鎖し、

以後、解体廃棄物は、市が指定した産業廃棄物処分

場で受け入れた。

武廊川河川敷仮悩場は、増水期には、洪水防止等

平成8年3月末日には、家屋解体がほぼ終了した

ことから、 民間産業廃菓物処分場へ直接搬入するこ

とにした。

他団体からの応援職員受入状況

事務事業の内容 派造元 派逍期間 派造者数 備 考

収集巡搬業務 篠 U1 町 1/21-2/ 3 1 ~ 2 収梨車 (2t) 1台 日11fii含む
，， 加 西 iii l/21 ~1/27 2 収集車 (4t) ］台 日曜含む
，， ＾ -, lfl 町 1122~21 3 2 収集車 (2t) )台 日曜含む

廃 材 処 理 宝肱王仁うイオンズクうプ 1123-1/31 I 重機l台 H曜含む
廃材搬送深務 前田建股 工 業 1/23~ 1/30 I IO t車］台
収集巡搬業務 吉次（市民） 他 1 1/25-1/26 2 2 t車1台
収梨巡搬 ・廃材搬送 」•. 越 iii 1126-3/27 4 ~ II 4 t 2台、 10t 3-5台日・祝含む
収集迎搬業務 松 原 1 | J. 1/26-1/27 4 ~ 6 収集車 (2t) 1台

，， 和 泉 市 1/26-1/27 5 収集車 (4t) 1台
，， 藤 井 寺 rli 1/26-1/27 5 収集車 (2t) 1台
，， 翡 槻 Ili 1/26-21 3 4 ~ 6 収集車 (2t) 2台
，，， 大 阪狭 llI I | i 1/26~ 1/27 3 収集車 (4t) I台
，，， 田 市 1/27-2/ 3 2 収梨血(2I) I台可燃ゴミ 180t受入

廃材搬送業務 裁 岡 rli 1/28~ 1/31 8 ~ 9 10 t車7台 日lfM含む
，， 安 城 市 1/28-1/31 3 4 t車1台 日If/ii含む
，，， 共 迎 ,兄.y. l/29 ］ 10 t車］台 日 1r1~

廃 材 処 理 ワイエス工業(4n 1/30-2/ 5 I 瓜槻1台
廃材搬送業務 龍 野 I I j 野 2/ 1-3/30 2 4 t車1台祝El含む

', 村 岡 町 2/ 2-2/ 4 2 4 t車1台

廃 材 処 理 関西住宅建設 2/ 2-2/15 j 重機 l台
廃材搬送業務 神 戸 製釧労組 2/ 7~2/ 8 2 10 t車1台

，， 相 生 市 2/13-3/27 2 4 t車］台祝日含む
，， i絃賀限建設兜協会 2/15-2/22 10 JO t 7台、 4t 3台 日曜含む

収集巡搬 ・廃材搬送 束 村 LI I 市 2/20-3/11 6 ~ 7 10 I I、2t 1台リサイクルfl転車30台

廃材搬送業務 府 中 I I J. 2/23-3/31 2 ~ 3 LO t II! 2台、日 ・祝含む

廃 材 処 理 大 泥 建 i＂又u. 31 6~6130 3 重機3台 3月まで日 ・祝含む
', ロータスエンクーブライズ 3/15-3/18 2 木材破砕機1台

廃材搬送業務 n 衛 隊 I /25~3/3 I 4 ~40 8 t車 2台～20台

n衛隊1.190台 4. 853 t 2. 380名 〇応援人日合計（延）3.569名（内自術隊2.380名）

災害廃棄物主要仮置場一覧表

名 称 武叩）II河lll敷 大阪砕石宝塚営業所 幸和不動産開発造成地

場 所
宅塚市 宝塚市）1|而字長尾山 宝塚市切畑字長尾山
小浜 1丁目地先 15番地 7-222 

而 和 20.000m' 51, 125.5m' 91.359.45m2 

期 間
H 7. l. 18~ H 7. l. 23~ H 7. 1. 26~ 

H 7. 7. 31 H 7. 11. 15 H 7. 11. 15 

対象物 ガレキ類 廃木材 ガレキ類 ・廃木材

受入砿 269.000トン 95,000トン 121,000トン

丸甜建設株式会社 （恥大阪砕石工業所 株式会社大林紙
委託業者名 宝塚営業所 大栄棗境株式会社

大栄環境株式会社 丸宜建設株式会社
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工 廃木材等の処理

廃木材等の処理については、膨大な搬入砒を仮置

するだけのスペースを確保することは困難なため、

やむを得ず大阪採石及びサングリーン仮四場で野焼

きを行っていたが、長期化するにつれて環境問題等

が生じたこととともに、処理先の目安がついたこと

により 3月10日をもって中止した。それぞれの仮置

場は、武廊川河川敷仮骰場は使用期間満了の 7月31

日、大阪採石及びサングリーン仮似場については倒

壊家屋の解体が順調に推移し廃築物の搬入茄が著し

く減少したため、 10月13日をもって受入れを中止し

た。以降の廃梨物の受入れについては、民Iiil処分地

へ直接搬入することとした。

(9) 住宅の再建

① 建築指淋行政窓口相談

応急危険度判定調査と平行して、平成7年1月25

日から平成 7年2月23日にかけて建築指祁行政窓口

相談（市役所肉グランドフロア）、現地調査を県下

土木事務所等の応援 （派造者数延べ39名）を得て実

施、市民からの相談 ・要望等に対応し指祁、助言を

行った。

その後、平成 7年2月10日から 3月31日まで、兵

1庫県が社団法人兵眼県建築士事務所協会に委託して

「住宅復旧相談センター」を開設（元神戸地方法務

局西宮出張所）し、被災住宅の補修工事等、具体的

な被災住宅改修相談に応じた。

続いて平成7年4月24日から、兵府県が被災市町

と合同で県内9カ所に「総合住宅相談所」を開設（宝

塚会場は栄町のソリオ 3の5階）し、住宅一般、法

律相談、税金相談、建築技術、宅地防災等のあらゆ

る相談にも応じた。

② 容梢率及び高さ制限の緩和

従災後、被災家屋の建替え相談が急増し、内容的

には、ほとんどが道路が基準に合わなかったり、狭

小宅地のため十分な家が建てられないので何とかな

らないかというものである。

こうした数多くの建築相談に対して、平成7年6

月には 「宝塚市総合設計許可取扱要領」、「住宅復興

一団地建築物承認基準」を定め、従災によって建替

えを余｛義なくされた被災住宅を再建するにあたり、

容梢率及び高さ制限の緩和を総合的判断に甚づいて

許可し、市街地における現境の整備改善並びに良好

な市街地住宅の供給の促進に賓する体制を整え、住

宅の復興に対する支援を行った。

平成7年」0月には、兵廊県が「兵血県災害救援専

門ポランティア」、「被災建築物応急危険度判定士ilill

度」を創設した。

この制度実施のための「被災建築物応急危険度判

定脊格認定講習会」を本市からも数多くの職員が受

購した。（平成7年11月）

大規模な地旋により被災した建築物の余霞等によ

る倒壊、部材の落下等から生じる二次災害を防止し、

住民の安全を確保するための人的な備えをした。

③ 建物の申聞の状況

従災以後激増している市民からの建築計画に対す

る相談、現地調査業務、建築確認審査業務、現楊検

査等については、従災直後から他の特定行政庁から

の派造職貝の応援を得て、連Rその処理にあたった。

④ 耐震改修の促進に関する法律の施行

平成 7年12月25日には、今回の大従災にかんがみ、

地従による建築物の倒壊等の被害から国民の生命、

材体、及び財泥を保股するため、建築物の耐従性の

向上を図ることを目的として「建築物の耐震改修の

促進に関する法律」 が施行され、 一定規模以上の特

定建築物の所有者は建物について酎震診断を行い、

必要に応じて耐従改修を行うよう努めなければなら

ないことなどが規定された。

⑤ 災害復興住宅特別融賓

被災状況から判断して、個人住宅に対して相当な

規模での修紹 ・再建に向けての支援が必要と判断、

早期に対応可能な施策として、 国 ・県の諸制度に加

えて、本市は現行の宝塚市勤労者住宅脊金融骰あっ

せん制度の一般融賽とは別に災害特別礁脊を開始し

た。

隙脊のあらましは、次頁のとおりである。

建築確認申請受理件数の推移

4月 5月 6H 7月 8月 9H 10月 11)-J 12月 l }j 2月 3)-l 合計

6年度 98 127 100 138 104 136 158 123 95 73 99 210 I.~61 

7年度 287 353 453 385 355 335 295 269 l 38 255 209 224 3.558 

倍率 2.9 2.8 4.5 2.8 3.~ 2.5 I. 9 2.2 1.5 3.5 2.1 I. 8 2.4 



被災者向け公的住宅融棗制度 ［宝塚市民用］ 平成8年4月8日現在
宝塚総合住宅相談所 （旧0797-81-9590)

沸
3

濁

弓撒溢湖S澗帯

住宅金磁公匝の災害復典住宅融粁 ひょうご県民住毛復典ローン 窄塚市勤労者住毛沢金災吾特別融抒

区 分 金利 （年％） 融ft限1文領 （万円） 返済 元金据四 金 利（年％）
融ft限度領 返済 ．jじ金据雌 金利 融・lil浪度額 返済 元金据霞期間 期 間
（万円）

期間 期 1：：l 
（年％） （万円）

期間 期 問
碁本融狩 特例／)II算 基本融殺 特例）JD狂 （年以内） （年以内） 通常融沢 特例磁1t0:逗） （年以内） （年以内） （年以内） （年以内）

建 木 造 1.080 
+450 

25 ①当初5年
設 準耐火 ．耐火 J. 140 30 ・ 35 3.00% 

3.15 3.15 
6年目 ～

新 木 造 1.850 25 3. 15% 新築又は購入
購 築 準耐火 ・耐火

(!暉中）
3.35 

1.910 30 ・ 35 5 
（据置中） ②当初10年

5 
1.200 25 3 

入 は3% +800 は3% 3.00% 800 25 3.3 
中 木 X.,.,. ュ 1.410 15 ll年目一
古 準耐火 ・耐火 1.620 20 ・ 20 3.15% 

補 木 造
3. 15 3.35 

580 
+200 20 I 3.15 I 増改築 600 20 修 準耐火 ・耐火 630 

利子補給 く住宅建英綜合センターの利子補給〉 （復興基金の利＋補給） く復典基金の利子補給〉 ※増改築は除く
元金据置中 0.5% 融孜額 800万円が対象限度 磁汽領 800ガ円が対象限度

※補＇多漁汽及ぴ親茅行 く復興基金の利＋補給〉 通常蔽沢尤金据槌中 0.5% 通‘常滋夜 元金据閻中 0.5% 
ローンは対象外 融孜額木造 1.080ガ円` 特例融西当初5年 特例滋沢

準耐火 ・耐火 I.J40万円が利子補給対象限度額 （元金据屈中 3.0% 当初5年
5年型当初 5年 2.5% 元金据磁期開外 1.65% （元金据置中 3.0% 
10年製当初 5年 2.5% 元金据社期1り］外 1.65% 
6 -10年目 （公匝器夜利半ー3.0%)

申込先 （融狩） （融打） （磁沢）
公府融；ftを返済中の人 返済をしている金融機関 取扱金漁機関 宝探市環境 ・経済部 勤労対策謀
初めて公脈磁役を利用する人ー公庫取扱金磁機関 （利子補給） （利子補給）
（利＋補給） 融夜中込をした金融機関 険資申込をした金融機関
〈住宅建築総合センターの利＋補給〉

公廂取扱金漁機関又は総合住宅相談所

〈復興基金の利子補給〉

融；仕申込をした金磁機関

申込受付期間 （磁賀） （融汗） （融行）
平成10年 1月16A 平成IO年3月31U（予定） 平成9年3月318

............................... .................................................... +..... +.............. +............. .......... ---・--------・-・・-------.......................................—• --.. -.... -............................................................... 
（利子補給山諸時期） （呑IJ子補給申諮時期） （利子補給申請時期）
最終R金を受領した後、原則として 1か月以内 蔽終・tt金を受領した後、原則として 1か月以lJ、1 最終；灯金を受領した後、原則と して

1か月以内

問い合わせ先 （漁汽） 住宅金融公屈 大阪支店相談完 06-281-9270 （融fi)（利子補給） （融ft)（利子補給）
住宅金磁公庫 神戸相談所 078-341-5322 県建築指存諜 078-362-3611 宝塚1|j環境 ・経済部 勤労対策謀

（利子補給）県建築指祥課 078-362-361 I 0797-77-2071 
住毛建築総合センター 078-252-3982 
宝塚総合住宅相談所 0797-81-9590 

＊公庫の災害復興住宅磁資の融夜利率の引き tげ (3.00％→3.15%）は、平成8年4月81:1以降の申込受理分から適用される。
＊ひょうご県民住宅復典ローンの引き上げ (3.00％→3.15%）は、平成8年4月8日以降の漁召実行分から適用される。

1
7
5
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（注）

1 「ひょう ご県民住宅復典ローン」は、住宅金

漁公廊の災害復輿住宅巖究の基本融査額を限度額ま

で利用し、なおかつ賽金の不足される方が融脊申込

みできる

「宝塚市勤労者住宅査金災害特別栢好ft」は、住宅

金融公庫の災害復興住宅融資の有無に関係なく 、単

独でも巖賓申込みできる

2 公廊融脊は元金据樅期間5年を設定すると、

同期間 (5年間）分だけ返済期間が延長（返済期間

が25年の場合→30年に）される（宝塚市災害融資も

同じ）

ひょ うご県民住宅復興ローンは、返済期間が延長

されない

3 (1)公血災害復典住宅融資に対する復興基金の

利子補給対象者（一定の条件を満たす方） ※元

金据説を設定された場合、全ての方に据骰期間中

0.5％住宅建築総合センター より利子補給の制度あ

り

10年型

ア 而的整備車業等の区域内の被災者一ー→県

内で災害復典（分譲）住宅を購入

ィ 一 →新市街地等

の区域内で住宅を建設

ウ 区分所有者が被災したマンシ ョンを自ら建て

替える場合又は住宅供給公社、住宅 ・都市整備公団、

民間事業者が全部又は一部の区分所有権を買い取る

ことにより 、被災した区分所有者に代わって建設し

たマン ションを購入する場合

工 民間共同化住宅を建設する場合又は購入する

場合

5年型

ア 面的整備事業等の区域内の被災者一 →新

市街地等以外の県内で住宅を建設

イ 面的整備事業等の区域外の被災者一 →新

市街地等の区域内で災害復興（分譲）住宅を購入

ウク ク ー →新市街地等の

区域内で住宅を建設

工 被災した民間賃貸住宅の所有者が、被災者向

けの貿貸住宅の建設を行う場合

(2)ひょう ご県民住宅復典ローンの特例融脊対象者

（一定の条件を樅iたす方） ※ 通常融脊の方で

元金据岡設定者全ての方に据四期間中0.5％復興基

金より利子補給の制度あり

特例融脊① 上記(1)の5年型に同じ

特例融脊② 上記(1)の10年型に同じ

(3)宝塚市勤労者住宅資金災害特別融賽の特例栢應賓

対象者（一定の条件を満たす方） ※ 通常融資

の方で元金据置設定者全ての方に据置期間中0.5%

復興基金より利子補給の制度あり

特例腋資 上記(1)の10年型のアに同じ（「県内

で」一 → 「市内で」と読み替える）

ィ，，，

ゥ ，，，

工 ，，，

上記(1)の5年型の アに同じ（「県

内で」一 → 「市内で」と読み替える）

ィ ，，，

ゥ ヶ

4 (1)面的整備事業等の区域………宝塚市内では

次の区域

仁川駅前地区（市街地再開発事業） ………仁JIl北

2丁目の一部

売布神社駅前地区（市街地再開発事業） ••……• •売

布 2丁目の一部

花のみち地区（市街地再開発事業） ………栄町 1

丁目の一部

湯本第 1地区（市街地再開発事業） ………湯本1

丁目の一部

中筋JR南地区（土地区画整理事業） •………••中

筋4~5丁目の一部及中筋8~9丁目の一部

小林地区（土地区画整理事業） …•… ••小林 3~5

丁目の一部

(2)新市街地等の区域………宝塚市内では次の区域

ラピスタ宝塚（都市計画法開発許可） ………すみ

れが丘2~3丁目

宝塚サングリ ーン （都市計画法開発許可） ………

山手台西1~ 2丁目、山手台東 l丁目及び切畑字長

尾山の一部

安倉南地区（土地区画整理事業） ………安倉西

4丁目の一部

高司地区（土地区画整理事業） •……••高司 l~

2丁目の一部

(3)災害復興（分譲）住宅

住宅供給公社、住宅 ・都市整備公団、民間事業者

等が建設する分譲住宅のうち、適正な規模、価格の



住宅として、生ll事が認定したもの

5 利子補給金は、融脊を受けた方が師月金融機関

へ支払った利息に対して、年2回に分けて後から支

払われる
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